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| 4 稀 、 )〔 こ 
プロ フィ ー ル 欠 国 際 企 業 グ ルー プ 「 神 宮寺 コン 
ツェ ルン 」 の トッ プ 、 神 宮寺 春彦 の 三男 と し て 
生ま れる 。 ふ た り の 兄 は 父 の 後継 者 と し て 、 傘 
下 企業 の 最高 責任 者 を 務め て いる 。 三郎 だ けが 


父 の 跡 を 継ぐ こと を 拒み 、 大 学卒 業 後 渡米 する 。 


三郎 は 、 父 か ら 独 立 す る こと を 望ん だ の だ 。 
アメ リカ で は ある 事件 に 巻き 込ま れる が 、 持 
ち 前 の 推理 力 と 洞察 力 で これ を 解決 、 探 偵 と し 
て の 才能 を 示す 。 し か し この 事件 で 、 犯 人 だ っ 
た 日 本 人 青年 が 死ん で し まう 。 そ の 青年 こそ 、 


当時 吊 蔵 だ っ た 御苑 洋 子 の 恋人 人 だ っ た の だ ……。 


古い 思い 出 に な っ て し まっ た が 、 こ ご の 事件 が 神 
呂 寺 の 将来 を 決め た 。 こ れ を きっ か は け に 神宮 寺 
は アメ リカ で 探偵 の 助手 と し て 働き 、 ノ ウ ハ ウ 
な 学ん で いく と と に な る の が だ | 

帰国 し て か ら は 、 ア メリ カ で 学ん だ 探偵 術 を 
活か し 、 新 宿 歌 好 伎 町 で 小さ な 事務 所 を 開く 。 
以来 、 さ ご さまざま な 難事件 を 解決 し 、 名 探偵 と し 
て の 実績 を 確か な も の に し て いっ た 。 そ し て 偶 
准 に も 、 あ る 事件 で 御苑 洋子 と 再会 を 果たす 。 
師 人 を 失っ た 洋子 は 神宮 寺 を 憎ん で いた が 、 そ 
の 人 間 性 に 煎れ 、 心 を 開い て いく 。 そ し て アメ 
リカ で の 事件 の こき 、 神 宮寺 が と っ た 行動 の 真 
意 を 理解 する の だ 。 か くし て 洋子 は 、 助 手 と し 
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独 旨 守 三 朗 


年 師 雪 Pd 歳 皿 液 型 代 和 日 弄 
誕生 日 豊 P 月 5 日 水 冶 座 
身長 代 |/dcm 体重 氏 /Ukg 
好 さ な 物 人 煙草 : マル ボロ 酒 : カミ ュ 
に トチ ーー ジン 時 うー ニー 
使い 慣れ た 革 の 手帳 
性 格 代 シャ ー プ な 推理 力 と 冷静 な 判断 力 、 
そし て 用 心 深く も 大 胆 な 行動 力 の 持ち 主 
で 、 い くつ も の 難事件 を 解決 し て きた 名 
探偵 。 常に 依頼 人 の 希望 に 沿う よう 仕事 
を こなし 、 現 在 も 記録 更新 中 で ある 。 警 
代 か ら の 信頼 も 厚く 、 探 偵 と いう 立場 を 
活か し て 捜査 に 電力 する こと も 多い 。 
クー ル な 大 人 の 男 だ が 反面 、 人 情 家 で 
も あり 、 肥 者 に 対し て 深い いた わり の 心 
を 持つ っ て し \ る 。 


遇 0, 
人 0 


て 神 避 寺 探偵 事務 所 で 働く こと に な る 。 ま た 、 
それ か らい くつ か の 事件 を 通し て 、 淀 橋 署 の 熊 
野 参 哲 革 部 や 、 関 東明 治 組 組長 の 風 林 豪 造 、 創 
文 社 の 記者 池上 康明 と 知り あう 。 そ の 人 脈 は 裏 
の 世界 に まで お よぶ た め 、 調 査 に 役立つ こと も 
多い 。 

三郎 の 祖父 、 神 宮寺 京助 は 大 正 時 代 に 活躍 し 
た 、 日 本 最初 の 職業 探偵 だ っ た 。 お じい ちゃ ん 
子 だ っ た 三郎 は 、 そ ん な 祖父 の 影響 を 大 い に 受 
けた 。 三郎 が 探偵 の 道 を 選ん だ の は 、 血 筋 な の 
か も し れ な い 。 ま さ に 生ま れ な が ら の 「 探 偵 」 
な の だ 。 


ィ se 
タビ / 

年 師 雪 P4 歳 皿 液 型 供 信 型 

誕生 日 豊 B 月 | 日 獅子 座 

身長 供 15/Cm 体重 劉 不 明 

好き な 物 代 化粧 品 は 『 イ ブサ 」』」 を 愛用 。 神 宮寺 

が コー ヒー 党 な の で 事務 所 で は よく 飲む が 、 実 

は 紅茶 党 。 茶 葉 は !『 フ ォ ー ト ナム 品 メ イス ン 』 

の も の が 好き 。 ビ ピー ル は シャ ン デ イガ フ が 好み 


だ 。 バ ッ グ な ご の 小物 は 、 ブ ラン ド 品 で は な い 。 


アメ リカ 留学 中 に 知り あっ た 、 革 職人 の お じ さ ぐさ 
ん が 作っ て くれ た 一 点 モ ノ だ 。 
性 格 氏 抜群 の 直感 力 の 持ち 主 で 、 神 宮寺 と は 違 
う 視 点 か ら 、 思 わ ぬ ヒン ト を 投げ か ける こと も 
少な く な い 。 女性 らし い 優し さと 気づか いで 、 
悩め る 依頼 人 の 緊張 を や わら げ て くれ る 。 
プロ フィ ー 此 参 英 語 、 フラ ンズ 語 、- ス ペイ ン 語 
を 使い こなす 才女 。 

大 学 在学 中 アメ リカ に 留学 し 、 そ こ で 人 神宮寺 
と 知り あう 。 当 時 印 歳 だ っ た 洋子 は 、 あ る 事件 
で 恋人 を 亡くし 、 神 宮寺 を 憎ん で いた 。 し か し 


妥 野 須 x 


年 齢 氏 55 歳 血液 型 価 り 型 

誕生 日 代 | 月 P5 日 射手 座 

身長 食 |/UCm 体 車 氏 B/kg 

好き な 物 氏 食べ 物 : ビ フ テ キ (ビー フス テー キ 
で まだ な が ば や ) 

立ち 食い そば (若い ころ か ら の 習慣 。 調 査 中 は 
いつ も これ ! ) 

酒 : 電気 ブラ ン (新橋 辺り に コッ ソリ 出かけ る 
こと も ある らし い ) 

場所 : 神宮 寺 探偵 事務 所 (居心地 が いい らし い ) 
性 格 食 正 義 感 が 強く 、 明 る い 性 格 。 い つも 冗談 
を と ば し て いて 、 た ま に 意 味 不 明 の 叫び 声 を あ 
げ る 。 人 情 家 で 、 犯 人 逮捕 の こと き は つい シン ミ 
は けら で じじ まう だ と も 5 

プロ フィ ー ル 参 新 宿 を 管轄 に 持つ 、 淀 檎 署 の 芝 
部 。 捜 査 畑 3 年 の 大 ベベ バテ ラン で 職人 気質 だ が 、 
最近 は デス クワ ー ク が 多く な っ た と ボ ヤ い て い 


る 。 神 宮寺 と は ある 事件 を キッ カケ に 知り あい 、 


帰国 後 、 彼 の 人 間 性 を 知り 誤解 を 胡 く 。 以来 、 
神 避 寺 の 有 能 な アシ スタ ント こと し て 活躍 する 。 
神 避 寺 こ は 、 お 互い に 太い 信頼 関係 で 結ば れ て 
いる 。 


捜査 を 依頼 する こと も 多い 。 熊野 も 警察 の 情報 
を リー ク し た り と 、 協 力 を 惜しま な い 、。 

神宮 寺 と は よく 飲み に 行く 仲 で 、 そ の 能力 、 
人 格 と も に 全幅 の 信頼 を よせ て いる 。 
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年 人 雪 5B 歳 
新 伯 歌 伎 町 一 
宙 を と り し きる 
ヤク ザ 、 関 東明 
治 組 の 親分 。 昔 
な が ら の 義理 人 
情 に 厚く 、 仁 義 
を ね きま だ 男 
だ 。 神 宮寺 と は 
SPECT 調 倉 の 上 で ご は よほど の こと 
が な い 限 り 協 力 は し て くれ な い 。 そ れ が 、 ヤ ク 
ザ と カタ ギ の つき あい 方 な の だ 。 


+ 


ー 
ーー 
ーーーー 

Eo pa 
ーー 
es 
ャ ーー 
に 
Rd 
1 
8 」 
ーー 


[ 


| ms 4 


与野 恭介 


年 人 堪 PB 歳 

身長 価 |//Cm 体重 劉 BBKg 

性 格 氏 好奇 心 星 盛 で 正義 感 が 強く 、 不 正 を 見 過 
ご すこ と が で き な い 性 格 。 人 の た め に 汗 を 流す 
こと を いと わな い 、 誠 実 さ も 持ち あわ せ て いる 。 
熱く な っ て 、 つ い 冷 静 さ を 失っ て し まう こと も 。 
好き な 言葉 は 「 ペ ン は 剣 よ り も 強し 」。 

プロ フィ ー ル 旬 大 手 出 版 社 に 入社 後 、 先輩 の 池 
上 か ら ラ イタ ー と し て の ノウ ハウ を 学ぶ 。 授 社 
後 、 フ リー ライ ター こと し て 独立 する 。 妻 の 寺 枝 、 
息子 の 守 と 都内 の アパ ー ト で 暮らし て いる 。 取 
材 が 忙し く 、 師 子 と 遊ん で や れ な い の が 悩み 
り DA 取 材 で ムル ソン を 訪れ 、 池 上 と 再会 。 そ れ 
が キッ カケ で 、 坊 る べき 事件 に 巻き 込ま れる 。 


年 師 雪 3/ 歳 
新 伯 に ある 創 文 
社 の 記者 で 、 与 
時 の 元 上 司 。 号 
っ で k の だ よく 
まさ に 兄 に も 等 
し い 存 在 だ っ た 。 
新 価 中 央 公園 に 

5 屋台 を 出す お で 
ん 屋 の 常連 で 、 神宮 寺 と は 飲み 友だち 。 ムル ソ 
ン で の 取材 中 、 何 者 か に よっ て 殺害 され る 。 通 
称 力 ミ さ ん 。 


スム ー ズ に ゲー ム を 進め る だ け で な く 、『 未 完 の ルポ 』 を 遊び つく す た め に も 、 ゲ ー 
ムシ ステ ム は し っ か り 覚 えて お こう ! 


L ホ タ ン 
MEMD シ ステ ム て 使用 


ロボ タン 
MEMD シ ステ ム で 使用 


チ と し 
プア 4 Ka で 


ロホ タン 
項目 の キャ ン セ ル 
コマ ンド 選択 


A ホ ボタ ン 


じ ボ タン 
スタ ー ト ポタ ン | 順 目 の 決定 
コン フィ ング 画面 呼び 出し | メッ セー ジ 送 り 


L |]・? ポ タン H1]1・? ポ タン 
MEMD シ ステ ム で 使用 
項目 の 決定 
万 向 ボ タン 軒 メッ セー ジ 送 り 
コマ ンド 選択 gr 


メ ボ ポタ ン 
項目 の キャ ヤン セル 


スタ ー ト ポ ボタン 
コン フィ ンク 画面 呼び 出し 


フェ イス ワイ ンド ワウ 
愛 、 捜 査 を 行っ て いる 人 物 (プレ イヤ ー) の 顔 か 表示 回 較 議 


サブ コマ ンド 
コマ ンド に で て 「' 遇 
す 」「 聞 く 」 な ど ご 
を 選択 する と 出 
更 する ママ ヤー ク 。 
回 転 し て いる も 


の を 選ぶ と 、 そ メイ ン 

の 人 物 や 物 を 選 コマ ンド 
択 で きる 。 こ の コマ ンド 下 に じ 
pe に Aa の > じ が 表示 され 
を 押す と 、 回 転 た と き は 、 方 向 
ツマ ー ク が 移 動 ボタ ン で コマ ン 
する 。 ド を 入れ か える 

こと か が て 守る 


' 9 かま か AS 
くま 
メッ セー ジウ イン ドウ 
文 草 の 表示 


メイ フ コ マ フ F 紹 介 
場所 を 移動 する た め の コ マン ド 。 ス トー リー の 展開 に 応じ て 、 行 ける 場所 は ある 


程度 限ら れ て くる 。 


プレ イヤ ー が 持っ て いる アイ テム や 証拠 品 を 確認 し た り 使用 し た りす る コマ ンド 。 
使用 する こと で 、 思 わ め ぬ 情 報 が 得 ら れる こと も ある 。 


捜査 の あら ゆる 場面 で 必要 に な る コマ ンド 。 相 手 や 物 を 観察 する こき に 使う つ 。 よ 


く 見 れ ば 、 重 要 な 証拠 物件 を 発見 で きる こと も ある 。 


相手 の 証言 や 周囲 に 流れ て いる 音 を 聞く コマ ンド 。 情報 を 収集 し 、 推 理 の 材料 に 
する の は 捜査 の 基本 だ 。 


発見 し た 証拠 品 や アイ テム 、 遺 留 品 を 入手 する た め の コ マン ド 。 必要 に 応じ て 出 
現す る の で 、 メ イン コマ ンド を よく 見 る ここ と 。 


人 と 話 を し 、 情 報 を 得る た め の コ マン ド 。 聞き 込み は 、 捜 食 に は な く て は な ら な 
いも の 。 キ ャ ラク ター の 話術 が 捜査 状況 を 左右 する こと も 多い 。 


「 未 完 の ル ボ 』 は 、 な か な か ボリ ュー ム の 


り | 己 り | ピル ンー アル 082WNH 


これ まで の 提 査 状況 を 、 古 い 順に 表示 す 


る 便利 な シス テム だ 。 最新 の 状況 が 、 い ち 主導 3 と と ヨー: そう 
ば ん 下 に 表示 され る 。 状況 に よっ て は 、 ア 6 ES 表 

イ テ ム 選択 する こと で 、 必 要 な こと を メモ ーー 
する こと も で きる 。 行き 詰まっ た ら 、 飼 ま 探し 当て た この 丘 安 組 を 調べ れ は 、 
で の 捜査 過程 を お さら いす る と 、 道 が 開け 池上 さん だ 殺 きれ 友 寺 件 の 真相 を 


何 尋 つか ゆる か も し れれ な Ei。 
る か も し れ な い 。 コ マン ド 「 持 ち 物 」 の な ーー 


か に ある 「 手 帳 」 や 「 取 材 メ モ 」 を 選択 す -、。 生 

る と 、 メ モ 画 面 に 入る (手帳 な ど は 、 キ ャ ーー 

ラク ター 全員 が 最初 か ら 所 持 し て いる ) 。 
ーー 

隔 日 1・? ボタ ン ノ 一 番 上 へ 

1 上 1・ 店 ダ メー 番 下 へ 


To ( 捜査 に は 尾行 、 聞 き 込 み が つ きも の 。 容 
尾 柱 周 琉 の ウン テル 朱 才 追跡 の カー チェ イス な ど 、 ド キ ド キ 
い の 画面 も 用 意 さ れ て いる ! 


キヤ ラク ター を ナナ メ か ら 見 下ろ す 形 で 
探 作 する 画面 。 尾 行 、 聞 き 込 み で は 、 シ ル 
エッ ト の 人 物 こ 会 話 で ざる 。 カ ー チ ェ エイ スズ 
場面 は 、 犯 人 の 逃走 を 阻止 する 画面 だ 。 


本 キャ ラク ター を チェ ンジ する こと で 、 8 

リリ クワ ピル ルリ 王国 O を ジウ テム 。 
スト ー リ ー の 要 所 で キャ ラク ター を チェ ん で いる の で 、 前 に 戻っ て 別 の キャ ラク タ 
ンジ で きる シス テム 。 神 宮寺 だ け の スト ー ー で で やり直す 
リー で は な く 、 洋 子 や 熊野 、 写 野 の スト ー こ ご ここ が で ぎ き な 
リー も 楽し め る 。 キ ャ ラク ター を 変え る ご い 。 セ ー ブ し 
と で 、 裏 で は 、 ご どん な 事件 が あっ た か を 神 て お け ば 、 も 
叶 と 同時 進行 で 体験 する こと が で きる 。 つ 一 度 キ ャ ラフ 
キャ ラク ター 選択 画面 で ご は 、 セ ー ブ す る こ ご クタ ー を 選べ 

こと も 可能 。 . ゲ ー ム 中 の 時 間 は 同時 進行 で 進 て 便利 だ 。 


プレ イヤ ー を 選ん で くだ さい ( い 。 
福 言 


@ フ ラッ フジ ャ ッ ク 


① 配 られ る カー ド は ? 枚 。 1] 枚 は 表 、 も う 1 枚 は 裏 に な っ て いる 。 

⑤ 万 向 ボ タン 上 下 で 、 賭 ける チッ プ の 枚数 を 決め る 。 チ ッ プ の 上 限 は 5 枚 。 次 に AA ボタ ン 、 
また は 〇 ボタ ン を 押す と 、 裏 に な っ て いる カー ド を めく る こと が で きる 。 

③ ル ー ル は 、 カ ー ド の 合計 数 が より ] に 近い 方 が 勝ち 。 も し 3 枚 目 の カー ドガ が 必要 な ら 、 
HIT、 必 要 な いな ら STAND を 選ん で 勝 き 
員 に 出る 。 

0 に に ーー スリ の 妨 一 に は ] 、 ま た だ ほこ も 
て 数え ある こと が で きる 。 

⑤ 絵 札 は 1U0 と し て カウ ント する 。 

⑥ カ ー ド の 合計 が PP に な る こと 負け 。 

⑦ 同 点 の 場合 は 親 の 勝ち に な る 。 

スペ ー ド の A と り の 組み 合わ せ は 最強 で 、 
し か も 5 倍 取 り だ 。 


神 局 寺 の 私 室 で は 、 ダ ー ツ で 遊ぶ こと が で きる 。 神 重 ーー ニー 三 
当 寺 も 息抜き に よく 遊ぶ よう だ 。 ルー ル は 的 に 表示 さ 敵 着 
れ て いる 、 得 点 が より 高い と ころ に 矢 を 当て る こと 。 財 還 還 計 

タテ の ゲー ジ で 投げ る カカ を 決定 し 、 ヨ コ の ゲー ジ で 岬 語 還 請 還 | 
ダー ツ を 飛ば す 方 向 を 決め る 。 し か し 、 ヨ コゲ ー ジ を | 計 請 請 講 前 
決定 する ボタ ン を 押し そこ ね る と 、 ダ ー ツ は 自動 的 に 還 計 開 
右 の 方 向 へ 飛ん で いっ て し まう 。 


揚 但 の 応 得 3④ カ 柴 


@ 人 こ 会 話し た り 、 物 を 観察 する と き に は 、 何 度 で も 納得 
が いく まで コマ ンド を 試そう 。 一度 で 真実 が つか め る と は 
限ら な いか ら だ 。 

@$ ブ レイ ヤー キャ ラク ター た ち に は それ ぞ れ 、『 煙 草 を 吸 
う 」「 髪 を か き あ げ る 」 な ど 、 つ いつ い 出 て し まう クセ や 租 
慣 が ある 。 考え を まとめ た いと き ぎ や 捜査 に 行き 詰まっ た と 
さき に 出せ ば 、 道 が 開け る か も し れ な い 。 

@$ も し 、 な に か 変わ っ た も の を 見 つけ た ら 、 淀 橋 署 の 鑑識 
齋 を 訪ね て みよ う 。 そ れ が 何で ある か を 特定 し て くれ る 。 
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新宿 歌舞 伎町 で 横行 し て いる グラ ス (大 麻 ) 密売 。 警察 は 売 人 を 捕らえ よう と 
や っ きき に な っ て いる が 、 手口 が 巧妙 で シッ ポ を つか むこ と が で き な い 。 そ ご こ で 
神宮 寺 が 客 に 変装 し 、 オ トリ 捜査 に 乗り 出す こと に な っ た 。 悪魔 の 薬 を 売り ざさ 
ば く 売 人 を 、 神 宮寺 は ご どう 追い つめ る !? 


SABURO Apnno mm 語 


紀 寺 朗 


ここ 到 近 、 ビ ヒマ を も て 6 
王 郎 。 そ ん な 神宮 
一 通 の エア メイ ル が 届い た 。 


上 』 


F 提 遇 「) | 2 


リー 


神 避 寺 三 郎 の 事務 所 に は 、 こ こし ば らく | 儲 | 臣 朋 て だ 密 こ か 
依頼 が か な か っ た 。 それ だ け 世 の 中 が 平和 な ド と っ 3 き 多 み 
証拠 な の だ ろ つ が 、 私 立 探偵 を 生業 こす る 欄 誠 光 】 ーー 訂 に そ 識 も: 
彼 に と っ て は 商売 あがっ た り だ 。 依頼 が な 己 包 を に 
万 表 感 、 ど ご と ん ヒマ 。 学 れ が 、 私 記 舞 を に ぶ か 
偵 こ いう 職業 だ 。 いた 連 て 


厄 険 こと な り 合 わせ の 日 常 か ら 解 放さ れ 、 
丸 が ゆる ん だ の だ ろう つか 。 神宮 寺 は 、 行 き 


つけ の バー で 朝 を むか えて し まっ た 。 ご の = > = 
バー は 、 か すみ と その 妹 ま な み が 経 営 し て が ジ モ 
いる 。 親 が 残し た 店 を けなげ に も 守っ て い きま? 
る の だ 。 神宮 寺 は 、 こ の 店 の 落ち つい た ム "と ラフ 
ー ド が お 気に入り だ 。 信 1 
店 内 を ひと 通り 観察 し た ら 、 店 を 出 て 事 その 
務 所 へ 戻 ろう 。 呈 


新宿 は 、 神 宮寺 の ホー ム グ ラ ウン ド だ 。 較 ) 昼 写 
新宿 に 生き る 人 間 で 、 そ の 名 前 を 知ら ぬ 者 ハシ 夜 
は いな い 。 褒 ッ さ 、 

喧 品 に 満ち た この 街 は 、 常 に 事件 が お ぎ き 
る 危険 性 を は らん で いる 。 そ れ で こも そ 探 偵 街 を 問 
も 暮らし て いけ る の だ し 、 何 より 神宮寺 は 、 記 ーー な し 
この 街 に 愛洲 を 持っ て いる 。 特 に 了 人 2 ンド 人 虹 
9 何 万 こと 行 きか つ 人 々 を な が め な が 混 伎 

、 物 思い に ふけ る こと が 好き な よう だ 。 る ・ 
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投信 の 捉 点 男 家 尾 守 思 務 所 


歌舞 伝 町 か ら ほ ど 近 い 場 所 に 「 神 宮寺 探 還 議 - | WE 
偵 事務 所 」 は ある 。 神宮 寺 の 仕事 場 兼 住居 議 講 | | 当て 議 議 えた 
だ 。 粗 末 な ビル の 2 階 で 、 ア シス タン ト の 。 る 検 
御苑 洋子 は 引っ 越し た が っ て いる 。 し か し 務 し 
依頼 が かない の で は 、 そ れ も ま まな ら な い 。 の) 
新宿 に や っ て 来る 人 は 多い が 、 住 ん で いる 紫 
人 は あま り い な い だ ろ う 。 窓 か ら 人 影 は 窓 か 
見 えな い 。 洋子 は 、 ま だ 来 て いな いよ うだ 。 こ 


事務 所 内 に は 、 い ろ い ろ な 物 が 置い て あ | 論 共 
る 。 書 類 の 整理 は 、 数 年 前 か ら パ ソコ ン を | 


と 一 


使っ て 整理 し て いる 。 神 宮寺 は 書類 作成 が 

古 手 な の で 、 も っ ぱら 洋子 の 仕事 だ 。 ま た 、 
神宮 寺 は 大 の コー ヒー 党 な の で 、 コ ー ヒ ー 了 度 、 
メー カー は 毎日 大 活躍 ESPWPR 
そし て 、 吸 い が ら が 山盛り の 灰皿 を よく 分 別 は 大 名 去 。 

見 て みる と 、 ブ プル リン グ が 見 つか る 。 


呈 ロッ ーh ロ NH 国 。 居 親 書 史 団 舌 コ Y 学 下 


さす の 光 さ は (Y( (へ へ (て の 
せ さ VNV ニ で NNJSN 和 へ 届 と 村 は どの 


事務 所 に は 今日 も 依頼 は な い が 、 手 紙 は | 所 な エ 
何 通 か 届い て いた 。 ダ イレ クト メー ル や 通 氏神 メ 
信販 売 の 案内 な ど に 混じっ て 、 一 通 の エア 誰 は き ル 
メイ ル が 届い て いた 。 重 さ は 500 円 玉 程 度 ー 」 証 詳 叶 ま 
で 、 封 筒 に は 差出 人 の 名 前 は な く 、 表 に は 55 引い っ 
見 償 れ な い 絵柄 の 切手 が ビッ シリ と 貼ら れ ee の “の な 
て いた 。 い ぶ か し く 思 いな が ら 封 を 開け て 3gk322 か と ど 住 ど 


みる と 、 中 に は ご こ ご こ か の コイ ン ロ 


ッ カ ー の カギ と 、 走 り 書 き の メ モ 上 や に 上 
が 入っ て いた 。「 し ば らく の 間 、 預 時 は る 灯 
か っ て くれ 池上 」 と いう 内 容 の 時 間 か も ん 
メモ だ っ た 。 )L っ れ 也 
池上 、 通 称 ガ ミ さ ん は 、 中 央 公 還 | 還 開 当 肌 
園 に 屋台 を 出し て いる お で ん 屋 の 較 議 と ー 生 室 | 還 二 詳 間 
常連 で 、 神 宮寺 の 飲み 友だち だ 。 『 し ば ちく の 間 、 預 か っ て く # が し ゃ 
神宮 寺 は 、 胸 騒ぎ を お ぼ え な が ら 、 池上 』 っ 神 う 
封書 を し まっ た 。 に 豊 取 


ェ ーー 
っ っ 


[ 融 dH 明 益 ] 障 蔽 AININ 


コー ヒー を 下村 符 く と いう 洋子 に 、 際 
っ くり し て お いで 、 と 声 を か ける 神宮 寺 。 
今日 も 依頼 は な いか も し れ な い 、。 

そん な 時 、 新 宿 淀橋 署 の 熊野 警部 か ら 呼 
び 出 し の 電話 が あっ た 。 頼み た いこ と が あ 
る の で 、 ヒ マ な ら す ぐ 来 いと いつ う 。 熊野 参 
造 、 通 称 態 ご さん 。 勤務 歴 30 年 の ベテラン で 、 
入局 寺 も ずい ぶん 世話 に な っ て いる 。 淀橋 
著 …… 閣 宗 こい うつ 公 的 機関 が 動け な い 種 類 
の 捜査 は 、 神 宮寺 に 依頼 され る こと が 多い 。 関 証 還 較 較 間 較 間 昌 EE 和 
何 は と も あれ 、 神 宮寺 は 熊野 が 待つ 淀橋 署 し ょ 事務 所 内 を 観察 し た り 、 私 室 に こも っ て いた りす 
へ と 向かっ た 。 る と 電話 が 鳴る 。「 取 る 」 と いう コマ ンド か 出現 する 


人 KU の の 作 頼 


ーー 


淀橋 緒 は 、 相 変わ ら ず 戦場 の よう な 忙し 還 較 識 
さだ 。 犯罪 の 低 年 齢 化 、 外 国人 犯罪 な ど 、 の 
事件 は 増え る 一 万 で 、 淀 橋 緒 も な か な か 手 
が 回 ら な く な っ て いる らし い 。 本” / ず / = 

熊野 か ら の 依頼 は 、 新 宿 付近 で 大 麻 を さ 軸 国 還 要 生 : 凌 計 ーー キー ニー 
ば いて いる 売 人 の アジ ト を つき と め る こと 回 請 計 二話 _ - 概 き 
だ 。 日 本 で は 、 オ トリ 捜査 は 合法 化 さ れ て 
いな い 。 そ こ で 神宮 寺 が 、 善 意 の 市 民 の 通 
報 こ いう 形 で 捜 食 する こと に な っ た 。 麻 楽 
は 葉っぱ な の で 、 グ ラス と 呼ば れ て いる 。 
神宮 寺 は 、 さ っ そく グラ ス 捜 査 に か か る こ 
と に し た 。 


誠 店 


MY kll 『 


LTL い J 


熊野 が 警察 に 入っ た ころ は 、 新 宿 も こん な に 危険 な 街 で は 
な か っ た らし い 


。 伸司 寺 の プラ イベ ー ト ルー ム 


NAKCN ン IN シンパ バー ンー ミン ン ミン 


= 一 
- ト 


シノ 
ーー 2 ュー て つの ジ 』 1/ ン 作 
は か る の が 難し 


ーッ シー 


事務 所 か ら 、 神 宮寺 の プ 
ライ ベー ドル デ な に 入る ご 
ご が か で さこ サジ ダー な の ダ 
ーー で ME と ども で きる < 
神 局 寺 は よく 、 気 晴らし に 


い ダ ー ツ や る こと が 多い 。 あ ん まり 


ケー ム 。 300 点 滴 点 且 指し て が ん ば 。 和 遊ん で ば か り い る と 、 洋子 


れ ! 


に ご や ざれ る こと も ある よ 
うら 

机 は 黒 梓 で 、 ボロ い ビ ル 
の 一 室 に は 不 釣り 合い な ほ 
ご 立派 な も の だ 。 ここ ご に 座 
っ て 推理 する ご <: 寺 大 を ま 
こめ や すい 。 


沖 橋 署 内 は いつ も 大 忙し ! 


竹 橋 著 内 の 鑑識 課 で は 、 三 好 志 保 が 働い 
て いる 。 な か な か の 美人 な の だ が 、 神 宮寺 


の 手 に も あま る 人 変人 だ 。 錯 識 は 狂 人 が 残し 
た 証拠 名 な ご を 分 析 す る 部 署 だ 。 科 学 的 な 


態 き 誠人 E デ ル に - し た 
上 形 左 そ っ za 


ーーー ー ーーーーー - ーーーー ニ ーー 一 テア ーーーーーー ーーー 一 - マ ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーー 一 
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いっ た ん 事務 所 に 戻っ て みる と 、 洋 子 が 
依頼 人 を 連れ て きた 。 名 は 坂井 秀子 、 出 稼 


さ に 出 た まま 1 + 万 不明 の 天 を 探し て ほし い 


こい つ 。 神宮 寺 は 熊野 
か ら 頼 まれ た グラ ス 捜 
仁 で 手 が い っ ぱい だ 。 


ここ は 洋子 に まかせ る 馬 計 和 
し か な い だ ろ う 。 FE 
は りき っ て 調査 に 出 いな 
か けた 洋子 を 見 送っ て 生活 


すぐ 、 新 た な 依頼 人 、 
中 井 一 治 が 訪れ た 。 鶴 


ら 、 神 宮寺 さん 。 
の 
くれ る ん で すか ?1 


SN ヘン ヘン いい ン ASN ン と ン 和 ン 


も 珍 し い ・……… 


人 が 、 ま ず 最 初 に 通 


何 万 と いう 人 間 が 集まる の だ か ら 、 発 


する 事件 の 数 も ハン バ で は な い の だ 。 


ーー 


ノ 
計 w。 

知識 が 必要 に な っ た ら 、 三 好 に た ず ね る の 准 
も いい か も し れ な い 。 _ 硝 
受付 は 特に 忙し い 。 事 件 に 巻き 込ま れ た 四 詞 
直る の が ここ 。 新宿 に は な 

守 

郎 


ー 
ry 
本 時 
民 浅 


(Ye 等 て 
9t( コン 


(な つの びさ ざさ べ へ パ 


キ エ 政 2A( (1 
叶 


胡 に 救い を 求め る 人 た ち が 


電 
不幸 を 訴え を て いる 。 


。 が と ざさ 加 選 びび 共 き 


うぶ 人 へ 計 還 ゆ 


僅 i の 三好 女史 。 小脇 に 抱え て いる の は 熊 さ ん 人 形 だ 。 
な ぜ か いつ も 持ち 歩い て いる 


切な 書類 が 入っ た アタ ッ シ ェ ケー ス を 探し 
て ほし いこ と いう 依頼 だ 。 中 井 の 頼 み は 、 熊 
が 生生 7 生 の た に な うた っ 


神宮 寺 の 色男 ぶり に 、 す っ か り 緊 張 し て し 捜査 を 神宮 寺 に まかせ ヒマ な 熊野 は 、 日 頃 
まう 坂井 秀子 。 純 朴 で 気 の い い 女 性 だ 


の 借り を 返 そ うと 中 井 の 依頼 を 受け る 


三好 志保 の 秘か な シュ ミ 


三好 志保 は 、 淀 橋 署 の 鑑 め 、 警 視 庁 に 入っ た の か も 
「 大 (3 3 馬上 委 識 課 で 働く 女性 職員 だ 。 大 
mp mmmmmmm 科 。 字 を 由 た 後 、 製 薬 会 社 の 研 
夫 具 ご と し て 活躍 し て いた が 
退職 、 現 在 に いた る と いう 
あい さ つ が 「 符 識 し ます ? 」 と いう 人 変わ つた 経歴 の 持ち 主 だ 。 
物 を 鑑識 する の が 好き な た 


し れ な い 。 

そん な 彼女 の 密か な 趣味 
は 、 飼 で は あま り 見 られ な 
く な っ た ブル リン グ 集 め 。 
あげ る と 、 何 か イイ ご と を 
教え で て もら える か も |? 


okonso 順 


時 あ ふれ る 祝 婦 の 人 灯 Me 。 つ た 洋子 
は 、 何 と か 力 に な り た いと 思う が ……。 


神宮 寺 の お 気に入り の 店 へ コー ヒー を 中 の 目的 を 8 きっ た 。 何 で も 、 東 京 に 出稼 ぎ に 
い に 出 か けた 洋子 は 、 少 し 新宿 の 等 を ブラ 来 て 行方 不明 に な っ て し まっ た 夫 を 探し て 
プス 生生 に した だ 。 し いる あど と いう 。 

新 休 駅 は 、 相 変わ ら ず すご い 人 混み だ 。 し 計 し 3 
早足 で 歩い て いく 人 々 は 、 ま わり の こと な 
ご 見え てい ない の だ ろう 。 物 思い に ふけ る 
洋子 の 後ろ か ら 、 な まり の ある 女性 の 声 が 
聞こ えた 。 ご この 辺り で 、 お 弁当 を 食べ られ 
る 場所 を 探し こ て い る らし い 。 洋子 は 、 彼 女 REP2RRORIPSSR 
を 都庁 広場 に 連れ て いく こと に し た 。 5 。 

坂井 秀子 と 名 乗っ た 40D 代 後半 の その 女性 きる 2 た 導く で 
は 、 洋 子 に オニ ずり 生ま すめ が びら 、 


の エ 二 0w 弄 A 州 謗 て 薄 汗 


ー と 生 列 は (SG 和 対 慎 填 由 蘭 。 違 芋 
泊 び は 條 選 鍋 三節 と ざと の 貴 田 


AvdA だ っ た が 間 Pl 。 
9 信 ー は 東京 に 出 
稼ぎ ざ に 行 く こ と に な っ た 。 連絡 が と れ な く 
な っ た の は 、 飼 年 の 3 月 半ば 。 ま た 、。 B 月 
の お 盆 の 頃 に 、 新 宿 地 下 道 の ホ ー ム レス の 
な か に 、 坂 井 そ っ くり の 男 が 目撃 され て い 
る 。 年 齢 は 53 歳 、 身長 15/7/ セ ンチ の 中 肉 中 育 
だ 。 家庭 に も 特に 問題 は な く 、 夫 が 失 忠 し 
た 後 も 、 何 と か 暮らし は 成り 立っ て いた 。 さ し あ た り 、 坂 井 公 一 が 最後 に 目撃 され た 
洋子 は 秀子 を は げ ま す と 、 ご さっ そく 調査 と いう 新宿 の 地下 道 の あ た り に 行く つも り 
の た め に 、 坂 井 公 一 の 写真 を 借り 受け た 。 だ 。 
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(Y 邊 宙 革 居 


は つ の の は 洛外 病 生 壮 
ンー 


活性 末 草 。 誰 は は 加 石 届 蘭 層 詳 豆 
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Lo 


上 MW 
0 


fm 剖 


手がかり を 氷 め の 新 條 直訳 道 


東京 に 出稼 ざさ に 来 た 人 が 何 か の 間違い で 、 


新宿 地下 道 の 住 人 に な っ て し まう ここ と も 、 
あり えな い 話 で は な い 。 

洋子 は 与え られ た 手がかり を も と に 、 新 
宿 の 街 を 歩い て みる こと に し た 。 そ うい え 
ば 地下 道 に は 、 神 宮寺 の 知り 合い の 前 田 こ 
いう 男 が いる は ず だ 。 地下 道 の リ ー ダ ー 的 
存在 だ と いう 前 田 な ら 、 何 か を 知っ て る か 
も し れ な い 。 


前 田 を 探し に 、 洋 子 は 新宿 地下 道 に や っ 
て きた 。 し か し 、 前 田 の 居所 を 聞い て も 、 
警戒 心 の 強い ホー ムレ ス は 教え て は くれ な 
し)。 聞い て まわ る う 考 、 ひとり 0 の 矯 m ム レ 
ス が 黒田 の じい ご ん な ら 知 っ て いる だ 
ろう と 教え て くれ た 。 黒田 は 地下 適 の 
中 で 、 一 番 早寝 だ こと いう 。 ご この 時 間 は 、 
も う 眠 っ て いる に 違い な い 。 し ば らく 
歩く と 、 地 べた に 寝転ん で 眠っ て いる 


す 行 

の 2 ・ 

は 調 

ひ 舎 

と 画 

古 画 

| ヲ に 

「 ms 

私 も 地下 違 の 住人 の 一 人 と し て る 
前 田 さ ん に 世 を 見 せ に が 人 
| 行く し か な い の か な ? 
を 


出入 り 口 付近 を 探し て み た が 、 前 田 は 見 
当たら な い 。 途方 に くれ る 洋子 の 目 に 、 シ 
ョ ッ キ ング な 光景 が 飛び 込ん で きた 。 数 人 
の 少年 が ホー ムレ ス 、 し か も 考 人 を メッ タ 
装 お に し て いる の だ | 止め な く ぐ で て 僚 、- と 


思う つの だ が 女 の 細腕 で は ご うつ に も な ら な い 。 


様子 を 見 に きた 神宮 寺 の お か げ で 、 少 年 た 
ち を 追い 払う こと は で きた が 、 学 日 は 前 田 
に 人 閉 う こと は で きき 大 ざ そ うだ 。 


ば 地下 人 竹 の どこ か に 


り 含 い の 


| 住 た ふ そ い る は ず 。 
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て に 1 で 


前 田 を 探し て 新宿 地下 道 に 足 を 踏み 入れ た 洋子 。 女性 
ちょ っ と 大 了 合 か も 
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考 人 を 見 つけ た 。 彼 が 、「 黒田 の じい さん 」 
に 違い な い 。 洋子 は 睡眠 の 邪魔 を し た こと 
を 詫び 、 前 田 の 所 在 を た ず ね た 。 黒田 の 話 
で は 、 出 入り 口 の 辺り に いる らし い 。 


さき 骨 


/ き (( て さき 融 革 寺 と 齋 は さ 條 は て 党 


2 光 


9 さて びび 人 填 十 半 汗 


ーー 
こ 」 


[上 層 衣 恒 ] DEN 


ビィ ンー の Sv 


翌日 も 、 洋 子 の 前 田 探し は 続い た 。 し ば = 
らく 歩き 回 っ て いる と 、 昨 日 の 老人 が 現れ 、 - 
出入 り 口 の 方 を 指 ご し て 去っ て 行っ た 。 出 
入り 口 に 前 田 が いる と いう こと だ 。 考 人 の 
体 に は 日 い 選 吉 が 巻 か れ て いて 、 洋 子 は 少 
し 恋 ッ と し た 。 

出入 り 口 に 上 は 、 メー トル 近く ある 立派 
な 体格 の 男 が 、 洋 子 を 待っ て いた 。 彼 が 地 
下 道 の リー ダー、 前 田 明宏 だ 。 食 料 調達 か 
ら 病 人 の 世話 まで 、 あ りこ と あ 


性 て CO 中 拝 CE び は ど 妃 
7 よ うつ 9r は AO て 虐 導 rr 


n 畑 汗 
さび 。 と 吐 は 二 沖 ゴゴ 靖 さび は 半 S 


寺 勤 何 

ら ゆ る こと の 面倒 を みる 。 ある と 
洋子 は 坂井 公 一 の 写真 を 見 が り が 
せ 、 心 当たり を た ず ね た 。 前 ・ 区 
田 は 坂井 の こと を 知っ て いた ん 
が 、 坂 井 人 一 は すでに この 世 な ら 門 
の 人 で は な か っ た ……。 - 間 人 す ・ 
前 田 の 話 で は 、 7 月 ころ あ 1 
いさ つ に 来 て 、 9 月 な か ば に 本 
に く な っ た と いう 。 仲間 た ち 。. タ m 


mm 細 に ココ ミミ 漁り を し て いで 、 
突然 血 を 吐い た の だ そう だ 。 ーー 5※ や 
死因 は 喉頭 が ん 。 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー に 頼 そう だ 。 詳し いこ こと は 革 察 に 聞く し か な い 
ん で 病院 に 運ん だ が 、 手 遅れ だ っ た 。 病 は _ だ ろう 。 洋子 は 、 こ の 残酷 な 事実 を 坂井 秀 
すでに 、 坂 井 の 全身 を 人 租 ん で いた の だ 。 洋子 に 伝え な けれ ば な ら な い の か こと 思 つ こ 、 
子 は 、 前 田 か ら 紙袋 を 受け 取っ た 。 坂井 倒 やりきれない 気持 ち で いっ ぱい だ っ た 。 


忠和 甘 均 圭 TS 
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ML の EC か の つつ 00 胡 見 だ 。 調 倉 は 、 最 悪 の 結末 を むか えて し まっ た 
遺体 は 変死 扱い で 検死 胡 剖 に まわ ご ざれ た 
OO 
ーー い ソン リロ 
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紙袋 の 中 に は 、 意 外 に も 高価 な 香水 が 入 
っ て いた 。 田舎 で 待つ 妻 、 秀 子 の た め に 皿 
っ た も の だ 。 い つか 故郷 へ 帰る 日 を 夢見 て 、 
後生 大 事 に 持っ て いた の だ ろう 。 検死 の と | 
き に 撮影 し た 写真 の な か の 坂井 全 一 は や せ 
細 り 、 和 年齢 より も ずっ と 老け て 見 えた 。 
変わ り 果 て た 姿 の 夫 を 前 に 、 坂 井 秀 子 は 
泣き まく ずれ た 。 そ の 後ろ 姿 を 、 洋 子 は 胸 が 
締め つけ られ る 思い で 見 つめ た 。 こ うし て 、| 
洋子 の 調査 は 終わ り を 告げ た の だ っ た 。 [ 
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な プロ ジェ クト を 成功 させ 、 打 ち 上 げ で 飲 
み 屋 を ハン シゴ し た 後 、 中 央 公園 の ベン チ で 
眠り こん で し まっ た と いう つう 。 最後 に 飲ん だ 
キャ バレ ー「KK」 ま で の 記憶 は ハッ キリ し 
てい る 。 久生 お ま 邊 衝 5。 た 。 
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KK」 は 新宿 で も あま り ト ラブ ル を お こさ PR ー ス は 持っ て いた よう だ 、 と 教え 
な い 優 良 店 だ 。 熊 野 は こう いっ た 世界 の 知 て くれ た 。 可 能 違 よ 中 央 公園 に し ば ぼら れ た 。 
り 合 い は あま り い な い 。 し か し 、 こ の 
店 の マス ター と は 古い つき あい だ 。 何 
か 有力 な 情報 が 聞け る か も し れ な い 。 
熊野 は マス ター に 中 井 の 写 真 を 見 せ 
て みた 。 マスター は 、 そ の と き は アダ 
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店 先 で 熱心 に 掃 際 を する 、 東 南ア ジア 糸 の 青年 。 マ ジ メ な 働き ぶ 
り に 熊野 も 感心 
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残る 可能 
央 公園 だ 。 熊 野 は すっ か り ゲ ダンナ リ し て し 
まっ た 。 公園 は 、 入 り 口 を 中 心 に 北 、 南 、 
東 の 3 万 向 に 広がっ て いる 。 街 全 体 か ら 見 
れ ば わずか な 面積 だ が 、 物 を 探す と な る と 
な か な か 広い 公園 だ 。 し か た な く 、 公 園 全 
体 を シラ ミ つ ぶし に 探し て みる こと に し た 
- ゆ we 『 mm 

中 央 公園 は ゴミ だ ら け で 、 お せ じ に も キ 
レイ 己 は 語 え な か っ た 。 クス か ご を 源 っ た た 
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探し 物 は 見 当たら な い 。 挙動 不審 な 熊野 
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中 し た ほぼ つが いい か も he 


中 央 公園 の 南側 、。 さす が の 熊野 も 疲労 の 色 
が 濃く な っ て きた 。 ま わり の 目 も 気 に な っ 
で 登 だ た し 、 こ ここ は 財 不 し た 方 が いい か も 
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あき ら め さ きれ な い 熊 野 は 、 「 宮 
公園 内 を くま な く 探し て みた 。 す る と 北側 
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PcPhe0 和 9 
た よう な 様子 だ 。 有 努力 が 実 を 結び 、 中 井 の 
期待 に 応え られ る こと を 、 熊 野 は 心底 つれ 
し & ら た 。 

賠 野 は 、 受 の た め 中 映 を 人 確認 し よう こと し 
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間 気 揚々 と 神宮 寺 事 務 所 へ 表 旋 する 角 時 
と ころ が 、 熊野 が 持ち 帰っ た アタ ッ シ ェ ケ 
ー ス は 、 中 井 の 物 で は な か っ た ! 中 井 の 
アタ ダッ シェ ケー スズ ス 紅 、 も っ と 小ぶり 導 物 邊 
し し も 。 

引き 受け た 以上 は 、 何 が 何で も 見 つけ だ 
さ な く て は 気 が す まな い 熊 野 。 洋 子 の 後 押 
し も あり 、 賠 野 は も つう 一 度 、 ア タッ シェ ケ 


ー ス 探 し に が が る ご て の We 0480 


も し か し た ら 、 に PR 
た の か も し れ な い 。 熊野 は わずか な 望 生 
託し て 、 淀 橋 署 に 回 か っ た 。 と ころ が 、 熊 
野 の 期待 は ア ッ サ リ こ 裏切ら れ た 。' アタ ッ 
シェ ケー ス の 拾 得 物 届け は な か っ た 。 途 万 
に 暮 れる 熊野 の 前 に 、 前 田 が 連行 され て き 
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に 、 ホ ー ム レス の 持ち 物 を 集め た 場所 が あ 
る と いう 。 探し 物 は 、 そ の な か に 混じっ て 
いる そう だ | 通行 人 に ほ カ ガラ クタ に し が 
見 えな いで あろ うそ の 山 を 、 熊 野 は 必死 の 
思い で 漁っ た 。 そ し て 、 つ い に 目 的 の 物 を 
探し 当て た の だ | 
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注 子 、 熊 野 が それ ぞ れ の 調 食 に 出 て いる 
間 、 神 宮寺 は 張り 込み を 開始 し て いた 。 熊 
野 か ら 依頼 され た グラ ス (大 麻 ) 捜査 だ 。 
飼 回 の 任務 は 、 新 宿 で 大 礎 の 密売 を し て い 
る 売 人 を 見 つけ 、 そ の アジ ト を お さざえ る こ ご 
と だ 。 大麻 は 和 展 な 市 民 が 思っ て いる より 
も 、 ず っ と 簡単 に 、 し か も 安い 値段 で 手 に 
入る も の な の だ 。 特に 、 こ の 新宿 と いう 街 
た ho 

神宮 寺 は 、 キ マ 劇 場 に 行っ 
CC みる こと に し た 。 ご この 辺 も 
よく 見 る と 、 外 国人 が 多い 
劇場 の 裏手 に まわ っ て みる 。 

ここ ご は 、 表 通り より も ずっ こと 
いかがわしい 雰囲気 だ 。 し ば 
らく 行く と 、 客 引き の 男 が 声 
を か け て きた 。 住人 ヤ ク ザ 、 
関東 明治 組 の 若い 衆 だ 。 こ の 
辺り も 、 明 治 組 の シマ に な る 。 
明治 組 は 飲み 屋 や キャ バレ ー 
の 客引き と し て 働き ながら 
店 で の モメ ご と を 解決 する 、 いわ ば 用 心 棒 
だ 。 そ の か わり 、 明 治 組 は 店 か ら 謝礼 を 受 
け 取 る 。 新宿 の 裏 世界 の 治安 は 、 明 治 組 が 
保っ つて いる と いっ て も 過言 で は な か っ た 。 

知 い 衆 の 話 で は 、 キ マ 劇 場 広場 の 隅 に 立 
/ 少 2 


| 有 攻 あて 旧 肖 し て みる と 、 
| か な り 條 国人 が 多 


よう 叶 べ へ 届き と 
呈 k 尊 油 < 


の いと AS さ は 9t 吾 の と て 嘆 AMIN 古 較 字 と と ンー 周 S(( 。 
和弥 沿 添 類 S 革 琴 崇 湯 湯 必 は さす の w 行 さす 0wrrC で GA 販 乏 引 半 詰問 
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ロロ 

2 の ) 

すず し - ノ し 
= Fl 人 
記 科 回 ム 
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な 彼 
cs の 


っ て いれ ば 、 売 人 の ほぼ つ から 声 を か け て く 
る らし い 。 明 治 組 は 、 麻 楽 や シャ ブ の た ぐ 
い は 御法度 だ 。 目 分 の 縄張り で グラ ス が で 
ば か れ て いる こと に 、 親 分 の 風 林 裏 造 も 相 
当 キ リキ リ し て いる そう だ 。 


い (TL 


神宮 寺 は 明治 組 の 若い 衆 が 教え て くれ た 四半 』 
通り 、 キ マ 劇 場 の 隅 で 売 人 の 登場 を 待つ こ 5 
と に し た 。 ポ ボン 引き や キャ ッ ザ セー ルス 大 
か わし な が ら 、 待 つこ と 数 十分 。 売 人 らし 
い 南 米 系 の 男 が 声 を か け て きた が 、 突 然 何 
か が に お サザ え る よう に 、 どこ が か が へ と っ ッ も セ い し 
つた だ 。 

キマ 劇場 前 に 『 君 が 代 」 の 大 音 約 を あげ 
て 、 政 治 結 社 の 宣伝 カー が 止ま っ た 。 還 の 
上 に 立っ た 男 は 、 道 往く 人 々 に 訴え る べく 
演説 を は じ め た 。 内 容 は 、 国 内 の 外国 人 を 
一 掃 し よう と いう 、 過 泊 な も の だ 。 その つ 
ち 、 ひ と り の 外国 人 が 彼ら の 暴行 に あっ て 
し まっ た 。 外国 人 は 彼ら に 打ち の め さ れ た 
後 、 演 説 者 の 制 上 で 車 の な か に 運び 込ま れ 
量 ed 

o 紀和 鞭 あ げた ほう が あな そう だ 。 


5 ジグ N7J| リリ い こ | 


坊 dLX 紀 呈 当 


せつ 9 の て の さび ル 澤 0 
商人 は て 由 2 普 競 9 


| 環 語 玉 時 と 囲 学 すさ 人 中居 泊 征 局 きび 混 


次 の 日 、 神 宮寺 は 再び キマ 劇場 前 に 来 て 妥 れ の や 
いた 。 何やら 落ち つき の な い 、 共 動 不 衝 の ここ と 
青年 が 誰か を 探し て いる 。 売 人 を 待っ て い 『 本 な て 
る に 違い な い 。 や が て 、 売 人 らし い 男 が 現 准 っ た 
れ 、 青 年 を 劇場 の 隊 に 連れ て いく と 何 か を な 
青年 の ボケ ッ ト に ね じ 込 ん だ 。 [ 寺 プ 

売 人 は 、 紫 の シャ ツ に ゴー ルド の ネッ ク 因 才 を 半 場 の る 
レス と 、 ガ ラ の 悪い 見 本 の よう な 男 だ 。 神 和 40 語 侍 全休 必定 ろ を 二 
宮寺 は 、 男 の あと を つけ る こと に し た 。 Pe SS < 系 


行 囲 妨 ! 235724 


売 人 は ふつ う 、 大 量 の グラ ス を 持ち 歩く | 和 商 月 
こと 信 な いい 。 ひと り に 窟 っ そし まえ ほ 、 直 どす 
れ で 売り 切れ だ 。 た と 移 坊 れ そい な くそ て 天 、 ゲ 電 きす 
少量 な ら 捕 まる 前 に 捨て こし まえ ば いい 。 分 
だ か ら 売 人 は ひと り に 売っ た ら 、 ま た グラ い 婦 
ス を 取り に 戻ら な く て は な ら な い 。 よ 

神宮 寺 は 、 了 取り引き が すん だ この 売 人 を は れ 
尾行 すれ ば 、 必 ず シ ッ ポ を つか め る こと に ら 本 
だ 。 度 の 


いっ 
っ っ 


[ 革 吊 4H 環 共 ] 墜 洪 NMIN 


いなり 見 失う レレ ま っ た |? 


宮 人 は 新 大 久 保 万 面 に 回 か っ て 歩き 始め 
だ た 。 神宮 圭 の ヨミ が 正しけれ ば 、 ヤ ツ は ま 
た 売り に 出る は ず だ 。 

神宮 寺 は 、 男 に 気づか れ な いよ うに 50 メ 
ー ト ル ほ ご の 間隔 を お いて 尾行 を 開始 し た 。 
ここ ろか が 、 迷 路 の よう な 裏 踏 地 を 抜け て い 
くつ ち 、 神 宮寺 は 男 を 見 失っ て し まう 。 
通行 人 に 男 の 特徴 を 話し 、 行 万 を 聞き な が 
ら 先 に 進む し か な さそ うだ 。 そ し て 神宮 寺 
は 、: ポ ロア バー ト が 宙 集 する エリ ア で 、 男 
に 人 賜 い つく 。 


調査 画面 に 入る 。 目 立つ 男 だ か ら 、 通 行人 に 聞け ば 
行方 を つか めそ うだ 


尾行 ・ 


神 避 寺 は 通行 人 に 男 の 特 徴 を 伝え 、 そ の 
行 万 を 訪ね た 。 ご つや ら 男 は 、 す ぐ 近 く の 
em か に 入ら て いっ た らし い 。 つい に 国 
的 の 場所 に た ご どり 着 いた の だ 。 ご この 辺り は 、 
学生 や 外国 人 向け の 安 ア パー ト が た くさ ん 
ある 。 

孝 は 、 家 賃 が 安 そ つ な 汚 い ア パー ト へ 入 
っ て いっ た 。 ご ここ が 麻 楽 密売 の 拠点 に な っ 
て いる 可能 性 は 、 き わ め て 高い 。 こ の な か 
に は 、 グ ラス の 在庫 が た ん まり と ある に 違 


いな い 。 神 宮寺 は 、 物 か げに 身 を か くし 、 や っ と 突き と め た 売 人 の アパ ー ト 。 か な り 、 い か が わし い 
ここ で し ば らく 張り 込む こと に し た 。 HEY 
尾行 の オキ テ 
う 尾行 術 は 、 探 偵 に と っ て 条件 に よっ て 方 法 も 違っ て 
り 絶対 に 必要 な 能力 だ 。「 探 り くる 。 
り 出す こと 」 が 探偵 の 主 な 仕 基本 的 に は 、 相 手 に こ 
り 事 だ か ら だ 。 探偵 を 養成 す ら の 気配 を 気取ら れ な いこ 992 ロッ 
り 学校 で は 、 ま ず 尾 行 の 基 と 。 神 宮寺 の よう に 、5H メ 
り 礁 的 な 方 法 を 教え 、 そ れ か 一 トル くら い の 一 定 嘘 離 を 人 通り の 少な いこ の 辺り で は 、 高度 
りら 外 へ 出 て 実習 する そう だ 。 保つ こと が 大 切 だ 。 CE うた 
り も ちろ ん 、 繁 華 街 か 田 舎 道 。 持っ て いる と 便利 な の は 、 買 い 物 帰り を 演出 で き 、 相 
り か 、 相 手 が 警 戒 し て いる か 意外 に も コン ビニ の 袋 手 に 怪し まれ る こと が 少な 
り し て いな いか な ど ご 、 周囲 の か に 何 か 入 れ て 持ち 歩け ば 、 い の だ 。 


ト う 
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アバ 一 ド 前 古 張 め 込 み 開 始 

神宮 寺 は 手帳 を 取り 出し て 、 電 柱 の 住所 
表示 と アパ ー ト 名 、 部 屋 の ナン バー を 記録 
し た 。 あ と は 、 売 人 が も う 一 度 売 り に 部 屋 
か ら 出 て くる と ころ を 確認 し 、 熊 野 に 報告 
する だ け だ 。 新宿 生き て いく に は 、 あ と 
数 人 に 売ら な けれ ば な ら な い は ず だ 。 
少し し て 、 男 が 再び 部 屋 か ら 出 て きた 。 
これ で 、 こ の アパ ー ト が 売 人 の 住み か で あ 
る こと は 確認 が と れ た 。 

ここ か ら 先 は 、 和 警察 の 仕事 だ 。 何 は と も 加計 細 較 細 較 較 較 較 較 
あれ 、 熊 野 に 日 頃 の 借り を 返す こと が で き ァ *ー ト の 住所 を 書き と め る た め に 
そう だ 。 を 使う 


2 の B ン 2 


男 赤 再び 部 屋 か : 
俺 は 手近 に あっ 夫 
反射 負 に 身 を 職 L 


は 、「' 持 ち 物 」 コ マン ド 


神宮 寺 は 熊野 に 例 の アバ パート の 住所 を 報 
生 し た 。 そ れ か ら 数 日 後 、 ア パー ト が 家宅 
捜索 ご され 、 大 量 の 大 麻 が 押収 され た 。 売 人 
に グラ ス を 卸し て いる 組織 は 、 い まだ 捜 査 
中 だ 。 こ うし て 、 神 宮寺 の グラ ス 捜 査 は 終 
わり を 告げ た 。 

何 日 か し て 、 神 宮寺 は 新宿 で 声 を か け て 
きた 南米 系 の 男 の 行 万 を 知っ た 。 コン ビニ 
引 盗 …… 日 本 に 働き 口 を 求め 、 麻薬 の 売 人 
に 身 を 也 こ と し て し まっ た あげ く の 、 寂 し い RRB | 
選択 だ っ た 。 今 回 の 仕事 は 、 神 宮寺 に と つ 洋子 、 熊 野 の 仕事 も 落着 し 、 三 者 三 様 の 決着 を むか えた 。 
て あま り 後 味 の い いも の で は な か っ た 。 神宮 寺 は あの 南米 人 の こと を 考え る と 気 が 減 人 る の だ っ た 


に ンー 
役 の 選択 ほ 素 し いも の 赤 つ 夫 。 


。 神宮寺 ・ 調 倉 の ポイ ント 

) 神宮 寺 は 近ごろ の 世界 的 うこ と が 多い 。 し か し 尾行 四 議 輸 ま 計 議 記 二 証 に 
り な 禁煙 運動 に も 屈し な い 、 潜入 な ど 、 危 険 が つき ま と ンク 移 | 商 呈 
) 筋金入り の 愛煙 家 だ 。 名 探 う 調査 に お いて は 、 携 帯 用 還 の 5E 語 宮本 較 

り 偵 の 元祖 、 シ ャ ー ロ ッ ク ・ の 灰皿 を 持ち 歩く か 、 煙 草 あ 生還 昌 間 較 

り ホー ムズ に も いえ る こと だ は 一 切 吸わ な いよ うに し て 

り が 、 ヘ へ ヘビースモーカー の 探 いる 。 証拠 を 残さ な いこ て 捜査 に 必要 な の は 粘り 。 あ きら めす 
) 偵 は 煙草 を 吸う こと で 頭 を も 、 探 偵 の 心得 の ひと つ だ 。 に 切り 償 ん だ り 、 観 筑 し ょ う 

り スッ キリ させ 、 推 理 に 集中 。 また 、 神 宮寺 の も う ひ と に 行き 詰まっ た ら 煙 草 を 吸 
り する こと が 多い よう だ 。 神 つの 習慣 は 、 私 室 の 机 で 考 - つ た り 、 私 室 に 戻っ て みる 
り 宮寺 は 調査 中 に も 煙草 を 吸 え ご と を する こと だ 。 捜査 の も いい か も し れ な い 。 
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世 当 の 名 探偵 


世界 で 一 番 有 名 な 探偵 は や っ ぱり シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ホー ム ス ! 


還 \ー カ ー・ パ イン ら 数 々 の 名 探偵 を 生み 出 
一 えり 抜 ざ の 4 人 ! し た アガ サ ・ ク リス ティ だ 。 
名 探偵 の 代名詞 、 それは や は り シ ャ ー ロ ロン ドン に 住ん で いる ポワロ は 、 実 は べ 
ッ ク ・ ホ ー ム ズ で は な い だ ろ うか や ロン ルギー 人 。 背 は 小さ い が 、 優 れ た 観察 力 と 
ドン の ベー カー 街 pp1 フ に 居 を か まえ 、『 バ バ 推理 力 で 「 オ リエ ント 急行 の 殺人 』」 や 
『 ら の 紐 」 な ど 、 ざ ま 条 人 事件 , な どの 事件 を 解決 し た 
と 名 探偵 だ 。 ベ ー カ 諸 は 、 母国 ベル ギ 隔 
頼 の 手紙 が 届く こ ! に の yomnn いた と い Vi 州 
ます. 長 映 で ご やせ 型 、 WI / は 、 が 。 ジン の ウ に " 
軽 選 鋭 上 目 の 持ち 主 で 、 チ ェ ッ ク の 四 さ きま わら 記 証拠 を 控 四 いつ より も 、 計 
と 鹿 撃 な チュ ー ム が トレ ー ち た 人大 ] 情 犯人 を 香 請 
依頼 人 の 服装 や = や *。 る アア 革 ム : 7 Ni テク テウ ヴ ( 安 
楽 イ 探偵 ) タイ こ SN - な ら お な 
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うっ に 


計 野 克 


取材 で レム チャ ヤ 村 を 訪れ 


洒 村 の の どか な 属 時 


対 寿 の 工場 は 奪 
思わ 世 て いる ーー--- 村人 た ちの 密か な 苦悩 を 知っ だ 写 野 は 、 / 
ルソン に 残る こと を 決意 する Ho O 


T 有 部 勿 」7 の 2 の 2 打 の 9 
付 を 消さ まわ る 


フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト 、 与野 聞 介 は 東南 
アジ ア の 国 、 ム ルソン に 来 て いた 。 政府 開 
発 援助 (DA) 問題 を 取材 する た め だ 。 首 


都 ダ バン か ら ほ ご 近い 村 レ ムチ ャ に 滞在 し 、 


仕事 を 終え る こと が で きた 。 

レム チ ヤ は 、 村 人 の ほこ と ん ご ど ご が 農業 と 漁 
業 を 生業 に し て いる 。 村 人 は 自然 と と も に 
生き さる 、 純 朴 で 善良 な 人 た ちば か り だ 。 し 
が し 、 日 本 の 企業 が レム チャ に 工場 を 建て 
て か ら 、 村 人 た ちの 生活 は 変わ っ て し まっ 
た 。 ま ず 、 工 場 建設 の た め に 土地 を 奪わ れ 
だ た 人々 が 生活 で き な く な っ た 。 そ うい っ た 
村人 は 当然 、 大 き な 街 や 日 本 に 出稼 ぎ ざ に い 
Hont/ 本 "mo 本 記 、 レム 志 
\、 ヤ は 漁業 が 盛ん な 村 な の に 、 漁 港 に は まっ 
た く 活 気 が な い 。 工場 が で き て か ら 、 人 魚 が 
還 を 入 つて を し まっ た と よい うろ 。 ロロ 人族 
村人 の 暮らし も 、 美 し い 景 観 も 、 す べ て を 
二 C しま つた の だ 。 

村 の 出入 り 口 か ら は 、 村 の 神聖 な 場所 へ 


続く こい うつ 道 が 見 える 。 よそ者 は 入れ な い 、 


祭 断 の 地 だ 。 与野 も 村 の 文化 に 土足 で 踏み 
込ま な いよ う 、 注 意 を 払っ た 。 そ ん な 与野 
の 人 柄 も あっ て か 、 村 人 と の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン も つま くい いき ぎ 、 無事 帰国 で きる は ず 
巡 つ だ の だ が ……。 


2 の 


活 筐 は 


すそ ー 全 “ 
近 た の われ を Cy 


すっ か りさ びれ て し まっ っ た 魚 港 。 村 最 後 の : 漁船 は 、 漁師 の 
ノム チャ イ の も の だ 。 漁業 が さか ん な は ず の 村 が 、 な で ぜ こ 
ん が こ ど ( に 


と の 国 の 諾 部 ダバ ン か な ら 
演 に 活 つ て 南下 し て 
まぐ の 場所 に 村 は ほ は ある 。 


目 然 と 調和 し た 家々 が な らぶ レム チャ 。 の どか な 風景 は 与 
野 の お 気に入り だ 。 し か し 、 一 見 平和 を そう な この 村 も 、 ODA 
の 影響 で 確実 に 変化 し て いる 


チャ ヤゴ gp ウド だ の 店 


村 で 唯一 の 雑貨 店 選 食 堂 を いと な む チ ャ gg た まさ て 
イワ ッ ト 。 人 な つっ こい 笑顔 が 店 先 に 現れ 較 靖 計 いな 着 村 イ 
た 。 強烈 に 腹 が 空い た 与野 は 、 チ キン 敵 を 人 
注文 する 。 与野 は どう や ら 、 辛 いも の が 苦 槍 貼 の 
手 な よう だ (ムル ソン 料理 が 激辛 な の か も 重い っ 
し れ な い )。 旋 .` 在 


村 の 漁師 、 ソ ムチ ャ イ も 一 緒 だ っ た 。 村 
長 の 家 の 裏 に 住ん で いて 、 与 野 と も 仲 が い 
い 人 物 だ 。 

ソム チャ イ こ と の 会 話 の 中 で 、 号 野 は 彼 に 
病気 の 子供 が いる こと を 知る 。 と ころ が 、 
回 復 を 祈る 、 と 与野 が 見 好 い の 言葉 を か け 
た と た ん 、 ソ ムチ ャ イ の 顔 が 苦悩 の 色 に 満 
ち た 。 ご つや ら 、 前 れ て は いけ な い 話 題 だ 
3 よ うる 起 / 


ソム チャ イ の 表情 を 見 て 、 
態 れ て は いけ な い 話 悪 に 
可 れ て し まっ た 事 に 気づい 到 。 


別 。 は つぶ は ゆび ど ざき は さ 
弥 必 小さ で 


半 名 


利 長 の 家 


チ ヤ イワ ッ ト の 店 は 、 気 まず い 究 
囲 気 に 包 まれ て し まっ た 。 ご ここ は 、 
早め に 食事 を 終え て 立ち 去っ た 万 が 
いい こと 、 与 野 は 判断 し た 。 

食事 が 終わ っ た 与野 は 、 滞 在 先 で 
ある 村長 の 家 に 戻っ た 。 村長 な ら 、 
ソム チャ イ の 子供 の こと を 何 か 知っ = 
て いる に 違い な い 。 と ころ が 村長 は 回 了 還 本 時 5 た = ま コ 
「 魔 物 の 仕業 だ 」 と いう 謎 の 言葉 を NRNSRN OS 
残し 、 そ の 場 か ら 去 っ て し まう 。 そ 


の 顔 は 、 ソ ムチ ャ イ と 同じ く 、 苦 人 時 


\ ん で いた …… 才 / 4 8 5 
wi ye econen 村長 の 言う 「 魔 物 」 と は 、 ど うい う 意 味 な の か ? 何 か 得体 の 知れ 
ノム チャ イ だ け で な く 、 村 長 の 前 で な いも の が 静か に 、 そ し て 確実 に 村 を 触 ん で いる よう だ 


も 前 れ て は いけ な い 話 題 ら し い 。 

人 夜 、 与 野 は 昼間 の 村長 の 言葉 が 脳裏 に 焼 
さつき 、 な か な か 寝 つ け な いで いた 。 天井 
を な が め な が か が ら 「 魔 物 」 に 思い を めぐ ら す 。 
ソム チャ イ と 村長 を あん な に 苦しめ る 「 魔 
物 」 こ と は 一 体 な ん な の だ ろう つう 。 考え れ ば 考 


さ (ii の ntY 


( (Ax 飛び は は き は 史 座 壮 省 S 剛 下 S 


2 | に 5 欄 長 が 言い 残し た 、 
ズ る ほぼ ほ ご 、 有 眠れ な く な っ て し まう 。 の あき ぎら 『 魔 物 』 の せい で 


め た 与野 は 、 サ ンダ ル を ひっ か け て 散歩 に 加計 結 還 人 語 
明生 る こと に し た 。 


球 員 MT 。 の り 計 て 吹 沿 S 
下 店 寺 開 。 剛 時 は さす は の 石 号 JT 


「[ 


ト っ 
\ 〇 


尾行 の 学 と に だ つら の 2 


サン ダル を つっ か け て 、 夜 の 村 を 散歩 す 開い 外 
る 与野 。 夜 風 に あ た れ ば 、 眠 れる か も し れ だ 月 
な いと 思っ た の だ 。 りか 

し ば らく 行く と 、 よ そ 者 は 立入 禁止 の 「 神 見 の 
聖 な 場所 」 へ と 続く 道 に 、 ふた つの 人 影 が の 
見 える 。 村 長 と ソム チャ イ だ 。 いで 

与野 は 、 村 人 の プラ イバシー や 慣習 を 侵 ) 
害し な いよ う 努 め て きた 。 し か し 、 ム クム 必 明 
ク と 頭 を も た げ る 好奇 心 に は 勝て な い 。 | 
や は りこ こ は 、 ふ た り の 後 を つけ て 、 何 が 
ある の か を 見 届け た い 。 ふ た り は 、 神 殿 に の な 
入っ て いっ た 。 彼ら に 気づか うれ な いよ う 、 で は 
与野 も 後に 続い た 。 そ こ で 見 た も の は 、 奇 い 
形 の 家畜 や 、 手 足 や 背骨 が 異様 に ね じ 曲 が て 重 
っ た 老人 、 子供 だ っ た I| これ が 、「 魔 物 の た ち 
仕業 」 な の だ ろう か 

の のみ 


与野 は 、 和 区 く の と ほぼ 同時 に ソム チャ イ 
に 殴ら れ 、 気 旨 し て し まっ た 。 目 が 覚め る 
と 、 号 野 は 定 に 閉じ こめ られ て いた 。 与野 
の 和 真 刻 な 態度 に 、「 魔物 」 の 正体 に つい て 教 
えて くれ た 。 施設 が で き て か ら 、 す べ て が 
祝い だ し た と いう 。 施設 建設 で 田畑 を 奪わ 
れ た 村人 が 暮らせ な く な っ て し まっ た 。 そ 
の つ ち 魚 が と れ な く な り 、 村 に は お か し な 


愉 e> 計 の 上 rr は 0w へ さと は 寺 
ん 9 は 人 能 層 部 日 へ て 綱 語 ③ 午 


トト で に 
wsPIST 


Ni Q 


c 一 


病気 が 流行 り だ し た の だ 。 [ 
原因 は 施設 し か 考え られ な い 。 村 人 は 排 と 時 

水 の 水 質 検査 を 工場 に 申し 入れ た 。 回 答 は う 料 
「 異 常 な し 」。 し か し 、 検査 を し た の は 工場 明る 
側 の 人 間 だ 。 も っ と 公正 な 場所 で 検査 する 使う 
必要 が ある 。 = な 
= 村人 た 琴 

与野 は 、 良 くし て くれ た 村人 た ちの 手練 の 呈 靖 生 隔 光 ま 補 を 

け を する こと を 村長 に 申し 出る 。 ソム チャ 加計 部 上 め あ 32 窟 
イ を 始め と する 、 村 人 た ちの 協力 も 得 ら れ 回 隊 生 半 稼 学 和 2 き 8 5 5 


る だ ろ つ 。 
うり 


迫 叶 を 朱 の る 


水質 検査 を し て も ら う に は 、 工 場 排水 の あ ル げ う 何 イ 雑 
サン プル を 採取 し な けれ ば な ら な い 。 そ の も 入 バ イツ 店 
た め の 道具 を 集め な けれ ば ……。 ひる ッ > 水 物 の も 
村長 に 相談 する と 、 役 に 立ち そう な 物 を 壮 際 関 陰 pe っ ビ サ く あな る 
目 由 に 使っ て いい と 言っ て くれ た 。 こ ご の 村 取手 の 所 が 全 届 で 補強 し て あぁ る 。 F * プ ト \ 


これ な らち 少 し ぐち らい 重い も の を 


で 物 が 充実 し て いる の は 、 や は り チ ャ イワ 回 2 
ッ ト の 店 だ 。 3 


金具 で 補強 し て ある バケ ツ 、 ナ ンプ ラー ぅ 役 業 生 

( 魚 か ら 作る し ょ う 油 ) な ど 調味 料 を 入れ ' 選 た ヵ 
る 小 ビ ン 、 そ し て イザ と いう と き 役に立ち そい ^ ぅ 3 っ 
そう な アイ テム が も う ひ と つ 。 海 備 は 

3 つの アイ テム を 持っ て 、 与 野 は 漁港 へ 乗 し う 
軍 か っ た 。 だ 選 全 


サン ブル 入手 !! 


漁港 で は 、 ソ ムチ ャ イ が 準 備 を 整え て 待 
っ て いた 。 海 は 青く 、 汚 染 さ れ て いる な ど 、 
と て も 信じ られ な か っ た 。 し か し 、 施 設 に 
近づく に つれ 、 さ わ や か な 潮 の 香り は 、 強 
烈 な 腐敗 臭 に 変わ っ て いっ た 。 で きる だ け 
排水 口 に 近づき 、 サ ンプ ル を 採取 し な けれ | ママ 
ば な ら な い 。 与野 は バケ ツ に ロー プ を 結ん 工場 水 の サン プル を 手 に いれ た 。 
だ 物 を 投げ 込み 、 海 水 を 引き あげ た 。 水 を 
ガラ ス ビ ン に 入れ 、 サ ンプ ル 採 取 は 完了 だ 。 


タダ 人 ルン の 


の さ 員 S 漠 3 稚 宮 暗 
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税 事 サン プル を 採取 し た ら 、 村 か ら 一 番 角 真 クリ エア ト 
近い 水産 試験 所 が ある ダバ ン へ 行か な けれ つ す と “バア ク 
an Aa 、 いる いい イ で ト 
ば な ら な い 。 村 か ら ダ バン に で る バス は 、 た た うら 有 ク は ゥ 
まだ まだ 来 な いよ うだ 。 ダ バン に 働き に 出 - ン る 似 ビ は 
る 村人 が いる の で 、 一 緒 に 連れ て いっ て も の ン ゥ 乗 ラ 南 


ら お うつ 。 トゥクトゥク に 乗っ て いく か や 
こと 村人 に 誘わ れる の で 、 与 野 は 便乗 する こ 
こ に し た 。 了 断っ て も 、 気 の いい 村人 は 待っ 
て いて くれ る 。 

ダバ ン は 、 ト ゥ クト ゥ ク に 乗っ て 1 時間 
ほ ご の 所 に ある 。 運転 し て いる 村人 は 、 村 
を 出 な けれ ば 生活 で き な い と いう 。 最近 は 
都市 で も 職 に つく の は 上 難しい らしい 。 
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水産 試験 所 に つい た ら 、 受 付 で 用 件 を 伝 人 検 
えよ う 。 す ぐに 担当 者 が 出 て くる 。 用 紙 に へ 
必要 事項 を 記入 し た ら 、 サ ンプ ル を 渡 そ う 。 > が 
結果 は 追っ て 連絡 が ある そう だ 。 も れ 

し か し この 担当 者 、 と て も 無愛想 で 事務 能 
CE。 こつ いっ つた 人 人 物 に 、 ん 友 天 較 太 場 
こと を 託し て も いい の だ ろう つか ……。 何だ か 控 
不安 に な っ て し まう が 、 こ こ は お と な し く 中 
試験 所 か ら 出る し か な いよ うだ 。 に 


地 E ど の 有 お 全 


水産 試験 所 を 後に し た 与野 
だ が 、 帰 り の 交通 手段 が な い 。 
し か た な く 、 ルン パー ニ 公 國 
を 通っ て 、 カ オス ン 通 り で 時 こせ 
間 を つぶ すこ と に し た 。 ここ 2 信 3 昌 半 問 
な ら 、 深 夜 営業 の 店 も 多い 。 | 
す 野 は 店 内 を じっくり 観察 し 、 着 都 バン て も 届 指 の 大 き さ を 誇る ” ダ バン で も っ と も 賑やか な スト リー 
て みた 。 何やら 、 日 本 人 が 言 ルン パー ニー 公 園 。 人 々 の いこ い の 場 の ひと つ 、 カ オス ン 通 り 。 旅 行 客 
重夫 し で いあ が ら 才 。 0 5 
く 上 見 る こと 、 か つて の 写 野 
の 上 司 で も あり 、 恩 人 で 
も ある 池上 康明 だ っ た 。 

池上 は 、 飼 日 本 で 問題 
に な っ て いる 密入国 に つ 
いて 取材 し て いる と いう 。 
号 野 が 取材 し た 、DDA 
問題 も 十分 に 関連 性 が あ 
5 だ 。 (し 7 條 )A に よっ 
て 職 を 奪わ れ た 人 が 、 密 
込 国 者 こし て 、、 目 本 に 流 
人 し て くる か が からだ 。 

ふた だ たり は 、 密 入国 取材 
を 一 緒 に 行なう 約束 を し 
て れる 。 レン が レ そ れれ は 池上 は 与野 が 大 手 出 上 社 に 動 め て いた ころ の 上 司 だ 。 与野 が フリ ー に な っ て か ら も 、 
記 吊 の 始ま り だ っ た ・……。 何かと バッ クア ッ プ し て くれ て いる 。 こ こ で 、 池 上 が 滞在 先 の メモ を も ら お う 


アノ 


内] 
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食事 を する の に 
適当 な 店 も いく つか ある 。 


提 
ーーーーー 
ーー 
ーー ーーー 
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My . 
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【 瑞 


品 棚 
トー 


人 


池上 か ら ア ドバイ ス を 受け た 写 野 は 、 

に 生 な 反 の "人 
天 を また に か ける 国 隊 的 な 大 企業 だ 。 例 の 
施設 は 、 そ の 関連 会 社 が 操業 し て お り 、 管 
理 責任 は 三 紅 に ある 。 応対 に 出 た 担当 者 は 
人 当たり が よく 、 好 感 を 持て る 人 物 だ っ た 。 
こと この あら まし を 伝え る と 、 再 調 倉 を 約束 
し て くれ た 。 ご これ で 施設 の 操業 を 止め られ 
シン 4 


ーー 和室 ーー プ バッ ーー 
結末 は 意外 な も の だ っ た 。 サ ンプ ブル か ら は 、 
工場 か ら の 排水 に 結び つく よう な 有毒 物質 
は 発見 され な か っ た と いう の だ | 

その こと き 、 号 野 は 日 本 の 出来 事 の ここ を 
思い 出し た 。 大 量 に 打ち 上 げ ら れ た 奇形 の 
昧 、 編 え 間 な く 続 く 痛 み …… レ ムチ ャ の ケ 
ー ス は 、 日 本 で 起き た 悲劇 に よく 似 て いる 。 
け 野 は 、 激 し い 義 慣 と 憎悪 に か られ 、 そ の 
日 最後 の 定期 バス で 、 水 産 試験 所 へ と 向 か 
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中 に 入る と 、 ご この 前 の 無愛想 な 男 が 応対 
に 出 た 。 彼 は 与野 を 研究 琶 に 連れ て いく こと 、 
目 分 は 研究 員 だ と 言い 、 書 類 の 束 か ら 封 筒 
を 取り 出し た 。 こ れ が 、 本 物 の 回 答 だ と い 
つの だ ! さら に 与野 は 彼 の 口 か ら 、 衝 撃 
の 事実 を 和 る こと に な る 。 ひ こと つ は 、 村 だ 
け で な く 三 紅 に 提出 され た 結果 も ニセ 物 で 
ある こと 。 そ し て 、 こ ご の 水産 試験 所 を 建て 
た の は 施設 を 経営 し て いる 連中 と いう こと 
だ 。 男 は 本 物 の 検査 結末 を 、 号 野 に 渡し て 
くれ た 。 人 彼 は レム チャ 出身 で 、 ソ ムチ ャ イ 
の 現 だ っ た の だ 。 
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応対 に 吊 夫 担当 者 は 
『 層 ー > ご り 定 良く 、 
僕 は 学 し 釜 参 を 緩 あ た 


宗 嘆 に くれ る 村人 た ち 。 与野 は 自分 の 無力 に 怒り を 覚え た 


怠 外 な 協力 


ーーーーー 一 


7 計 
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男 は 僅 の 様子 を 暫く 眺め 夫 後 、 
書 頻 そ 埋もれ た た 身の上 か ち 
1 夢 の 善 茎 付 を 取り 測 し た 。 
そ し て それ を 合 に 手渡 し 去 。 


ヘタ を すれ ば 、 彼 は 秘密 漏洩 の 罪 に 問わ れ て し まう だ ろう 。 
そん な 危険 を 犯し て も 、 彼 は 故郷 を 救い た か っ た の だ 


うう 


[ つ 病 ] …Nn い 


は 贈 理 壮 ぶ は て rr さと へ て 灯 藩 ぶ 共 
上 時 と へ J 泊 層 潤 居 癌 半 . 灘 失 
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ピノ 


写 野 が 持ち 帰っ た 本 物 の 回 答 に は 、 和 驚く 
べ 寺 き 検 倉 結末 が 記さ れ て いた 。 サ ン ブ ル か 
ら は 、 ム ルソン の 安全 大 準 を は る か に こえ 
る 有毒 物質 が 検出 され て いた の だ 。 

写 野 は ソム チャ イ に 、 の ナ ワ ラッ ト に 
世話 に な っ た こと を 伝え た 。 彼 の 乱 力 な く 
し て は 、 村 を 救う こと は で き な か っ た だ ろ 
つ 。 工場 は 操業 停止 に な り 、 村 に は 多額 の 
賠償 金 が 支払 われ る こと に な っ た 。 


て 
| 


。* こ 2 。 


与野 が 持つ デー タ を 公表 し 
な いこ こと を 閉 件 に 、 工 場 側 こと 
の 和 有 解 が 成立 し た 。0DA の 
如 事 を 公 に する こと は で き な 
か っ た が 、 村 人 た ちの 笑顔 に 
号 野 は 満 走 し て いた 。 

そし て 与野 は 、 大 勢 の 村人 
に 見 送ら れ 、 池 上 こと 人 台 流 する 
た め に ダバ ン へ 向かっ た 。 池 
上 が 滞在 し て いる ホテ ル は 、 
カオ スン 通り に ある 。 以 前 、 
池上 か ら も ら っ た メモ を た よ 
り に ホテ ル を 探さ なく て は な 
ら な い 。 し か も 池上 は 、 繧 が 


そし て 和 朋 へ …… 
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カオ スン 通り か ら 、 池 上 の ホテ ル ま で が 尾行 ・ 調 査 画面 。 


| あま り 得 意 な ほう で は な いよ うだ …… a レム チャ と は 違う 都会 の 風景 だ 。 シル エッ ト の 人 の 情報 を 


ご つや ら 、 人 に 道 を 聞き な が ら 池 上 の ホ 
テル を 目指 すし か な いよ うだ 。 

目的 の ホテ ル に た どり つい た 与野 は 、 受 
付 の 女性 に 池上 の 部 屋 を た ず ね る 。 池 上 の 
部 屋 は 403 号 室 だ 。 ベ ニヤ 板 で こし ら え た ナ 
ン バ ー ブ レー ト を 頼り に 、403 号 室 を 探す 。 
お せ じ に も 、 高 級 な ホテ ル と は いえ な いよ 


きい 2 かつ だ の だ 。 
3 う 4 


よく 聞こ う 


3 
「rT ミ ー 
ーー 
デキ ーー 
に W 


e 和 彼女 に し て みれ は 、 
うだ 。 し か し 、 与野 の 心 は は ずん で いた 。 3 か 2 


池上 こと 一 緒 に 仕事 か が で きる こと が 、 心 か ら 自分 の 爪 の 手入れ の 方 が 


は 畑 昌 は さと を ざ の ルス へ 出 ば 身 計 
へ ハ 懲 さ 諸 民 中 了 時計 S 式 池 


KJ の 
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主 本 な 事 な の 堪 。 悪 
い \ 

O 


与野 は 池上 の 部 屋 を ノ 
ッ ク し た 。 返事 が な い 。 
虐 っ て いる の か 苗 守 な の 
か 、 も つ 一 度 ノ ッ ク し て 
みた 。 や は り 返 事 が な い 。 
カギ が あい て いる 。 与野 
は 部 屋 に 入っ て みる こと 
に し た 。 池上 の 名 を 呼ん 
で みる が 、 返 事 は な い 。 
人 の 気配 も し な い 。 や は 
り 、 留 守 に し て いる の だ 


[つつ 有 農 箱 」 …QriV ご ざと 


mm 
だ 


NT < ザヤ ンー テー 


ろ つ か …… 
部 屋 の 明か り を つけ た 
号 野 が 見 た も の は 、 皿 ま 
みれ で 床 に 倒れ て いる 池 意外 な 形 で 訪れ た 、 池 上 と の 永遠 の 別れ 。 な ぜ 、 池 上 は 殺 
上 の 姿 だ っ た II も は や 虫 の 息 の 池上 は 、 52 ル 4a っ ナ g を 22 が し し 


ラブ ル が あっ た の だ ろう か 


最後 の 力 を ふり し ぼり 与野 に メッ セー ジ を 
残し た 。「 丘 安 組 」,…… そ れ が 池上 の 最後 の 
言葉 だ っ た 。 

実 の 宛 の よう に 慕っ て いた 池上 の 死 は 、 
与野 に 大 き な 衝撃 を 与え た 。 と も か く 、 池 
上 を この まま に し て は お け な い 。 警察 に 知 
ら せ る た め 与 野 は フロ ント に 降り た 。 

そし て 与野 は 、 池 上 の 遺 角 と と も に 日 本 
に 帰国 し た 。 池 上 が 残し た 謎 の 言葉 「 丘 安 
組 」 と は 、 一 体 何 を 意味 する の だ ろう か や 
与野 は 復讐 を 心 に 碑 い 、 白 い 編 子 に くる ま 
れ た 与野 の 遺 朋 を し っ か り と 抱き し め る の 


だ つた 。 


| 島 と 地上 さん の 日 本 へ の 帰国 は 、 
まっ 去 く 省 期 し な い 形 で 


た くさ ん の 人 で 混雑 し て いる 空港 。 池 上 は 無言 の 帰国 と な 
っ て し まっ た 。 与野 は 息 し み も 新た に 、 そ の 遺志 を 継ぐ こ 
と を 決意 する 


ビ 野 ・ 調 査 の ポイ ント 


避 野 の クセ は 、 ズ リ 沙 ち 


これ で 道 が 開け る と いう わ 


の の) あ ) あざ) の の る る ざき 


与野 の 優れ た 観察 眼 と 上 盛 な 好奇 心 は 
大 き な 強 味 だ 


た メガ ネ を 直す ご こと 。 - そ う 
する と いい 考え が 浮か ん だ 
り 、 良く も 悪く も 、 ジ ャ ー 
ナリ スト 特有 の 好奇 心 や 粘 
、 り 強 さ が 発揮 され る 。 た と 
え 行 寺 き 語 まっ た と し ぞ で も 、 


生 た Se 

また 、 与 野 の 誠実 さ は 、 
最大 の 武器 で ある こと 同時 に 
弱点 に も な りう る 。 ア ツ く 
な っ つて 、 先 走っ た り し な は け 
れ ば いい の だ が …… 上 ? 
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日 本 を 代表 する 名 探偵 


日 本 の 三 大 探偵 
昌 と す ク セ は 、 映 画 や ドラ マ で も 有名 だ 。 
一 3 人 の 伝説 的 名 探偵 の 電柱 法 は 、 敬 察 か ら 革 本 的 な 調 査 
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を 辞め た いと | ] 
に な か つた が | 近ごろ 、 外 国人 ば か り ぞ 
c に の プア イル の 作成 友 ば は 間 を 騒が せ て いた 。 事件 を 担 


と どう も Ci 夫 堪 け 共 6\。 


3 る こ こと に 
な っ た 熊野 が 、 神 選 寺 に 協力 を 求め る 。 


甚 7 5 の 用 。 
本 の の 5 
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その 日 は よく 晴れ た 、 ざ ご さわやか な 朝 だ っ 淫 礎 ズ 
た 。 津 崎 直 也 は いつ も の よう に 、 愛 犬 の ブ な ズ 
ー を 連れ て 散歩 に 出かけ た 。 広場 まで 来る に 
こ 、 津 崎 は プー を は な し て や っ た 。 し ば ぱら 了 リ 
くす れ ば 、 プ ブー は 自分 か ら 戻 っ て くる 。 し 当 ま 
か し 、 そ の 日 に 限っ て ブー は 戻っ て こ な か と た 
っ た 。 不審 に 思っ た 津 埼 は 、 ブ プー が 咲 える 人 休 
万 向 を の ぞい て みた 。 そ こ で 見 た も の は 、 た そ 
無惨 に 切り 刻ま れ た 外国 人 の 死体 だ っ た 。 は 猟 


熊野 が 深刻 な 面 も ち で 、 神 宮寺 事務 所 を 
訪れ た 。 何 か 事 件 が お こっ た らし い 。 ご この 
と ころ 、 外 国人 労働 者 が 相次い で 殺さ れる 
こい う 事 件 が 発生 し て いた 。 マ スコ ミ に は 
_ まだ 未 発表 だ が 、 被 害 者 た ちの 体 は ズ タ ズ 
タ に 切り 刻ま れ 、 ひ どい も の で は 眼球 まで 
えぐ り 取 られ て いる と いう 。 

被害 者 の 3 人 の 外国 人 に 接点 は 見 当たら 
ず 、 捜 査 は 難航 し て いた 。 そ こ で 熊野 は 、 
神宮 寺 に 応援 を 求め て きた の だ 。 外 国人 相 
手 で は 言葉 は 通じ な い 。 オ マ ケ に 、 彼 ら は 
法 を 犯し て 入国 し て いる の で 、 警 戒 し て 何 四 還 較 較 較 ーーー 
も 話し て くれ な い の だ 。 ENGG 

神宮 寺 は 、 こ の 依頼 を 受け る こと に し た 。 2 
まず は 現在 の 捜査 状況 を 知る こと が 必要 だ 。 ー 
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津 崎 の 聞き 込み は 洋子 に 
二 f2S ご と 4 に し た 。 価 
か 手がかり が 見 つか る と 
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前 張 六 昌 6 nHESSR 時 0 
洋子 は 、 死 体 発見 当時 の 話 を くわ し く ぐ 聞 
/ ヽ * ロ 耳 | 


の 
デ 


く た め 、 津 崎 直 也 を 訪ね る こと に し た 。 津 
崎 は 温厚 な 好人 物 で 、 愛 犬 の ブー が か わい 
く て し か た が な いと いっ た 感じ だ 。 津 拓 は 、 に 還 馬 馬 馬 半 
洋子 を 死体 発見 現場 に 連れ て いっ て くれ た 還 還 半 団結 
人 気 が 少 な い 場所 だ 。 も し ブー が 見 つけ な 2 
か っ た ら 、 ず っ と この まま だ っ た か も し れ | 明る く な ミキ ラー mm 
な い 。 死体 は あお 向け に 倒れ て いて 、 内 臓 本 
が えぐ り 取 られ て いた と いう 。 に ーー 
考え 込む 洋子 の 足元 で 、 プ ー が じゃ れ て 
いた 。 ど ご どうやら 洋子 に 自慢 の 「 宝 物 」 を 見 
せ た い らし い 。 そ の な か か ら 洋 子 は 、 金 の 
首飾り を 見 つけ た 。 持 ち 前 の 鋭い カン が 、 
何 か を 警告 し こい た 。 ブ ー に は 申し 訳 な い 
が 、 洋 子 は 首 入り を 持ち 帰る こと に し た 。 


の と 婦 圧 Cf 


中字 は みみ 人 で 
ゞ 激 竹 燃 。 吉 二 びと どの J 
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靖 較 〇 て 志 亜 と は さび ざき り ン 厩 


聞き 込み か ら た 洋子 を 待っ て いた の 
は 、 突 然 の 人 0 っ た 町 
ち 、 池 上 が 殺さ れ た と いう の だ 。 悲し み が 、 
事務 所 内 を 重 苦 し く 圧し た 。 洋子 は 神宮 寺 
の 心中 を 思う と 、 何 と も や りき れ な く な っ 
て し まっ た 。 池上 の 計 報 を も た らし た の は 、 


PA 生 較 | 池上 さん の 死に 共に 
彼 の 後輩 の 与野 共 介 と いう 男 だ っ た 。 神宮 和 


寺 は 外国 人 連続 殺人 事件 の 捜査 が 終わ っ た 較 生生 休 本 


せり うど と 4QA 測 石 大 組 S 寺 / 代 
の 明生 尾 環 仁 計 吾 科 箇 池下 里親 


に と で 


ら 、 与 野 に 協力 する こと を 約束 し た 。 
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何 の 接点 も 見 当たら な 
呂 寺 は まず 、 殺 され た 外国 
うた と に し た 。 
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』 朱 寺 者 は 計 


宗 か ら 、 正 式 な 依頼 が きた 。 神 宮寺 は 、 

現 段階 で の 捜査 状況 を 知る た め め 、 淀 橋 署 へ 

こ 向 か っ た 。 淀橋 署 で 受け 取っ た 資料 に は 、 

遺体 発見 現場 を まとめ た 地図 と 、 身 元 が わ 

か っ て いる 被害 者 ふた り の 写真 、 そ れ と 身 
孝明 伝 リ ス ド だ け だ っ た 。 

被 填 者 は 3 人 、 トーマス ・ ア ンダ ー ソ ン 
EAA ウ イィ チャ シン ・ ソ ラダ 、 そ し で 号 移 四 呈 
が ひと り だ 。 ア メリ カ 人 の トー マス を の ぞ 
く ふ た り は 東南 アジ ア 人 で 、 ソ ラダ は ムル 議 | SER 「 
ノン 人 だ 。 神 宮寺 は まず 、 ト ー マ ス ・ ア ン 活 寺 で も ら っ た 資料 に は 、 大 し た こと は 書か れ て いな か 
er っ た 。 次 d 察 の 捜査 は 、 そ れ だ け 難 航 し て いた の だ ろう 


トー ヤス ・ ア ンダ ター ソン 、| 症 大 。 別 選 
ae 
し た の は 、 昨 年 の 3 月 。 昼 は 大 学 に 通い 、 
人 夜 は アル バイ ト 先 の ベニ ス で 働い て いた 。 
まじ め な 性 格 で 周囲 の 評判 も 良く 、 恨 み を 
買 つ よう つ な 人 物 で は な いよ うだ 。 
ベニ ス は 、 神 宮寺 も 何 度 か 足 を 運ん だ こ 
こ が あ る 、 沙 ち つ いた 雰囲気 の バー だ 。 事 
務 所 か ら も 近く 、 捜 査 の と っ か か りこ と し て 
は まさ ざ に 理想 的 だ 。 ES | 
神宮 寺 は 、 ベ ニス に 聞き 込み に 行く こと ニュ の マス ター、 佐 々 木 は 神宮 寺 を 知っ て いた 。 お だ や 
に し た 。 か で 、 知 的 な ほほ えみ が 印象 的 だ 


0 


低 炒 具 の 


が な せ 、 ok cue っ 


ベニ ス の マス ター 佐々 木 は 、 閉 店 後に 従 夫 メ ドー 
業 員 を 一 堂 に 集め て くれ た 。 彼ら の 証言 に 生ま 
よる と 、 最 後に トー マス を 見 た の は 死体 が 寺村 
発見 され た 日 の 前 人 々 日 。 殺 ご され る 前 に 特に あら 
変わ っ た こと は な く 、 体 を 壊し て 健康 診断 も を 
を し た 程度 だ 。 勤 務 態 度 も まじ めで 、 大 学 | 上 
で の 評判 も 良かっ た と いう 。 一介 の 留学 生 的 ウー 
に 


ベニ ス で は 、 も うこ れ 以 上 の 情報 は 得 ら = ソラ ダ が 働い て いた 防 四 5 
れ そ うに な か っ た 。 ト ー マ ス に 関す る 調査 (35Gg ン ん ya ag 
は 、 ご ここ で 完全 に 行き 詰まっ て し まっ た 。 人 で 日 本 人 は ほん の | タ 2072 の | 
し か た な く 神 宮寺 は 、 ソ ラダ に つい て 聞き "' の 


込み を 開始 する こと に し た 。 


供 記 た の は 、 “ 
時 で 性 い て い 天 委 ま 闘 二 倒 者 


ヾ ず 帳 準 座 ③ と 男 池 


ーー 
冷た い 風 が 吹き わた る 了 世 海 地区 Eeeo ぎの 人 信 だ っ た 。 < 


が 、 ス ヴィ チャ ン ・ ソ ラダ の 職場 
だ っ た 。 遺体 の 確認 を し た の は 、 

中 村 和 之 こ いつ 青年 だ 。 映 分 を 明 
か すこ と 、 中 村 は 安心 し た よう に 、 
いろ いろ る 詰り て くれ た 。 ソ ラダ 要 
は 借金 が か あっ た らし く 、 殺 ざさ れる 
何 日 か 前 に ヤク ザ 風 の 男 が 、 う ろ 人 Eee 
つい て いた どい う 。 詳し いこ と は あん だ の 寺 、 司 才 す る さぶ 。 
朝日 興業 の ヤン に きけ ば わか る と ES 
じつに に 。 


9 さ aou 川 r 没有 隊 て 滞 の trY( 
SV 豆 計 。 革 攻 は りさ て 弟 r 必 MI 


パン 


神宮 寺 は 中 村 に 教え られ た 通り 、 上 野 の 落 る 日 ど 
朝日 興業 を 訪ね た 。 階 理 て の 、 下 町 情 い ぁ 前 で 
あふ れる 町 工場 だ 。 今 の こう いっ た 還 工 場 上 の も 
は 、 外 国人 労働 者 が 多く 働い て いる 。 朝日 が 関 り 
興業 は 比較 的 、 労 働 環 境 が よさ そう だ 。 び を う 

まあ 
下 作 業 場 短 
上 が が 本場 主 の 住ま いな の 左 る うぅ 、 を 、 生 
ee の 業 
ど と と と で も 見 ち れる 町 工場 た が 部 
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ーー 
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WW 
。』 


[ 革 |IldHW 寺 ] 模 溢 事 剛 1 


密入国 を 手引 き ツ で U0 た の は 前 原 


朝日 興業 の 社長 に 用 件 を 伝え る と 、 す ぐ 


に ヤン を 呼び 出し て くれ た 。 ヤ ン は あき ら 
か に 革 戒 し て いた が 、 中 村 の 名 前 を 出す と 
2 / 安 し た よう だ っ た 。 


アン ご ソラ ダ は ほ ム ルソン 人 で 、 同じ 呈 に 
乗っ て 入国 し た 仲間 だ 。 入 国 す る に は 多額 


9 想 が か か り 、 ヤ ン 名 ソラ ダ も そ 
の 人 金 を 払い 終わ っ て いな いと いっ つ 。 
密入国 の 手引 を し た の は 、 ヤ ク 
ザ の 前 原 こ いう 男 。 そ し て 、 ソ ラ 
ダ が 殺さ れる 数 日 前 か ら 金 を 返せ 
AO も つこ くつ きま と ゅ て で も 8 還 
も も 

ゼン は 、 こ れ だ け 語 つ 上 申 夫 避 
ぐん で し まい 、 ご これ 以上 聞き 出す 
sk Sh が かつ だ 。 


昌 日 興業 の 社長 。 
不 愛想 で 口 は 悪い 
が 、 人 情 に 厚い 人 
らし く 、 神 宮寺 を 
ここ ろ よ く お 義 更 
を 、 生 : 拓 b あ 


SCO や こと で 


記さ の ひき きき は 陵 ③ 叶 避 ら ら o 串 石 賠 と 時 


は の は 二 さ て 史 て て 隊 計 中 石 囲 半 
uv 


>J) で て 税 層 膨 行 澤 


利 避 寺 は ヤン が 教え て くれ た 、 前 原 と い 
9 セン ザ の フフ 人 一 カー に つい て 請 べ る こと 
に し た 。 前原 な ら 、 何 か 手がかり を に ぎっ 


て いる か も し れ な い 。 


蛇 の 道 は へ び 、 関 東明 治 組 の 風 林 豪 造 親 
分 に 聞け ば 、 い か な る 人 物 か わか る は ず だ 。 


神宮 寺 が 前 原 の こ と を た ず ね る て こと 、 
棚 造 は すぐ に 調べ て くれ た 。 

前 原 足 史 、 丘 安 組 の 但 弟 頭 で 、 
相当 ヤバ い 男 だ と いう ウワサ だ 。 
組長 は 丘 安 仁 、 組 員 は 名 人 程度 で 、 
まだ どこ の 組 か ら も 普 は も ら っ て 
いな いら し い 。 表向き で は 0DWI と 
いつ 久 易 会 社 を 経営 し て いる 、 い 
わ ば 経済 シヤ シク ザ だ 。 人身 売 買 や 麻 
楽 な ご 、 金 に な る こと な ら 、 ど ん 
な 汚い こと に も 手 を 出す らし い 。 


42 


室 造 は 申 革 ク ラス の 
何 か を 取り に や ち 世 た た 。 


避 部 往 困 一帯 を し 講 


きる 関東 明治 組 。 詳 。。 靖 四 症 、.、 
新宿 以外 に シマ を 弧 法 寺地 

拡げ なかい の は 、 豪 講 
造 親分 の ポリ シー 講 
らし い | 
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各紙 国 泊 3 


WI 前 誤 史 堪 超 視 隔 な 男 


神 避 寺 は さっ そく 、0WI ( 丘 安 ワー ルド 
イン ボー ト ) ビル の 前 で 張り 込む こと に し 
た 。 踏 地 に 身 を か くし 、 様 子 を つか が つこ 
ご 数 時 間 、 そ れ ほ ど 目 立っ た 人 の 動き は な 
か っ た 。 ご の 男 が 、 前 原 足 史 な の か は 不明 
だ が 、 ひ と きわ 神宮 寺 の 気 を ひく タイ プ の 
央 が いた 。 長髪 で 、 明 ら か に その へ ん の チ 
ン ビ ピラ と は 違う 、 危 険 な 雰囲気 を 
に か と 0 

それ か らし ば らく する と 、 黒 い 
ベン ツ の リム ジン が 、 ビル の ⑳⑰ 削 村 
停 ま っ た 。 出入 り 口 に は 、 サ ラリ 
ー マ ン 風 の 組員 が 大 勢 出 むか え に 
来 て いる 。 ご この 男 が きっ と 、 組 長 
の 圧 妥 仁 大 の だ ろう 。 春 あさ も 
た 身なり は と て も ヤク ザ に は 見 え 
な か っ た が 、 そ の 目 は 殺 獲 で 人 谷 
な ケモ ノ を 思わ せ た 。 


張り 込み が 終わ っ た 神宮 寺 は 、 同 じ よ う 


に 0UWI ビ ピル を 観察 する 男 に 気づい た 。 神宮 
寺 を 丘 安 組 の 人 間 だ こと 思い 、 ひ ご どく 警戒 し 


て いる 。 私 立 探偵 ど あ る こと を 明か す と 安 
心 し た らし く 、 目 己 紹 介 を し た 。 

孝 の 名 は 号 野 恭介 。 創 文 社 に 勤め る 記者 
で 、 池 上 の 後輩 に あたる らし い 。 与野 は 、 
神宮 寺 に 衝撃 の 事実 を 伝え た 。 池 上 が 死ん 
だ どい う の @⑳ 忠 」 


野 は 神宮 寺 を 丘 安 組 の 組員 「 こ の 人 が いれ ば 、 何 と か な 
と 間違え た 。 神 宮寺 が ヤク る 」 こ 思わ せる よう な 男 な 
生地 に 入り ザ に 見 えた の だ ろう か 。 の だ 。 神 宮寺 は 、 池 上 か ら 
“ 第 一 印象 は 可 か つた か も の 信頼 も 厚かっ た よう だ 。 
神宮 寺 を 丘 安 組 と 間違え た の も 仕方 な し れ な い が 、 ご この 後 写 野 は そう つ で な けれ ば 、 大 切な カ 
い 。 命 が け の 調 食 だ か ら だ 。 神宮 寺 こ いう 人 間 の 深 さ を キ ギ を 預け た り し な い だ ろ っ つ 。 


初め て 出会っ た と 寺 、 号 


に : 
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上 野 に ある 、 馬 妻 人 
組 の 本 拠 地 。 豪 造 _ 運 
は シロ ウト の 手 に 結 
負え る 相手 で は な 介 補 
いと 言う が 、 今 き | 大 
ら ひ け な い の だ 「 [ 事 
も む ! 2 性 
真っ 星 な ベン ツ の リム ジン が 
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ざさ で さす お 
は 時 右 区 


(て は ざさ St0w 選 有三 は と 


知る こと に な る 。 神宮 寺 は 


聞 馬 で の 央 


神 局 寺 こ と 池上 は 、 中 央 公園 に 屋台 を 出す 
お で ん 屋 で 出会っ た 。 そ の ころ 、 あ る 事件 
を し くじ っ て し まっ た 神宮 寺 は 、 お で ん 屋 
の オヤ ジ が 止め る の も 聞か すず 、 浴 びる 程 酒 
を 飲ん だ 。 浴び る ほど 飲ま な きゃ や 、 忘れ ら 
We の だ つて ある ささ 。 で 包 、 明 中 が 公 
は 違う 自分 に な っ て いな いと な ……』 そ う 
言っ た きり 、 だ まっ て 酒 を 注ぎ 続け て くれ 
0O ガ 、 地上 だ っ た 。 
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た 突然 の 悲 報 が 信じ られ な か っ た 。 
こも か く 、 号 野 を 事務 所 に 連れ て 
いき 、 詳 し い 話 を 聞く ここ と に し た 。 
池上 は 号 野 が 大 手 出 版 社 に 勤め て 
MM ど の OI 導 過 だ っ た だ 。 名 ご で 、 

ライ ター と し て の ノウ ハウ を 蓄積 
し 、 フ リー こし て 和 立 し た 。 写 野 
プラ ーッ ヤー プリ スズ スト に よら る 
か ら も 、 池 上 は いろ いろ と 世話 を 
焼い に くれ た らし い 。 号 野 に と っ 
て 池上 は 、 兄 の よう な 存在 だ っ た 
和合 門 。 


与野 に 、 例 の エア メイ ル を 見 せ て みた 。 確か に 池上 の 筆跡 だ と いう 。 与 


wo マ 


は 


すり は 寺 っ 党 ご 前 


の mS 洗 9 酒 壮 十 定 計 半 末寺 


与野 の 話 で は 、 池 上 は 取材 先 の 野 は フリ ー と いう 立場 を 捨て 、 池 上 の 遺志 を 継い だ 。 その 目 は 復 入 と い 
う よ り 、 使 命 感 に 燃え て いた 


ムル ソン で 強盗 に 刺し 殺さ ご され た と 
いう 。 同じ ころ 与野 も ムル ソン に 滞在 し て 
いて 、 目 分 の 仕事 が 終わ り 次 第 、 池 上 こ 人 台 
同 で 取材 を 始め る つも り だ っ た らし い 。 
し か し 号 野 は 、 金 銭 目当て の 強盗 の し わ 
5 思 不 思っ そい な い 。 池上 上 は ほ 、 ム ルソン か 
ら の 密入国 に つい て 取材 し て いた 。 そ の こ 
と で 、 何 ら か の トラ ブル に 巻き 込ま れ た の 
で は な いか が 。 

与野 は 池上 が 遺し た ルポ を 完成 させ る ベ べ 
く 、 人 凡 又 補 に 入っ た 。 そ し て 、 池 上 が 最期 
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に つぶ や いた 言葉 を 手がかり に 、 丘 安 組 の 
身辺 友 探 っ て いた と いう わけ だ 。 

神宮 寺 と 与野 は 連絡 先 を 交換 し 、 か た い 
握手 を か わし た 。 神 宮寺 も 、 飼 手がけ て い 
る 調査 が ひと 段落 し た ら 、 与 野 に 協力 する 
つも り だ っ た 。 神宮 寺 に と っ て 、 与 野 は 池 
上 の 思い 出 で つ な が っ た 、 唯 一 の 人 間 な の 
だ 。 神 宮寺 こ 号 野 は 、 お 互い の 調 査 に 戻っ 
た 。 い ずれ 、 一 緒 に 調査 に 出かけ る ここ と も 
め ある だ ろう 。 


同 野 は 写 墨 会 


外国 人 連続 殺人 の 被害 者 の うち 、 身 元 が 
わか ら な か っ た 男 は 、 神 宮寺 が グラ ス 捜 査 
の と き 新 宿 で 目撃 し た 、 あ の 暴行 され た 男 
だ 。 外国 人 排 左 を 訴え る 組織 に 暴行 され た 
男 が 殺害 され た の だ 。 ご これ は 、 疑 っ て か か 
る 必要 が ある 。 


組織 の 名 は 、 大 日 本 堂 黒 会 。、 こ ちら に は 、 
NN 時 が 当たっ つっ つて くれ る と と に な っ た 。、 電 十 、 


密入国 者 こ 深 い 関 わり が ある 前 原 の こ と も 
見 逃 せ な い 。 丘 安 組 と 党 黒 会 、 こ の ふた つ 
の 組織 は 、 事 件 に 何ら か の 形 で 関わ っ て い 
る は ず だ 。 


伸 避 寺 は 、 津 崎 直 也 に 聞き 込み に 行っ た 
注 子 か ら 、 報 告 を 聞く こと に し た 。 
注 子 は 、 釜 の ネッ クレ ス を 持ち 帰っ た 。 


注 子 の 報告 


津 崎 の 愛犬 ブー が か くし て いた 物 だ と いう 。 


注 子 は 目 分 の 考え を 語っ た 。 殺 され そう 
に な り 、 も うつ 逃げ 場 が な いこ と いつ とき 、 人 
則 は ご ん な 行動 を お こす だ ろ つ か "p きっ 


こ 、 無 我 芝 中 で 相手 に つか みか か る だ ろう つ 。 


は げ し く 抵 抗 し た こと き 、 犯 人 が 身 に つけ て 
いた ネッ クレ ス が 引き ちぎ られ た 可能 性 は 
高い 。 そ れ に 、 あ ん な 人 気 の な い 所 に 金 の 
自 委 り が 落ち て いる の は 不 目 然 だ ……。 神 
呂 寺 は 、 洋 子 の カン の 良さ と 、 抜 群 の 洞察 
カカ に お ご ろか ず に は いら れ な か っ た 。 

し か も 神宮 寺 は 、 洋 子 が 持ち 帰っ た ネッ 
クレ ス に 見 覚え が あっ た 。 キ マ 劇 場 前 で 、 
外国 人 に 暴力 を 振っ て いた 男 が し て いた 物 
だ 。 し か も その 人 外国 人 は 、 暴 行 を 受け た 日 
か ら 日 以内 に 灯 害 され て いる 。 そ ん な 男 
の 持ち 物 が 、 死 体 発見 現場 の 近く か ら 見 つ 


か っ た ここ は 、 貯 た し て 偶 革 な の だ ろ つ か 。 


條 国人 が 、 滞 黒 会 の 車 で 連れ 去ら れ た 後 の 
足 ご どり を つか め れ ば 、 事 件 は 大 きく 前 進 す 
る は ず だ 。 自 飾り も 、 堂 黒 倒 の 男 が し て い 
た 物 だ こと 証 明 で きれ ば 、 物 的 証拠 に な る 。 


熊野 は 、 ひ と り 日 本 堂 黒 会 の 事務 所 へ と 向かっ た 。 過 激 な 
連中 らし い の で 、 熊 野 と いえ ど 油 断 は で き な い 


も し 娘 し て そ 礼 を 自 に つけ て 
し い 堪 人.E や な いい 婦 と 走 つ て | 


洋子 が 、 犯 人 の 物 で は な いか と ニラ ん で 持ち 帰っ た 首飾り 。 
あの 外国 人 を 最後 まで な ぐっ て いた 男 が 、 身 に つけ て いた 
も の と 同じ だ 
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宮上 会 か ら 熊 野 が 帰っ て きた 。 構 成員 の 上 田 と いう 男 の 首 
に 、 何 か で 絞め られ た よう な 痛々 し い キ ズ が あっ た と いう 。 
これ で 、 推 理 の 輪 が つなが っ た ! 
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[ 革 軸 4HM 葵 ] 柱 机 沙 帯 面 一 団 マ 


自記 り を ネタ 信書 の ざさ ぷり を が けろ ! 


上 田 の 首 の キズ と 、 洋 子 が 持ち 帰っ た ネ 
ッ ク レ ス 。 す べ て の 状況 証拠 は 、 上 田 が 犯 
で あめ る と と を 所 し 示し て いた 。 これ で 人 
まだ 証拠 不 十分 だ が 、 重 要 参 考 人 人 こと し て 連 
行 し 、 取 り 調べ を すれ ば 、 か な ら ず 吐く に 
遅い な い 。 

神宮 寺 は 、 熊 野 と と も に 大 日 本 堂 黒 会 の 
事務 所 前 で 、 上 田 が 出 て くる の を 待つ こと 
司 し た 。 ゆあ た り が 刊 義 し た と どき 、 当 よう 店 
上 田 が 事務 所 か ら 出 て きた 。 神宮 寺 こ 熊野 
は ほ 、 . す か が さす ず 声 を か けた 。 也 野 は 、 さ っ そ 
く ネ ッ ク レ ス の 話 を ぎり だ し た 。 外国 人 の 
死体 発見 現場 で 、 犯 人 の 物 こ 思わ れる ネッ 
クレ ス が 発見 され た こと 。 ま た 、 キ マ 劇 場 
で の 暴行 事件 の と き 、 上 田 が し て いた 物 こ と 
同じ だ と いう 、 神 宮寺 の 証言 を 伝え た 。 

熊野 の 言い 分 を 、 上 田 は 人 否定 し た 。 も こ 
電 、- 束 ウツ クレス な ご ど ご 映 に つけ で し いい がり い 貞 
いう の だ 。 し か し 、 熊 野 は ネッ クレ ス に は 
上 田 の イニ シャ ル が 刻ま れ て いる で は な い 


か 、 と 食い さがっ た 。 上田 は それ を 聞く こと 、 


我 が 意 を 得 た り 、 と ば か り に 元気 づい た 。 


そし て 、 致命 的 な ひと 言 を も らし て し まう 。 


俺 の ネッ クレ ス に は 、 イ ニシ ジャル な ご 人 
S 宮 し し いい 」 己 。 上 財 は 自分 か ら 、 ネ ッ ツ 
MM べ 邊 し て しい た ご と を バラ し て し まっ だ 
だ 。 上 田 は 、 外 国人 連続 殺人 事件 の 重要 参 


1 考 人 と し て 、 連 行 さ れ た 。 ご この タヌキ め 、 
神宮 寺 は 心 の な か で ニヤ リ こ と し た 。 


上 田 は 以前 か ら 外 国人 に 威力 を 振っ て いた 。 


上 田 は 重要 参考 人 と し て 、 


と き お り 「 ナ イフ で 切り 刻ん で 捨て て や る ! 
と も らし て いた と いう 。 ネ ッ ク レ ス の 話 を す 
る と 、 そ の 顔 が みる みる うち に 青く な っ た 。 
も う ひ と 押し だ ! 


淀橋 署 に 連行 され 
た 。 取 り 調 べ 室 に 直行 し た 上 田 は 、 キ マ 劇 場 


前 で 暴行 し た 外国 人 の 殺害 に つい て は 認め た 


らし い 。 し か し 被害 者 は 3 人 いる の だ 。 上 由 
で な いと すれ ば 、 あ と の ふた り は 誰が ……? 


名 探偵 の 逆 件 


名 探偵 の 3 カ条 。 キ ミ は いく つ 満 た し 
で いる ? 


EN アー ンー ペン ボンド い ン と ユン 


= に 、 
の が 


名 探偵 の 元祖 、 シ ャ ー ロ 
ッ タ ・ ホ ー ム ズ は 名 探偵 の 


和夫 件 を 3 つ あ げ て いる 。 そ - 


れ は 推理 力 、 知 識 、 行 動 カ 
だ 。 ホキ な ズ の 兄 : マ イク 
ロフ ト ・ ホ ー ム ズ は 、 第 の 
シャ ヤー ロッ ク を 上 回 る 推理 


力 と 知識 を 持っ て いる 。 し 
か し マイ クロ フト が 探偵 に 
向い て いな い の は 、 行動 
が な いせ い だ 。 また 、 若 識 
が な いと 推理 を 発展 ご せ た 
り 、 と っ か か り を つか お むこ ご 
と が で な いい の だ 。 


) 


リグ 画面 民 始 」 
し ーー ルー ee 


ワシ は 目 過 の ヒゲ を いじ ヒ つ た 。 
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外国 人 ば か り を 狙っ て * 94 2 人 鬼 か 、 世 
則 を 削 が せ て いた 。 新宿 に は 不法 就労 の 外 
国人 が 多い こと か ら 、 こ の 事件 は 熊野 が 受 
け 持 つこ と に な っ た 。 

し か し 、 捜 査 は 予想 以上 に 難航 し た 。 警 
祭 こ いつ う 国家 権力 に 外国 人 た ち が 警 戒 し て 
し まい 、 聞 き 込 み も 満足 に で き な い あり ぐさ 


まだ っ た 。 被害 者 は 3 人 。 彼 ら の 間 に 、 共 


軸 点 が まっ た く 見 られ な いこ こと も 、 熊 野 の 
頭 を 悩ま せ た 。 

そこ で 熊野 は 、 神 宮寺 に 捜 倉 の 協 力 を 依 
頼 す る こと に し た 。 身軽 な 私 立 探偵 な ら 公 
的 機関 で は で き な い こと も で きる だ ろう つ 。 
Ne その 組織 力 で 探偵 が 知ら な い 


情報 を 坦 る こと が で きる 。 熊野 と 神 局 寺 は 、 


そう し た 持ち つ 持 た れつ の 関係 で 、 う まく 
5 っ て きだ の だ 。 

さっ そく 神宮 寺 は 、 淀 橋 署 の 熊野 の も と 
に 関係 資料 を 取り に きた 。 神宮 寺 は 3 人 の 
被害 者 の 写真 の うち 、 東 南ア ジア 和 糸 の 男 の 
も の に 見 入っ て いた 。 聞け ば 、 一 度 見 か け 
坦 寺 万 和 ある と いう 。 

熊野 は 、 今 回 も 神宮 寺 に 人 確か な 期待 を よ 
4 も) 


外国 人 連続 * 
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OR、 IE に こく 


SANZ0 KUMANOI 


人 事件 の 担当 由 な 局 だ た 衣 野 。 
神宮 寺 が 集め て きた 手がかり を も と に 、 オ 
イシ イ と ころ を 総 ざ らい !? 


そ て その道 30 年 の 熊野 も 苦戦 し て いる らし し い 。 神宮 寺 は 洋子 と 


も 相談 し て みる と 言っ て いた が 、 


そう だ 


ウラ の 世界 に 顔 が きく 神宮 寺 な ら 、 


ナ 
ェ デ 
ーー 
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ま 還 。 3 
EE 
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と う や ら 5| き 腕 け て くれ 


必ず 何 か を つか ん で き 


て くれ る だ ろう 。 淀橋 者 に も 、 神 宮寺 くら い 有 能 な 刑事 が 


い 和 ね 人 ほ と 、 


心 辰 思 う 熊野 だ っ た 
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[ifW 呈 選 ] 相 毅 ン 沸 書面 回 


_ 守 表 雲 は ば キ クジ 4 写 オ イ が フン フン 

熊野 は 外国 人 排 圧 を 訴え る 大 日 本 党 
黒 会 で 話 を 聞く こと に し た 。 小 規模 な 
が ら も 、 武 闘 派 と し て 知ら れ て いる 政 
治 結社 だ 。 神 宮寺 の 話 に よる と 、 身 元 
不明 の 男性 は 数 日 前 、 キ マ 劇 場 前 で 党 
黒 会 の 連中 に 暴行 され て いた と いう 。 
断定 する こと は で き な い が 、 は っ きり 
Ne CC し し) 1 

堂 黒 会 の リー ダー、 倉 田 鉄人 は 大 し 
た 威圧 感 の 持ち 主 だ っ た 。 後ろ に 並ん 
だ 若者 た ち は 直立 不動 の まま で 、 倉 田 
合図 が か ある まで は 、 座 る こと すら 許 
され な いら し い 。 

熊野 は 暴行 され た 外国 人 の こと 、 堂 黒 
会 と 外国 人 連続 殺人 の 関わ りな ど を 、 
単 刀 直 入 に 聞い て みた 。 倉田 の 答え は 
「 否 」 だ っ た 。 外国 人 を 追い 出し た い 
の な ら 、 殺 す よ り も 入国 管理 局 に 報告 
する の が 、 堂 黒 会 の や り 方 だ と いう 。 條 に すず いぶ ん と 閣 々 し い 優 を 回 : 


田 呈 っ mv 半 義 導 S 共 


ざ のび は て びな せみ は 可 末 潤 導 半 S ざ すさ 夫 事 


(より 演 
抱 石 斑 S 田 


き 計 べき 司 


暴行 され た 外国 人 は 、 構 成員 の 上 田 の 壮 還 還 績 遇 員 間 。 
手 に よっ て 解放 され た らし い 。 ス 


- 1 は っ < Or 4 ンー. Gv を を 和 5 ま う て いや ヤー 
し か /. ーーーーーーー 
ル 4 宇 cd Er ーー 
と ト * = アス し っ < ャ ーーーーー en 
ロ 1 kr b ーーーーー 
る ん 』 うつ みく. v 
bB 《* Sr + 『 ア y * ーー 
つの) いう 半 6 が 8 / 
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* 1 ee = pr hr 
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開明 0 マー 
宇 叶 会 か ら の 回 答 は 、 外 国人 和久 人 こと は ま 


っ た く 無 関係 だ と いう こと だ っ た 。 暗 い 気 
持ち で 堂 黒 会 を 出 た 熊野 は 、 ア ル タ 前 で 洋 
子 に 出会う 。 死体 の 第 一 発見 者 、 津 崎 の 聞 
き 込み か ら 戻っ て きた と ころ らし い 。 相 変 
わら ず 美 人 だ 。 ワ シ も も う 30 歳 若かっ た ら 
と 、 熊 野 は な か ば 本 気 で 思う の だ っ た 。 
熊野 は 、 堂 黒 会 行っ て きた こと を 洋子 
に 話し た 。 上 田 の 首 に クッ キリ と つい て い 
た キズ の 話 を する と 、 洋 子 の 表情 が と た ん に 還 和 生 生還 
に け わ し く な っ た 。 洋子 は 、 映 元 不 明男 性 彼 吉 者 の 抵抗 で も 考え に 入れ た 洋子 の 洞 財 力 に 、 双 野 も 
の 死人 発見 現場 で 、 ネ ッ ク レス を 拾っ て い る だ ろう 。 に 記 り 神意 見 を 聞い て みる の の 
た の だ | が あり そう だ 
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ご 


し) の いや 放 Y て さい 、 
SS ア *4 2 に PT 1 
さす は 人 を ぶ だ を 
も SY 
ナン だ だ 1 


し 0 

上 田 の 血 の キ ズ は 、 較 行 に お よん だ こと き 、 
ネッ クレ ス に よっ て つい た も の で ほな が いしい だ 
ろう つ か" そん な 上 田 へ の 疑惑 を 後押し す 
る よう に 、 神 宮寺 が 証言 し た 。 例 の ネッ ク 
レス は 、 上 田 が し て いた も の と 同じ だ と い 
つの だ 。 神 宮寺 は 以前 、 キ マ 劇 場 前 で 上 田 


を 目撃 し て いる の だ か ら 、 ほ ば ぼ 間 違い な い 。 


し か も 、 暴 行 さ れ た 外国 人 を 解放 し た の は 
上 田 だ 。 そ れ か ら ? 日 以内 に 、 外 国人 は 殺 
され て いる 。 つ まり 、2 外 国人 の 最後 の 容 を 
見 た の は 、 お そら く 上 田 な の だ 。 や は り 、 
上 田 は 怪し い 。 

熊野 は 神宮 寺 こ 一緒 に 、 再 び 堂 黒 会 事務 
所 に 行く こと に し た 。 上田 に 話 を 聞く た め 
だ 。 ふ た り は 、 上 田 こ こそ が ホン ポ シ だ と 確 
信 し て いた 。 

ネッ クレ ス の こと を ネタ に お どか せ ば 、 
上 田 は 必ず ゆら ぐ は ず だ 。 選 捕 状 が 発行 ご 
れ た わけ で は な い の で 、 今 すぐ 容 医 者 あつ 
か いす ずる ご こと ほ で き な い 。 し か し 、 首尾 志 
く 重要 参考 人 こし て 連行 で きれ ば 、 必 ず シ 
ッ ボ を 出す に 違い な い 。 

族 決 へ の 共 口 は 、 熊 野 の 話術 に か か っ て 


三 友 で 士 た か 9 
いる と 言っ て も 週 言 で は な か っ た 。 
に に っ に 2 2 キ y 
wc とび at で で WS ー+ ご う M / 2 っ 

「 1 ヨ ピ > ーー / 
前 こ <>/ リ ソー 


上 田 に ネッ クレ ス と 首 の キズ に つい て の 
話 を 聞く と 、 か な り の 動揺 を みせ た 。 精神 
的 に は ほ 、 あ まり タダ ブフ な 方 で は な いら し しぃ 
上 田 は 、 ネ ッ ク レ ス な ど 持 っ て いな いと 、 
王 面 的 に 合 定 し た 。 熊野 は 、 ネ ッ ク レ ス に 
上 田 の イニ シャ ル が 刻ま れ て いる の が 、 何 
より の 証拠 だ 1 と 、 追 い 打ち を か ける 。 
実 計 、 ネック レス に は イニ シャ ル 起 ざ 直 る 。 
熊野 も それ を 知っ て いて 、 ワ ナ を し か けた 
の だ 。 上 国 は 、 まん ま よ と ひっ か か けり 、 自分 
0 ネッ ウツ レス に ほ は イジ シャ ル 起 ど 入 ゅ て い 
各 し いり 。 才 才 島 し て も 。 表 才 。 


上 田 は 重要 参考 人 こし て 、 運 行 さ れ た 。 


= ニニ ビ っ 
me で 


自 且 り 選 選 


コープ と 生き 
ョ rj 用 


ヽ 


ーーー ュ ず 


[ 庫 賞 藻 ] 査 由 と 沙 誰 画 と 男 学 


注 子 の 報告 に 耳 を か た むけ る 熊野 と 神宮 寺 。 人 も 入り こま 
な い 記 に 、 な ぜ ぜ こん な 物 が 沙 ち て いた の だ ろう 。 


ネッ クレ ス を 見 た 神宮 寺 は 、 決 定 的 な 証言 を する 。 神 宮寺 
の 驚異 的 な 記憶 力 と 観察 力 の た ま も の だ 


へ ーー ーー ぐ 


時 の ) ベ テラ ン ら し 

い 、 し た た か さ が 発 揮 さ れ た 瞬間 だ 。 そ の 後 、 上 田 に は 正 
式 に 逮捕 状 が と られ た 。 こ うし て 、 外 国人 連続 殺人 事件 は 
終わ り を 告げ た 
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CIOILIUIMIN 


世 人 の 


採 偵 こ そ 、 ミ ステ リ 痢 


最近 話題 の 名 探偵 と いえ ば 拝み 屋 錠 偵 請 
中 禅 寺 秋彦 と 超 能 力 探偵 、 木津 誠 、 
ろう 。 ふ た り が 登場 する 京極 党 シ 唱 画 の 


著者 は 、 処 女 作 「 始 獲 鳥 の 夏 」 で 鞭 還 の 還 語 \ー 認 の 占星術 条 
と く デ ビュ ー し た 京極 夏彦 だ 。 1 p 犯 罪 3- な ど だ 生計 
極 堂 こ と 、 中 祥 寺 秋彦 の 本隊 加 証 女性 読者 の 絶大 な 支持 を 受け て いあ 


古本 屋 の 主人 。 共 川 龍之介 に よく 押 赴 容貌 議 
の 持ち 主 で 気 む すか し い 性 格 だ が 講 球 当 居 
心 優し い 人 物 だ 。 妖怪 や 日 本 の 寺 香 還 誠 
ぽう 詳し く 、 し ゃ べり だ し た ら 止 主 記 起 上 
自分 か ら 事件 に 首 を 突っ 込む こと 葬 語 
な く 、 ど ちら か と いう と 事件 に 巻 寺 語末 
や む な く 解決 する と いう タイ プ 。 整 司 衣 大 
が ら な い お 座 敷 探偵 だ 。 

そし て も う ひ と り は 、 中 禅 寺 の 表 由 控 
偵 を 生業 と し て いる 榎木 津 礼二 郎 請 の 記 
憶 を 視 る こと が で きる 超 能 力 探偵 趣 請 紳 田 
に 、 黄 薇 十字 探偵 社 と いう 事務 所 雄 災 ま 旭 
て いる 。 長身 で 、 ア メ 色 の 目 を し 起 美 貌 の 
持ち 主 、 し か も 生 家 は 大 金持ち だ 講 必 が か W、 


知力 、 容 姿 、 家 柄 と も 最高 な の に 講 言 動 屋 
破天荒 で 非常 識 。 い つ で も 自信 満 友 I@、 平 


気 で 「 僕 が 神 だ | 」 と 言い 切っ て 罰 ま 誤 
オマ ケ に 、 探 偵 の クセ に まだ 犯人 赤 ひ き 
も 捕 ま そ えて いな い 。 そ れ で も な ぜ 閣 憎め な 
い 、 得 な キャ ラク ター だ 。 

次 に 旨 する の は 、 本 職 が 量 占 LV 師 さい 
っ 変わ り 種 、 御 手洗 源 だ 。 だ が 、 業 ほ あ 
まり か ん ば し く な く 、 御 手洗 の 活躍 大 小説 
に し て くれ る 友人 、 石 岡 和 過 の お が 思 で 大 
間 ら し い 生 活 を し て いる 。 手 の つ け よ う が 


っ O 


ま ーー ー を 
SS こみ 
いっ 。 導 明 - ト 
こ < たっ > を 1 
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4 - 理 っ 天 飼 ンジ 


= は か に な い 。 
、 が 映画 化 さ れ て いる の で 、 知 っ て いる 人 も 
多い だ ろう 。 浅見 光彦 は フリ ー の ルポ ライ 


た 探偵 小説 も 多い が 、 


な い 変 人 だ が 、 頭 脳 明 所 で バイ ク や ギタ ー 
の 腕 は 超一流 。 し か も 目 を 見 張る ば か り の 
美男 子 で 、 思 いや り も 深い 。 

記 ま デ > ea ムズ 愛好 


え ( 誠 内 田 康夫 が 生ん だ 浅見 光彦 を お いて 
| 年 に 『 天 河 伝説 殺人 事件 」 


ター だ が 、 つ い 事 件 に 首 を 突っ 込ん で し ま 
性 格 。 兄 は 警察 の 刑事 局長 な の で 、 そ の 
威光 に あず か る ご と も 多い 。 

ハン サム だ が 、 少 し 気弱 で マザコン の 気 
が ある 。 そ れ で も 嫌 わ れ な い の は 、 素 直 な 
性 格 さ 、 気 弱 な 男性 に あり か ちな 濃 や か な 
優し きか ら だ ろう 。- 腺 シ チ ヒ ー ー ロ ー を 描い 
人 気 探偵 の 基本 は や 
は り 優し さ が 必 須 条 件 な の だ 。 


そし て 最後 に 紹介 する の は 、『 未 完 の ル 


ボ 原 作 の 記 藤 氏 も 推薦 の 錠 人 警 部 だ 。 近 


人 シン シリーズ a 天 
映画 化 さ れ た ほど の > 記 人 Eme 著者 は 
大 沢 在昌 だ 。 ま 

「 新 宿 黄 』 こ と 航 島 聞 ま 公務 員 上 級 試 
を クリ ア し た 、 計 珍 ば エリ ー ト 請 あ だ 名 
の 由来 は 、 畠 の よう に ) 
実に 獲物 王 犯 入 を パク る 宮 
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も AA 。 
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た 神 司 寺 。 


まう 


本 格 的 に 与野 に 協力 する こと | 
の ル ホ 』 を 調べ て いく うち 、 神 宮寺 た ち は 事 件 の 育 後 [ 


徹 人 事件 も 落 間 し 、 


條 国人 連続 


計 の 
た 謎 を 有 解 


ーー 
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エー」 
ブロ 


池上 の 遺作 「 未 


ら み あっ 


こ か 


た し て 、 複 雑 


未 


旨 織 が 暗躍 し て いる こと を 突き 止め る 。 


、 池 上 の 信 を 討つ こと が で きる の か !9 


さ 


僕 は 注 子 きん か な か ら 
る の 内 容 を プリ ント アウ ト し て 
ちち っ つた 去 。 


な 


帰国 し た 号 野 は 、 池 上 ( 
キチ ヤァ rwー、 で 
末 た す 。 


ムル ソン か ら 帰 国 し た 写 野 は 、 フ リー ジ 
ャ ー ナ リス ト と し て の 立場 を 捨て 、 再 び 創 
文 社 に 入社 し た 。 池 上 が 勤務 し て いた 創 文 
社 に いれ ば 、 何 ら か の 手がかり が つか め る 
か も し れ な い 。 

与野 は 、 池 上 が 死に ぎわ に 残し た 謎 の 言 
上 業 ' 丘 安 組 」 に つい て 調べ た 。 そ し て - そ 
れ が 上 野 に 事務 所 を 持つ ヤク ザ で ある こと 


を 突き と め 、 さ ご っ そく 張り 込み を 開始 し た 。 


丘 安 組 は 、 WI と いう 輸入 関係 の 会 社 を 経 
党 し て いる 。 表 と 裏 の 顔 を 使い わけ て いる 
の だ 。 与野 は 、 し ば らく WI ビル の 観察 を 
続け た 。 

ふと 気づく と 、 与 野 の を みとめ た 茶色 
の スー ツ の 男 が 近 よ っ て きた 。 丘 安 組 の 者 


か …… 号 野 は 反射 的 に 後 ず すさ っ た 。 こ こ で 


丘 安 組 に 気取ら れる の は 、 非 常に まず い 。 
男 は 、 与 野 を どう こう する つも り は ば な い 、 
と 言っ た 。 ど つや ら 、 丘 安 組 の 組員 で は な 
うだ 。 

男 は 神宮 寺 三 郎 と 名 乗っ た 。 職業 は 私 立 
探偵 で 、 あ る 事件 の 調 人 査 の た め 、 丘 安 組 を 


見 張っ て いる と いつ 。 少し 安心 し た 写 野 は 、 
目 分 の 身分 と 会 社名 を 明か し た 。 神 宮寺 は 、 


出 文 社 こ 聞い て 池上 の 名 前 を 出し た 。 ご どう 
や ら 、 池 上 の こと を 知っ て いる らし い 。 飲 
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み 友 だ ち だ こと いう 神宮 寺 に 、 与 野 は 池上 の 
多 を 伝え た Ne O 


丘 安 組 の 前 で 張り こむ 与野 。 相 手 が 暴 力 団 と 知っ て も 、 与 
野 の 決意 が ゆら ぐ で こと は な か っ た 


池上 と の 思い 出 で つ な が っ て いた 神宮 寺 と 与野 。 与 野 に と 
っ て は 、 思いがけ な い 協 力 者 の 登場 だ 


和 介 局 寺 は 、 池 上 の 死 の 知ら せ に 驚 さ こと 
ま ご い を か くせ な い 様 子 だ っ た 。 号 野 は 神 


喝 寺 の 事務 所 で 、 こ と の あら まし を 語っ た 。 


神 避 寺 は 飼 、 別 件 の 調 食 で 動け な い が カ タ 
が つき 次 第 、 与 野 に 協力 する こと 申 し 出 て く 
れ た 。 ま た 、 神 宮寺 の も と に 届い た エア メ 
イル も 見 せ て も ら っ た 。 確か に 、 池 上 の 事 
跡 だ 。 ふ た り は 連絡 先 を 交換 し 、 た が い の 
仕事 に 戻っ た 。 

池上 は 、 密 入国 に 関す る ル ボ を 書い て い 
た 。 創 文 社 の 池上 の 机 に 、 そ の ルポ ボ に つい 


た 機 池 

に 、 午 . を 

す 前 が 

る に 勤 

の の 

だ 与 て 

う 時 い 

だ は だ 

款 創 

し 

み 社 

| 日 が 経て は 経つ ぽ ょ ど 有り 

| 池上 さ たん. の 北 が 0 調 

| 価 か の 較 達 い 左 つた よう に を 査 

中 えて くる あの 

ら 転 

て の 手がかり が ある か も し れ な い 。 与野 は 
凡 文 社 に 向かっ た 。 


骨 文 社 は 会 社 組織 で も 、 仕 事 は 個人 で こ 
な ざさ な く で は 直人 な い 。 祉 奈 は 、 た が い 記 
どん な 仕事 を し て いる か 知ら な い の だ 。 

与野 は さっ そく 、 
引き 出し に は 、 メ ンコ や ベー ゴマ な ど 、 な 
つか し い オ モチ ャ が し まっ て た 。 相 民 
は 与野 の 息子 に 、 こ れ ら の 遊び 万 を 教え て 
や る と 言っ て いた の だ 。 与野 の 顔 は 、 知 ら 
ぬ 間 に 涙 で ぬれ て いた 。 池 上 は 、 与 野 の 家 
於 に も 、 ず いい ぶん 良く し で くれ た の だ 。 

さら に 調べ る こと 、 引 き 出 し の 興 の 万 に 、 
フロ ッ ピ ー が は りつ け で あっ た 。 隠す よう 


与野 が 持ち 帰っ た フロ ッ ビ ピー の デー か いも 。 


中 イ の 1 僅 譲 志 で ョ モーリ 


洋子 が プリ ント アウ ト し て くれ だ 。『 
申 : 五島 正一郎 」 と いう 内 容 だ が 、 
け で は 何だ か よく わか ら な い 
与野 は 、 名 前 が 記さ れ て いる 五島 に 当 た 
る こと に し た 。 五島 は 国会 議員 だ 。 取 材 と 
称し て 接近 する こと は 、 決 し て 難し く は な 
か っ た 。 取材 理由 は 、 後 で 何と で も な る 。 
万 島 は 肝臓 の 手術 の 後 と か で 、 車 イス に 
座っ て いた 。 国 会 で は 産業 詩 棄 物 リ サイ 
クル 施設 増設 改善 案 」 を 押し 進め て いた ら 
し い 。 そ れ 以 外 は 、 目 慢 話 ば か り で 大 し た 


っ 


池上 の 机 を 調べ て みた 。 


| あつ た 物 赤 。 


ロン トー ドン jn ョ に : 


+ 端 斗 均 背 と へ ささ す 硬 さ 


ささ くる INN か パ 


kt デ ロ 
池上 さん の 机 の 中 に 
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に 置い て あっ た も の だ 。 何 か の 手がかり に 
な る か も し れ な い 。 与野 は フロ ッ ピ ー を 持 
っ て 、 神 宮寺 の も こと へ 急い だ 。 
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情報 を 得 る こと ば で 寺 な か っ た 。 な ぜ 、 油 
上 の ルポ に 五島 の 名 が 登場 する の か 。 号 野 
は 、 も っ 一度 五島 に 会 う よ う な 気 が し た 。 


っ 3 
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| ビル の 1 つま っ た *。 較 守 寺 。 前 原 た ち が 外 国人 を 働か も RT 
に ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニーー」 場 は 、 お ご ろく べき 環境 だ っ た ! 
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密 内 国 ど 丘 安 組 


池上 の 机 を 調べ に 、 創 文 社 に 行っ た 与野 らし い 。 ふ た り は 、 た が い の 仕 事 が 終わ り 
が 戻っ て きた 。 与野 は 、 引 き 出 し の 奥 に は 次 第 、 one 
りつ け て あっ た と いう フロ ッ ピ ー を 見 つけ - 王 ーー 
て きた 。 外国 人 連続 殺人 事件 が 落着 し た 神 
呂 寺 は 、 完 全 に 与野 の 調査 に 協力 で きる 態 
府 を 整え て いた 。 

記 角 さ れ て いた 内 容 は 、 丘 安 組 が 密入国 
に よっ て 得る 利益 に 関し て だ っ た 。 丘 安 組 | た 
は 外国 人 を 密入国 させ 、 そ の 外国 人 か ら 金 SPEECH CTP 8 
を と っ て いた 。 し か し 、 密 入国 が は らむ 危 
陳 や 費用 を 考え る と 、 丘 安 組 が 背負 う リ ス 
ク は あま り に も 大 きい 。 ほ か の 線 も 調査 す 議 SE | 
る 必要 が ある 、 と いう も の だ 。 そ し て 、 ひ 池上 は 、 か な り 突 っ こん だ と ころ まで 取材 を 進め て いた よ 
と きわ 神宮 寺 た ちの 頭 を 悩ま せ た の は 「 ロ うだ 。 D」 と ”R」 は 一 体 何 を 意味 する の か ? 

・H : 五島 正一郎 」 と いう 記述 だ っ た 。「 口 」 還 較 計 可 』- 一 で 蘭 
こと 「 昌 」 の 意味 が わか ら な い 。 池上 の ルポ 
を 完成 ご せれ ば 、 お の ず と わか る ここ と で は 
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何 は と も あれ 、 丘 安 組 の 足 ど り を 追う 必 
要 は あり そう だ 。 神 宮寺 は 丘 安 組 の 、 前 原 
下 史 の セン で 調べ て みる こと に し た 。 豪 造 
季 分 が か 、 か な り ヤ バ い ヤツ だ こと 言っ て いね 
人 物 だ 。 入 国 の こき 、 直 接 前 原 こ 接 前 が あ 
っ た 、 朝 日 興 上 の ヤン な ら 、 何 か 知っ て い 較 四 EE 
る は ず だ 。 それ ぞ れ の 調査 が 終わ り 次 第 、 一 緒 に 丘 安 組 を 追う こと に 

与野 は その 間 、 五 鳥 の 身辺 を 洗う つも り し た 。 密入国 と 池上 の 死 を つなぐ の は 、 丘 安 組 し か な い 
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gl ゴン と ME 


[ 革 員 旨 田 ] 装 S 漠 半 


前 原 と 密入国 の 関係 を 調べ る こと に し た 上 
神宮 寺 は 、 朝 日 興業 を 訪れ た 。 こ ご こ で 働い う 社 コ 
て いる ヤン な ら 、 何 か 知っ て いる は ず だ 。 議 ・ 

日 は 朝日 興業 は 休み の よう だ 。 社長 に まち 
ヤン の 住所 を た ず ね る こと 、 少 し 考え て か ら る 
寺 え て くれ た 。 共 本 は ほ は 、 そ っ と し て お いい を 滞る 
SO だ も )05 しん)。 信 い 

ヤン は 第 二 松 崎 蘭 と いう アバ パー ト に 住ん ピ 


と 
デ 


で いた 。 ヤ ン は 、 ふ た り の 仲間 こと 一緒 に 狭 
い 部 屋 に 同居 し て いた 。 ひ とり は 具合 が 悪 
いら し く 、 し きり に セキ こん で いて 話 を 聞 
く の は 無理 そう だ 。 も う ひ と りほ 、 目 王 
が あま り で き な い らし い 、。 直接 会 話す る こ 
ご ど は で できない だ ろう 。 

前 原 は 職 が な い 外 国人 に 、 給 料 の いい 働 
さ 口 を 紹介 し て や っ て いる と いう 。 会 社名 
は わか ら な い が 、 大 き な 工 場 ら し い 。 P 週 
間 人 交代 で 働く 工場 で 、 体 調 の 悪い 男 に 代わ 
り 、 も うつ ひとり の 男 が 現場 入り する 。 一 体 、 
どん な 仕事 を させ て いる の だ ろう 神宮 
寺 は 、 ソ ラダ と 身元 不明 の 男 の 写 真 を 見 せ 
た 。 日 本 語 が し ゃ べ れ な い 男 が 、 早 口 で 何 
か まく し た て た 。 同じ 衣 で 来 た 仲 間 だ と い 
う 。 だ れ や 、 の たり が ムル ソン た どい の 
こ が 人 ハツ キリ し た 。 それ に し て も 、. 男 の 体 
調 が 気 に な る 。 前原 は 日 本 に 来る 前 、 ヘ ル 
メチ ェ ッ クタ 者 し て くれ た だ よい る つる 泊 W の …。 
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は て (て 学 送 吹上 幅 へ 吐 
7T で て 箇 EE 日 つつ ら ひ て Cy 


次 貞 本 び は ざす ざ 二 郵 拝 末 書 


本 品 


ヤク ザ が 密入国 させ た 外国 人 た ち を 、 一 本 上 移 本: 
0 Rd 夫 り 大 アイ ドリ ング し た まま 
体 ご どこで 働か せよ うと いう の か "? 神宮 寺 止ま っ て いる る 。 


た ち は 、 バ ス の 後 を つけ る こと に し た 。 


神宮 寺 は 、 与 野 か ら 五島 に 関す る 報告 を 本 
聞い た 。 療 養 中 の 国会 議員 で 、 今 は 車 イ ス 「 = 
を 使用 し て いる らし い 。 神 宮寺 は 与野 と 合 ーー 計 
流し 、OWI ビ ル 前 で 張り こみ を は じ め た 。 as い の 
張り こみ 1 日 目 、 1 台 の マイ クロ バス が 、k 課 医 証 告 = 汰 』。 は 
0 Wo) ーー 1 の 
ビル の 前 に 停 ま っ た 。 な か に は 、0 人 ほど 問 剛 王 細 庶 2 
の 外国 人 が 乗っ て いる 。 マイ クロ バス は 2 0 人 ほど の ば 
| た 
| 


第 拓夫 当 


Jl 
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バス を 見 夫 つ て し まっ た !? 


神宮 寺 と 与野 は 、 少 し の 距離 を 置き な が 因 
ら バ ス を 尾行 し た 。 バ ス は た ま に サ ービス 四 
エリ ア で 休憩 する 程度 で 、 出 発し て か ら ず がい 


Eo 
っ 
ー デ プ 


つっ ( せ び 、) (て 移 び 
へ 史 の 区 S 各 列 と 半 諸 


9 宅 章 用 っ ほな し だ っ た 。 

そし て 、 神 宮寺 た ち は 三 叉 路 で バス を 見 
天 っ て し まう つ 。 距離 を 置い こい た の が 、 ア 
ダ に な っ て し まっ た の だ 。 山道 に 続く 道 、 
道 な り の 道 、 一 体 バ ス は どちら へ 進ん だ の 
つが 。 


必 井 六 ゴ ご の 再 倒 


一 休 ど こま で 、 走 っ て ぎ ざ た の 2 神 言 守 た ち が 訪 ね た 民家 は 、 人 然 
だ ろう 。 ふ た り は 、 道 を 聞こ う 間 
と ] 軒 の 民家 を た ず ね た 。 そ こ > 
で ふた り を 出 む か えた の は 、 な 
ん と 坂井 秀子 だ っ た 。 疲れ 切っ 
た ふた り に 、 坂 井 は 食事 こと 一 夜 
の 宿 を 提供 し て くれ た 。 

坂井 の 話 に よる と 、 こ こ か らし ば ら 
く 行 っ た 所 に 、 産 業 廃棄 物 処理 施設 が 
ある と いう 。 坂井 公 一 は ここ で 働い て 
いた と き 、 管 理 区 域 に た くさ ん 外国 人 
が いる 、 と も らし て いた らし い ! 丘 ーー ェ ィ ( ど 
安 組 の バス は 、 産 廃 施 設 に 向かっ た に 本 5 生生 - 守 


性 。 ひ 圧 石 癌 光 且 代 は 佑 行 三 史 館 


五島 は 、 ヤ ク ザ と も つき あい 
が か あら た らし い 。 その ヤク ザ 
代 、、 も し か し て 丘 実 組 か も し 
れ な い !7 


4 。 こ ーー と 一 


違い な い 。 「 た だ っ て 、 土 地 を 売 ちな いと 
し か も 、 産 廃 施 設 を 誘致 し た の は 、 ヤクザ み た いな 補 中 が 


五島 だ と いう の だ 。 五島 を 、 徹 底 的 に 媒 が ちせ に 来る か らち ね え | 


調 食す る 必要 が あり そう だ 。 


すっ かり 元気 を 取り 戻し た 神宮 寺 こ 与野 

は 、 朝 早く 坂井 の 家 を あこ に し た 。 目指 す 
は 、 産 廃 施設 だ 。 し か し 、 そ う 間 里 に 中 を 
LC oO え る だ つろ つか "<。 


/(Y 〇 (Cy 


と 
は Soetiry( (ot9t は Qt 等 > 薄 中 と ( 


出入 り 口 に は 、 人 が よさ そう な 初老 の 男 は 
性 が 千 備 に あたっ て いた 。 与野 は 何 も 知ら 当る か 
な い 観 光 宮 を 装い 、 敷 地内 を 見 学 さ せ て ほ rorg ん 


し いと 、 警 備 員 に た の ん だ 。 神 宮寺 は 、 層 る 
野 の 話術 に 舌 を 巻く ば か り だ っ た 。 bet 
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産廃 聞 設 8 明らか が 購 違 法 だ 1 
警備 員 は ここ ろ よ く 、 ふ た り を 案内 し て 与野 は 、 こ の 臭い に 覚え が あっ た 。 そ う 、 
くれ た 。 敷地 内 に は 台 邊 が た ちこ め て いる 。 レム チ ヤ の 工場 排水 に 似 て いる の だ ! 
Pe 埋め 立て 処理 場 は 、 さ ら に 
ひど い 臭 い だ っ た 。 ご ここ で 働 
いて いた 何人 か が 病気 に な っ 


5080 持ち 帰る こと に し た 。 ま た 、 


埋め 立て 負 理 場 の 土 は 腐っ た よう な 、 警備 員 も 、 病 人 の 続出 に は 疑問 を 持っ 
異様 な 色 に 変わ っ て いた て ME 外国 人 が た くさ ん いる と いう 


索 人 の 借 が 和 て も 


な の か (に 礁 を 亡 ズ た 
写 条 軸 ンド シー 《 
多 想 で き た 。 
外国 人 た ち は 、 人材 派 遣 会 会 社 か ら ー 気 産廃 施設 で 働い て いる 外国 人 は 、 み ん 産廃 施設 を あと に する ふた り 。 療 れ て 
に 来る らし い な 療 れ て いる よう だ は いた が 、 大 き な 達 成 感 が あっ た 


中 ご の の 衣 の ロレ 


産廃 施設 で は 、 神 宮寺 た ち は 思 っ た 以上 を 
の 成果 を 得る こと が で きた 。 あ れ は 、 シ ロ は い 表 
ウト の 神宮 寺 た ちか ら 見 て も 、 明 ら か に 違 は 顔 所 
法 だ っ た 。 し か も 、 圧 安 組 は 密入国 させ た いす ぁ 
外国 人 を この 劣悪 な 環境 の な か で 働か せ て だ と わ 
いた の だ 。 幸い 、 証 拠 と な る 埋め 立て 処理 は た 
場 の 土壌 を 持ち 帰る こと が で きた 。 検査 を る 時 
依頼 する アテ は ある 。 い 隊 

与野 と 別れ 、 事 務 所 で 休む 神宮 寺 の も と い が 
に 、 熊 野 が や っ て きた 。 困惑 し た 顔 で 、 自 > 科す 
分 に つい て き て ほし いと いう 。 神宮 寺 は 、 2 の 
熊野 の 表情 に 不安 を 覚え な が ら 、 つ いて 行 っ だ ん 
に 放 上 あ 本 し た 。 し ) 正 

熊野 は 淀橋 署 の 前 まで 来る と 、 ム ルソン う 人 
人 の 知り 合い は いな いか と た ず ね た 。 何で だ 7 は 
も 、 上野 の アバ ー ト で 死人 信 が で た らし い 。 うー あ 
その 同居 人 が 、 朝 日 興業 の ヤン ・ ラ ウ グ ロ 紀 
ヤ き 
eo だ 0U だ 。 ン の 


っ 7 


p 階 建て の プレ ハブ 小屋 に は 


[ 可 |IldH 環 益 ] 基き S 剖 六 


骨 野 は 、 ヤ ン の 所 持 
品 か ら 神 宮寺 の 連結 先 
が 見 つか り 、 お ご どろ い 
て 知ら せ に 来 て くれ た 
の だ 。 

ヤン は 不法 入国 の 稀 
だ 。 仲間 が 病死 し て も 、 
囲 宗 は お ろか 、 病 院 に 
生 く こも も で C き なし り い 
し か し 、 死 体 を その ま 
ま 放 置 し て お く の は 人 罪 
に な る 。 結局 、 異 四 に 
つい た アパ ー ト の 住 
人 が 警察 に 通報 し 、 発 
現し た の 凌 っ た 。 

神宮 寺 は 熊野 に 続い て 、 取 調 室 に 足 を 貴 
み 入 れ た 。 ヤ ン は お び え て いた 。 見 知ら ぬ 
可 国 の 、 し か も 重苦しい 革 察 の 取調 室 な の 
So 

ヤン は 、 ご と の な り ゆ き を ポツリ ポツリ 
と 語り だ し た 。 死ん だ 仲間 は 、 国 で は と て 
も 健康 な 男 だ っ た 。 最初 は た だ の 風邪 か こ 
思っ て いた が 、 彼 は 一 向 に 良く な ら な か っ 
た 。 ヤ ン は 、 前 原 か ら 紹 介さ れ た あの 工場 
が 、 仲 間 を 殺し た の だ こと 主張 し て いる が 、 
塞 宗 は 信じ よう と は し な か っ た 。 

ヤン は 、 本 国 に 強制 送 選 ご れる だ ろ つ 。 
神宮 寺 と 熊野 は 、 た だ 黙っ て ヤン を 見 つめ 
る し か な か っ た 。 


の さき の 0 中 で 澤 て 党 生 と 囲 池 
ご 征 生 団 の e 半 賠 と は 普 下 状 加 


と に 
ンド 当 


V て の ざさ rk 生 剛 4 し 均 革 還 さす の 上部 


| 己 す 。 は さき 叶 0wA き ( 
| ( (の ざさ ざ へ て び 可 所 導 町 各 


凡才 


せい 叶 回 寺 弁 


き 正 潤 S 湊 ヶ 。 必 末 午 ry 
中 演 の Hm VY て の さび コ 洒 


ハー ド ボ イ ルド と 社会 江 ミ ステ リ 


ハー ド ボ イ ルド 、 と いう 語ら れる 物語 の こと 。 そ し 
言葉 が 似合う 男 は 、 そ う ザ て 、 個 人 より も 社会 全体 や 
ラ に は いな い だ ろ う 。 神宮 企業 の 悪徳 な ど が 語ら れる 
寺 は 、 そ ん な 数 少な い 男 の 小説 を 社会 泊 ミ ステ リ と い 

paa ひと り だ 。 ハー ド ボ イ ルド . う 。『' 未 完 の ルポ ボ 」 は 、- その 
バー ボン と 重い 煙草 が - ハー ド ボ イ ル _ 対 本 来 、 肉 体 、 精 神 と も 両方 の 側面 を 持つ ゲー ム と 
ド の 必須 アイ テム だ 屈強 な 男 の 人 生 観 を 通し て いえ る だ ろう 。 


の あう あ る ある る あ る ざ 


Jl 
(の 


謙 が 明 ち か に な 9 


> を へ 、 と や つ た っ 「 冶 sg 司 の 結果 、 池上 の カ 
カー の も の だ こと ォ 判明 し た 。 号 野 に 訂 た な 民 
開 を 予感 し つつ 、 空 港 へ と 向かっ た 。 


5 し う の 。 
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成田 空港 の ロ 


池上 が 神宮 寺 に 預け た カギ は 、 成 田 空 港 重き 章 
の ロッ カー の も の だ っ た 。 与野 は カギ の 謎 な に 社 
を 唐 く べく 、 さ っ そく 成田 空港 へ と 向かっ に 重大 
た 。 池 上 が 、 無 関係 の 神宮 寺 に 託し て まで か ま 
ぎり た か っ た 物 と は 、 一 体 何だ っ た の か 人 いき た 
それ を 入手 する こと が で きれ ば 、 調 査 は 大 馬 た ロ 
きく 前 進 す る だ ろう 。 1 じ 2 た 

与野 は 、 は や る 気持 ち を お さえ て 、 空 : っ よ ょ 
の 人 混み に 踏み 出し た 。 の 


与野 は イン フォ メー ショ ン で ロッ カー の う 誰 た 雑 や 
場所 を 聞き 、 教 えら れ た 場所 へ 行っ て みた 。 ' | 還 明 較 に ウ て > ら 


ナン バー は 、5307 番 。 ロッカ ー ル ー ム は 広 
く 、 こ の 中 か ら カ ギ の ナン バー を 探す の は 
骨 が 折れ た 。 と さき お り ナ ン バ ー を 人 確認 し な 
が ら 、 よ つや く 目 的 の ロッ カー を 見 つけ る 


mp て 村 に 。 
引き 取り 期限 が と っ くに 過ぎ て いて いる = 王者 証 計っ 商 
の で 、 開 ける の に コイ ン を 投入 し な けれ ば = 議 還 基 還 1 = = 
な ら な か っ た 。 中 に 納め られ て いた の は 、 は 財 族 
うす 茶色 の 油 紙 で で きた 、 大 判 の 書類 封 向 培 ー 欄 
だ っ た 。 ご ここ で 開け る の は まず い 。 中 映 を な ーー 
中 に は 薄 共 色 の 油 算 で で 


の の 生け は は 由 S 基 衣 回 和 


納 財 は さび Wa 自 悦 びさ 一 < ロ 


あら た め る の は 、 神 宮寺 こと 一 緒 の と き の 万 
が いい だ ろう 。 与野 は 期待 に 胸 を ふく ら ま 
せ 、 神 宮寺 事務 所 へ と 向かっ た 。 


| 大 きめ の 書類 圭 租 置か 


うり 


『 国 立 騰 回 移 補 研 究 所 ! 
『 語 大 学 付属 病院 ! 
『 東 亜 総合 病院 
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SABURO Amono me 衣 


ゃ 了 電 し 
同時 に て が け て いた 。 神宮 寺 だ ち ぢ は 、 ーー 
され て いた 3 つの 病院 を 調べ る こと に し た 。 


が - 后 あこ No 


2 索 。 


に と 


も う ひ こつ の ルポ 


与野 が 成田 空港 か ら 持ち 帰っ た 物 は 、 池 
上 の も う ひ と つの ルポ だ っ た 。 “タイ トル は 
「 隠 され た 臓器 売買 の 実態 』。 内 容 は 、 臓器 
宮上 買 に 関す る 備 埋 的 な 問題 提起 だ っ た 。 偶 
し い 国 で 費 困 に あえ ぐ 人 ん 々 の 間 で は 、 目 分 
の 内 臓 を 切り 売り し て 、 生 活 の 糧 を 得る と 
いう ケー ス も 決 じ て 少な く な い の だ 。 
また 、 司 大 学 付属 病院 、 国 立 臓 緒 移 植 研 
究 所 、 東 亜 総合 病院 て 、 3 つの 病院 の 名 も 
記さ れ て いた 。 騰 器 移 植 を 行なっ て いる 病 
院 な の だ ろう か 。 

与野 は 第 P の ルポ 発見 に 、 つ れ し ぐ ざこ 同 
時 に 志 ま ども 玩 え て いた 。 地上 は ほ 、.] 夫 


の ルポ を 集中 し て 書き 上 げ る タイ プ だ っ た 。 


それ が ? 本 同時 進行 と は 、 い ささ か 不 上 自然 
だ 。 ご この 本 の ルポ ボ 、 密 入国 と 臓器 売買 に 
は 、 何 ら か の 関連 性 が ある の だ ろう か"p 
与野 は 、 池 上 の 未完 の ル ボ を 完成 させ る 
決意 を し た 。 そ れ が 、 池 上 へ の 何より の 供 
装 に な る と 考え た か ら だ 。 

池上 が 、 こ の 3 つの 病院 に つい て 調べ て 
いた こと は 明らか だ 。 神宮 寺 は 国立 臓器 移 
植 研究 所 、 与 野 は 東亜 総合 病院 、 熊 野 は 司 
大 学 付属 病院 を 手分け し て 当たる ここ と に し 
た 。 ご これ ら 3 つの 病院 を 調べ た つえ で 報告 
し あい 、 検 討 す れ ば 、 池 上 の 狙い が わか る 
GO 


か も し れ な い 。 調 食 は 、 新 し い 万 向 に 向 か 
2 て 動 さ だ 2。 


隊 填 玩 買 に っ 呈 で 
倫理 的 な 問題 提起 が 
な さて て) 夫 。 


第 2 の ルポ に 読み ふけ る 与野 。 池 上 らし い 、 シ ッ カ リ と し 
た 構成 で 書か れ て いる 


ヒマ を も て あま し て いた だ 骨 野 が 、 万 打 し て くれ る こと に な 
っ た 。. 今度 こそ 、 借 り を 返す チャ ンス !7 


研究 具 m 愛 コン クコ 


で は な い 。 神 宮寺 は 、 記 者 を 名 乗っ て 話 を 
聞く こと に し た 。 調 食 に あたっ て 、 医 学 的 
知識 が 必要 に な る こと も ある だ ろう 。 と こ 
ろ が 受 慎 は 、 ど ご うし て も 気 乗 り し な いら し 
い 。 ご ここ で 遇 分 を 偽っ て も 、 し か た が な い 。 


利 避 寺 は 、 国 立 臓器 移植 研 究 所 を 訪れ た 。 も どの まさ 

こざ っ ぱり こと し た 雰囲気 の 病院 だ 。 受 付 で で の 対 肌 け 
8 3 2 題 さ だ な の な 

用 件 を 伝え る と 、 人 研究 者 の 飼 訪 と いう 若者 計れ と さい 
が 応対 に 出 た 。 神 経 質 そ うな 男 で 、 神 宮寺 旧い 現 ん に 度 
に 対し て 、 あ か ら さ ざま な 反感 を 示し て いた 。 だ く な 来 
探偵 こと いつ 身分 は 、 み だ り に 明か す も の 過重 


申 柱 中 


< 
NN 
ャ ーーー 
デー 


神宮 寺 は 、 私 立 探偵 で ある こと を 正直 に 告 て 説 | 

げた 。 と た ん に 、 今 倉 の 顔 が パッ と 明る く も た な 開け を さす ニー 
な っ た 。 今 倉 は 、 推 理 小説 マニ ア だ っ た の る 名 て に 還 92 eiN Hi 
だ 。 に ーーー ーー 


職 呈 移植 だ 肉 問 の 尊 選 叶 


愛 昼 は 、 理 由 も 聞か ず に 聞き 込み に 舌 力 価 埋 的 問題 も ある 。 日 本 で の 移植 手術 は 、 
し て くれ た 。 日 本 で 行なわ れ て いる 臓器 移 こ て も 困難 な も の な の だ 。 最 近 、 司 大 学 付 
個 0 りつ 、 才 っ と 希 王 脱 的 な の は 前 艇 移植 属 病院 も 移植 か ら 手 を ひい た らし い 。 
や 肝臓 移 答 だ と いつ 。  。 っ 
し か し 、 叫 者 に 適合 す 
る 臓 貫 を 見 つけ る ここ と 
は 難し い 。 和希 記者 すべ 
て が 、 移 植 手 術 を 受け 
られ る こと は 限ら な い の 
だ 。 ま た 騰 器 移植 が 、 
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果たし て 人 間 に 許 され 職 器 移 西 に つい て 、 親 切 に 教え て くれ る 司 大 学 付属 病院 は 倫理 的 問題 を 考慮 し 、 
る 行為 な の か と いつ うつ 、 今 倉 。 今後 と も 電 力 し て くれ る よう だ 臓 甘 移 植 か ら 手 を 引い た らし い 


NF 9 
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臓 礁 移植 の 問題 


愛 訪 が 語 つ た よう に 、 移 心臓 の 停止 を も っ て 死亡 と 
植 に は 臓器 の 鮮度 が 大 切 だ 。 す る か 。 ま だ 生き て いる 人 
多く の 場合 は 、 亡 く な っ た 間 か ら 、 ひ と つ し か な いじ 臓 
人 か ら 有 臓器 を 摘出 し て 患者 . 器 を 摘出 する わけ に は いか 
人 に 移植 する 。 し か し 、- そ れ な い 。 臓器 移植 は 、 デ リ ケ 
も っ と 制度 が 整っ て いれ ば 、 移 植 も 簡 に は 脳死 の 問題 が か ある 。 脳 一 ト な 問題 を 数 多く ふく ん 
時 な も の に な る だ ろう 死 を も っ て 上 臨終 と する か 、 で いる の だ 。 


Q1 
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En 谷川 医師 が 入り 
僕 も その 後に 続い た 。 
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呈 野 は 池上 の 定 ご どり を 追っ て 、 東 亜 総合 
病院 に 来 て いた 。 実 用 性 を 重視 し た 近 未 来 
的 な デザ イン の 建物 は 、 国 立 臓器 移植 研究 
凍 了 美人 だ が 冷た い 
こ 用 件 を 伝え た 。 す ぐに 担当 者 


を 呼ぶ 、 
待 台 室 は 患者 どう し の 雑談 も な く 、 静 まり 
か えっ て いる 。 与野 は 何と な く 、 い ご ここ 
の 悪さ を 感じ 始め て いた 。 


こと 無機 質 な 声 で 応え が 返っ て きた 。 


東亜 総合 病院 に や っ て 


お ぼ ほえ 


の 冷た い 雰 囲 気 に 、 与 野 は 違 和 浪 
る の だ っ た 。 


ーー 1 57 
「 し イコ 


AN の 
\ 
ia 
ー * み ン 
人 we 
ー M 4 か テム Y 陣 に 和 い 


は は 所 時 へ 叶 可 油 吉 千 方 。 呈 
首 玄 囲 滞 り 科 行 テマ ロコ ー サ マー 


國 は ビン 


池上 で 取 秘 に 米 て いた 


や っ と 現れ た 担当 者 は 、 
植 を 手がけ て いる 、 
骨 に 皮 を 張っ た よう な や せこ けた 男 で 、 ボ 
サポ ボサ し た 髪 と 日 衣 が 、 よ く マ ン ガ に 登場 
「 する マッ ドサ イエ ン テ ィ ス ト を 思わ せ た 。 

用 件 を 伝え る と 、 谷 川 は 与野 を 応接 室 に 
抄 内 し た 。 ご この 病院 の 医療 設備 が タダ 物 で 
は な いこ と が 、 シ ロウ ト の 与野 に も わか っ 
た 。 し か し 移植 の と き に 必要 な 臓器 は 、 
体 ど こ か ら 調 達し て いる の だ ろう 与野 
は 単 刀 直 入 に 聞い て みた 。 東亜 総合 病院 で 
は 、 臓 器 バ ンク と 密 に 連絡 を と っ て いる た 
め 、 安 定 し た 供 結 が 得 ら れる らし い 。 そ し 
て 谷川 は 、 池 上 と いう 記者 が 同じ 用 件 で 訪 
bee と が あめ る る 己 名 らし た 。 
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一 院 長 で 主 に 移 


谷川 こと いつ 医師 だ っ た 。 


『 り の 人 津 誤 ブ 


重 た 川 与 
科 に 野 
記 軸 は 
の 接 会 

さ 到 す 取 
う は る 材 
に と 
愛 大 と 偽 
琴 企 : が つ 
さ 業 で て 
だ の き 谷 


三 嘱 ご: 
it 正和 開 


まく の 肖 。 
せ は 三光 人 環 芋 


誠 MT 
6 


ーーーーー デ ーー ーー 


ー と 死人 僅 す は る 場所 2 だ けが 持つ 
竹生 の 皇 し ! た 2 


院 を 訪れ た 


野 だ が 、 


院 移し 聞 
に 植 か き 
移 を し 込 
さ 断 み 
秀 信和 
だ し. か 細 
と 愚 た 粘 
と 7 7 に 3 
だ 者 の り 
け は は が 
だ 他 病 大 

の 院 切 

病 は ! 


は 月 


今度 こそ 、 神 宮寺 に 借り を 返す ! 
骨 野 の 心 の 叶 び な の だ ! 


神宮 寺 た ち に 協力 すべ く 、 ーーm 
眼 野 。 は りき っ て や っ て 来 た 衣 
病院 で は 半年 前 に 移植 手術 か ら 手 
を 引い た と いう 情報 し か 得 
今回 は 刑事 の 直感 が か まる で 働か な い 。 
し か し て 、 神 宮寺 は オイ シイ と ころ を 
折り 占め し た い は か り に 、 実 り の な い 


司 大 学 付属 病院 の 
元 肛 意 移 植 関 係 者 と 
ラ だ う て 。 と が が でき ぎ た 。 


 『 填 蘭 に 舎 ま れる 成分 は 
人 人体 に を いし て 十 大 な 被害 を 
及ぼ す 人 希 際 性 が ある 。 


肺 の 汚れ ぐあい で 、 ど の くら い 東 京 に 
いた の か も わか る と いう 


られ な か っ つっ 和 E。 


「 ひ ょ ほぼ ほお お お ん 」 


ン は 働く の か 7 
時 7 旧 


比 仁 は 


も 


SANZ0 KUMANO 


坦 


ー ン スズ 


大 は りき り で 、 司 大 学 侍 属 病院 昼間 き 込 み 
に 行っ た 熊野 。 果たし て 、 そ の 道 30 年 の カ 
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ーー 自分 に 押 し つけ た の で は 
な いか …… そ ん な 疑 芝 すら 、 熊 
きつ た 。 や 休 り 、 
ん で お くべ きだ っ た 。』 
紀 寺 の 役に立つ と 甘い 、 


野 の 頭 を よ 
行き た い 病 院 は 目 分 で 選 


態 野 は 、 今 度 こ そ 神 
利 院 を 後に し た 。 


… ひ みよ ぼ お お お ん 


犯罪 捜 信 に 


犯罪 捜査 に 医学 は 欠か せ 
な い 分 野 だ 。 特 に 死亡 推 定 
時 刻 や 、 死 因 な ご は 大 き な 
手がかり に な る 。 死亡 推定 
時 刻 を 比較 的 簡単 に 割り 出 
す 方 法 、 そ れ は 人 死 斑 だ 。 多 
坦 と は 、 人 死後? 一 9 時間 で 


貢献 する 医学 


肌 に 現れ る 繁 色 の 斑点 の 

と 。 流れ な く な っ た 自 液 が 
皮膚 の 方 に さがっ て くる の 
だ 。 仰向け に 倒れ れ ば 背中 
に 出る と いう わけ だ 。 皿 液 
は ]0 時 間 ほ ご で 固まり 、 死 
斑 も 動か な く な る 。 


[if# 申 ] 革 ご S 則 池 


り イ たく 


り 


= のか! B 
それ で も 、 神 富 寺 た ちの 捜 倉 は 続く 。 


ー デ 2 か に 問 ち TP)。 
オレ だ っ て キレ イ ご と 諾 で 丘 安 組 が 、 神 宮寺 た ち に は 
1= <。。 コ / 太 Am ー ズル 一 胡 
5 SN 3 ペダ エガ ーー | 昌 は 、 見 せしめ の こめ に 殺 ざ 
3 了 こ イプ) し で イィ イ ロ 


ーーー 


SAS pl. 上 Ua デ 衣 層 了 と 5 っ ププ 4 ルー エク ば ーー 


神宮 寺 に 、 関 東明 治 組 の 曖 造 親 分 か ら 会 
Mk 
神宮 寺 は 、 豪 造 を 待つ 間 、 組 員 の 飼 泉 こ 
談 し て いた 。 今泉 の 話 で は 、 ま た 不法 就 
ヲ の 外国 人 が 殺さ ご され た と いう つう 。 被害 者 は ム 
ルソン 人 で 、 内 臓 を えぐ られ て いた らし い 。 
圭 造 親分 が や っ て 来 た 。 グ ラス 密売 は 丘 
安 組 の し わざ だ っ た らし く 、 豪 造 親 分 は 交 
り に 燃え て いた 。 明治 組 で ヤク は 御法度 、 
ケン カ を 売っ て いる よう な も の だ 。 連 造 は 、 較 I ES お EERSE5 「 
丘 安 組 が 神 避 寺 た ち を 狙っ て くる と に らん 扱 填 者 は 「K」 の 店 員 。 借金 も な く 、 殺 され る 理由 は な い 。 
ボディ ガー ド を つけ る と 申し 出 た 。 殺さ れる 数 日 前 に 、 ヤ ク ザ が も うけ 話 を 持ち か け て いた 


外国 連 続 栽 22097 の フン 


神 避 寺 は 、 そ の 足 で 淀橋 署 の 熊野 を 訪ね 
こ 。 熊野 は 、 司 大 学 付属 病院 で 得 た 情報 を 
神宮 寺 に 伝え た 。 司 大 学 付属 病院 は 、 半 年 
前 に 移植 か ら 手 を 引い た と いう こと だ っ た 。 

神宮 寺 は 、 明 治 組 で 飼 泉 か ら 聞 いた 外国 
人 連続 殺人 の 4 人 目 の 犠 牲 者 の 話 を きり 出 
し た 。 上 田 が 自 代 し た の は 、 キ マ 劇 場 前 で 
旦 行 し た 男 を 殺害 し た こい つこ こと だ け だ と こと 
いう つう 。 飼 後 は 、 愉 快 犯 に マト を し ば っ て 捜 
信 す る らし い 。 外国 人 連続 紋 人 は 、 完 全 に | 隊 和 MMBGN 2 で | 
ふり だ し に 戻っ て し まっ た 。 神 宮寺 は 、 何 態 野 & い と が し く な り そ う だ 。 あ まり 、 与 野 の 調査 に は 参 
か が ひっ か か っ て いた 。 加 で き な い だ ろう 
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時 の 翌 圧 


淀橋 署 か ら 戻 っ た 神宮 寺 を 、 与 野 が 待っ 安 
て いた 。 東亜 総合 病院 で は 、 移 植 に 関す る な に 寺 
実績 以外 、 大 し た 情報 は 得 ら れ な か っ た ら い ュ 誠 
し い 。 今 倉 の 話 で は 、 3 つの 病院 の 共通 点 廃 と 
は 臓器 移植 で 、 現 在 行なっ て いる の は 東亜 設 係 時 
総合 病院 だ け だ と いう 。 こ れ か ら の 調査 ポ ちち 
イン ト は 、 も う 一 度 こ れ ら の 病院 を 洗う こ も ヤ と 
こ 。 そ し て 、 東 亜 で 手術 を 受け た と いう 五 時 げ 合 
島 を 当たっ て みる 必要 が あり そう だ 。 旧 丘 る 


之 選 の 徐 頼 


事務 所 の 電話 が 突然 鳴り 、 今 倉 が 面会 を 自 り い が 不 
求め て きた 。 に だき 移 
今 倉 は 何と 、 神 宮寺 に 仕事 の 依頼 を し た 上 | 今 プ み 手 
いと いう 。 今 受け る こと は で き な い が 、 の イミ の 
だ け で も 聞く こと に し た 。 最近 、 移 植 が 必 外 を が い 
要 な 患者 が 「 い くら 払え ば 、 手 術 し て も ら 間 一 っ な 
売 人 0 な P」 忌 、 お か し な こ 大生 っ た だ 較 だ 仕 は 放 
いう 。 手術 に は 多額 の 金 が か か る が 、 金 が に せ 上 
あっ て も 相性 の あう 臓器 が 見 つか ら な く て 

は 、 手 術 は で き な い 。 そ の 患者 は 、 東 亜 で 天 
ヤク ザ 風 の 男 か ら 「 金 さえ 払え ば 、 す ぐに れ と 人 
で も 手術 を 受け られ る 病院 を 紹介 する 」 と い 角 は 
吹き こま れ た らし い 。 不正 な 騰 器 移植 手術 E 今 か 
が 行なわ れ て いる の だ ろう か 。 そ し て 神宮 すま 
寺 は 、 今 倉 か ら 貴 重 な 情報 を 得 た 。 今 倉 は 、 5 間 利 が な 
D は ドナ ー( 臓 器 提供 者 )、 日 は レシ ピエ ン ね … - 事 放 
ト (移植 患者 ) の こと だ と 教え て くれ た 。 た る て 
今 倉 は 、 東 亜 総合 病院 の 谷川 医師 は ヤク の a 
ザ と つき あい が ある らし い 、 と 言っ て いた 。 上 呈 多 と 
も う 一 度 、 調 べ て みる 必要 が ある 。 神宮 寺 | を 劇 
は 谷川 に 、 ヤ ク ザ と の 関わ り を 率直 に た ず | は し 
ね た 。 谷川 は 研究 資金 を 融資 し て も ら っ て お た を 
いる だ け だ と 答え た が 、 明 ら か に 動揺 し て 2 神 定 
いる 。 そ こ に 、 院 長 の 板垣 が 現れ た 。 谷 川 | きる 
を 黙ら せる だ け の 威厳 を 持っ た 男 だ 。 も う | 5 
これ 以上 は 情報 を 引き 出せ そう に な い 。 需 板 


の 
Jl 


[ 民 由 才 嘆 愉 ] 斗 ご 時 汗 


“ ーー 証 単 与 

谷川 馬 丘 安 組 の 関係 ーー - 論 詩 
神宮 寺 は 与野 た ち を 呼び 出し 、 捜 査 状況 | も の 
を 報 右 し た 。 リ と 日 の 基 味 が 判明 し た ここ と 、 講 徐 「 生ま > 
東亜 総合 病院 の 不正 手術 医 惑 や 谷川 こ ヤ ク P る な 
ザ の 関係 な ご だ 。 石島 は 移植 患者 こし て 、 訪 旨 雪 
名 前 が 記録 され て いた の だ 。 池上 の ルポ に 2 た 
は 、 両 万 こも ヤク ザ が 関わ っ て いる こと が | 吉 6 言 還 
わか っ た 。 的 は 東亜 総合 病院 に し ば られ た 。 た は 


ファ エー の > 
自選 当 三 ガ 言 『 ル 7 
人 夜 、 バ ー ボ ン を 片手 に 物 思 い に ふ 
ける 神宮 寺 の も と に 、 熊 野 か ら 電 
が あっ た 。 飼 慎 和志 が 、 交 通 事故 で 
死ん だ と いう の だ |! 神宮寺 は 淀橋 


の 歌舞 伎町 に た た ずみ 、 
蘭 神宮 寺 は 生前 の 今 倉 を 思 
2 も 。 て も きこ 


e し ML 衣 Eb 神宮寺 は 、 言 葉 も な 
著 に か けつ けた 。 し か し 、 署 内 に 入 | ぼん の 数 回 し か く 今 倉 を 見 つめ た 。 
る の は た め ら われ た 。 錠 薦 の 死 が 、 村人 COMP が ラ 倉 は も うす ぐ 、 家 


| 憎め な い 奴 だ っ た 。 族 と 無言 の 対面 を 果 


今回 の 調査 に 関係 ある と すれ ば 、 自 "wow 


分 が う 昼 を 間接 的 に 久 し た 
こ ご と に な る の で は な いか "? 
神宮 寺 は 意外 な ほど ショ ッ 
ク を うけ て いる 自分 に 気 が 
つい た 。 あ の 憎め な いとこ 
中 が 気に入っ て いた の だ 。 
報 女 琶 に は 、 飼 基 が 変わ 
り て た 人 姿 で 横たわっ て い 
た 。 眠っ て いる よう な 組 面 
に 、 青 日 い 死 が 浮か ん で い 
た 。 選 岬 尼 は カメ ラ に テー 
に の ウジ コー ター、 そ し で 半 示 
も し な いで あろ うつ 煙 草 な ど ご 、 
探偵 の 必需 品 が いろ いろ こと 
あっ た 。 煙草 は 、 神宮 
寺 こ 同じ 鉛 柄 の も の だ 
7 

テー プレ コー ダー は 、 
之 昼 の 最期 の 言葉 を 録 
音 し て いた 。' 手術 を も 
ちか けた 」「 東 亜 に 」 と ' " 
いつ 手がかり を 残し 、 主査 に 関わ っ た ば か り に 、 今 倉 は 殺さ れ  「 神 宮寺 さん に は な れ な か っ た ……。 今 
今 倉 は こと きれ た 。 た の だ ろう か ? 神宮 寺 は 自分 を 責め た 倉 の 最期 の 言葉 は 、 あ まり に も 圧 し い 
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ラ 昼 の 死 は 、 神 宮寺 だ け で な く ぐ く 洋 子 や 与 すい 
野 に も 大 き な シ ョ ッ ク を 与え た 。 神 宮寺 は な た 
丘 安 組 が つけ 狙っ て いる と いう 、 豪 造 親分 
の 言葉 を 思い 出し て 戦 恒 し た 。 関 本 

神宮 寺 と 与野 は 今 倉 が 残し て くれ た 手 が 鹿 た 


か り を も と に 、 東 下総 合 病院 を 当たる ここ 還 還 還 加 2 デ aa 
に し た 。 密 入国 と 臓器 移植 を つなぐ の は 、 時 きま pe キ 
ーー 


を 討つ と 心 に 次 っ た 。 
ワコー ら 半 


利 宮 寺 と 与野 は 、 東 亜 総合 病院 に 来 て い 
こ 。 目的 は 、 東 亜 が 本 当 に 不正 移植 に 関係 
し て いる の か と いう こと と 、 丘 安 組 と の 関 
連 を 調べ る こと だ 。 

し か し 神宮 寺 は 、 与 野 を 連れ て 来 た こ と 
を 後悔 し て いた 。 何 の 関 係 も な い 与 野 の 家 
族 が 、 飼 廊 の よう に 巻き ぞ え に な る 可能 性 
も ある 。 神 宮寺 の 言い 分 に 納得 し た 与野 は 、 
方 島 を あたっ て みる と 言っ て 帰っ て いっ た 。 


五島 の カル テ を 探せ | 


神宮 寺 は 、 過 去 3 ヵ月 分 の カル テ を 調べ _ の 、 ト ゲト ゲ し い 態 度 だ 。 外 科 手 術 全般 の 
る つも り だ っ た 。 も し ドナ ー に 密入国 者 の 。 カル テ は 、F と G の 棚 に ある と いう 。 
名 前 が あっ た り 、 レ シ ピ エン ト に 丘 安 組 関 半生 馬 se だ 計 語 
係 者 の 名 前 が 記録 され て いた ら 、 そ れ は 大 
き な 手 が か り に な る 。 

受付 の 女性 に 用 件 を 伝え る と 、 す ぐに 板 回生 二 野 の 5 
叶 を 呼び 出し て くれ た 。 板垣 は 、 カル テ の 回 呈 還 半生 転生 7 7 還 す ニ ー 恒 
閲覧 を 、 ご ここ ろ よ く 承 知 し て くれ た 。 王 <。。 に 和 を 

神 急 寺 は 受付 で 医局 の 場所 を 聞き 、 記 録 ' 

課 に 向かっ た 。 記録 課 は 、 患 者 の カル テ や の に 何 を し に 到 た ん た 、 

手術 記録 を 管理 し て いる 。 ド ア を くぐる と 、 
ファ イル ケー ス が ズラ リ と な らん だ 部 屋 の 回 証 較 較 細 較 間 昌 IE | 
奥 か ら 、 斉 藤 と 名 乗る 男 が 現れ た 。 い そ が 目 つき 悪い 男 、 斎 藤 。 ど うし て この 病院 は 、 こ ん な ヤツ 
し い の に 何 を し に 来 た ん だ と 言わ ん ば か り は か りな の か 


り 叫 で と は と 睦 石 午 ゆ きり と / 志 題 JT 


ゞ さぶ びさ 石 陣 守 さぶ どき さて 


マー け 田 

29 ト < 

TA さよ 。 の の は と ど と とき は て 加 ゴ i 
吉 咽 mW と さぶ 沈 対 


せ 圧 で 了 で の 名 さき 風 m 串 思 昌 
ぶす 人 きき 団 層 二 中 


oO7 


[ 尋 IlldH 末 益 ] 革 S 剖 半 


アル ファ パウ トド が バラ バフ ラフ !7 


外科 手術 全般 の カル テ を 調べ れ ば 、 移 植 
に 関す る 記録 も わか る と いつ も の だ 。 記録 
計 の 詠 膝 は F こけ の 棚 を 探し 、 見 つか っ た 
らら 呼ん で くれ こと 言 っ て 、 目 分 の 仕事 に 戻っ 
て いっ た 。 さ っ そく 探し に か か る 神宮 寺 だ 
が 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト が 順番 に な らん で いな 
い の だ ! 

職員 た ち は み な いそ が し そう で 、 
りこ と し て 座っ て いる 者 は いな い 。 
聞け ば お お よそ の 位置 は 教え て も ら え る だ 
ろう つう 。 ひ と つ ひ と つの 棚 を 、 て いね い に 擦 
し て と いく ん が な い だ る ろう 。 


誰 ひ と 


て 


と この ナン バー は し 天 。 


' 
ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニーーーーー 
尾行 ・ 調 査 画面 で F と G の 棚 を 探す 。 目的 の 棚 は 、 
ら 一 番 速 いと ころ に ある 


ドブ が 


記 表 床 、 肩 騰 ほ 全 つ と つ イ イ 奴 だ ! 


神 局 寺 は や っ と F こと ば の 棚 を 見 つけ る こ 
こと が で きた 。 中 か ら 五 亡 の カル テ を 見 つけ 
出す と 、 そ の 手術 日 を 手帳 に メモ し た 。 

伸 避 寺 は 斉藤 を 呼び 、 い くつ か 濾 問 し て 
みる こと に し た 。 外来 患者 の 診察 は 終わ っ 


た らし く 、 萌 藤 か ら も 、 寺 裕 の 表情 が つか 
が えた 。 電 の 人 生 ソ て b い ye の 
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院長 や 副 院 長 だ が 、 実 際 は 記録 課 だ と いつ 。 
手術 記 録 は 執刀 医 が 管理 する が 、 最 後 は や 
は り 記 録 課 だ と いう 。 よ ぼ ほど ご どの ここ と が な い 
限り 、 執 刀 医 が 管理 する こと は な いと いつ 。 
ほか に も 手術 室 の スケ ジュ ー ル や 、 薬 品 、 
機材 の 管理 も や っ て いる らし い 。 

神宮 寺 が 、 五 島 の 手術 室 使用 の スケ ジュ 
ー ル を た すず ね る こと 、 斉 藤 が バ ソコ ン で 調べ 
て くれ た 。 ご の 日 の スケ ジュ ー ル は 、 執 刀 
医 の 谷川 自身 が 決め て いる 。 ま れ な ケー ス 
だ が 、 急 患 や V | ロ の 手術 の 場合 に は ある 
こと らし い 。 ほ か に も 谷川 は 三 紅 の 御 草子 、 
倫 巻 英 樹 の 手術 も 執刀 し て いる 。 ま た 、 谷 


間 是 ポイ ゲン フ 電 ば の や こと 本 当 


らし い 。 人 研究 費 を 工面 する た め 、 ヤ ク 


ザ に 借 全 を し た の だ 。 


『 才 は 
ささ 
ニー ア テー 


きっ 
の 慎 導 


y し (Y は さ 迷 は と 皿 


は の の び 光 は 求 敵 さ 本 
| 石 坦 吉 還 は て 選 普 


ES 


谷川 の と ころ に 借金 を 取り 立て に 来 て いた ヤク ザ は 、 
先月 の 終わ り 頃 か ら パ ッ タ リ と こ な く な っ た と いう 


玩 生 は 眉 唐 深 ( } 9 で 
佐 隆 な 目 に あっ て も 
何と か 雪 り 抜け る 事 が 


2 の 宛 に ショ ッ ク な 画 ま *O 
も 、 丘 安 組 の 魔 の 手 か の びる 


YOKO MSONO 有 


明治 組 の 豪 造 親分 が 、 ボ ディ ガー ドド と し 
て 今泉 を よこ し て くれ た 。 神宮 寺 は 、 危 了 
な 調査 を 一 手 に 引き 受け 、 洋 子 は 事務 所 に 
待機 させ て いた 。 神 宮寺 に と っ て も 、 泉 
が 事務 所 に 出入 り し て くれ れ ば 、 こ ん な に 
心強い こと は な い だ ろ うつ 。 

愛 泉 は 礼儀 正しく 話題 も 豊富 な 男 で 、 
ず 符 の 洋子 を 選 Bl 屈 さ せな か っ た 。 洋子 は 、 


中 嘩 
Ei 


| 
| 


改 


「 【 an l 


| ぃ 還 還 


な せろ 泉 の よう な 人 物 が ヤク ザ な の か 不 思 


譲 に 慎 > つ た 潤子 は 、 飼 泉 か ら 丘 安 組 の こ 
と を いろ いろ と 聞い て みた 。 人 身 売 買 や 麻 
薬 密売 な ど 、 金 に な る こと な ら ご どん な こと 


で も し で か す 、 施 険 な 組織 らし い 。 洋子 は 、 


神宮 寺 の 身 を 案じ た 。 

ご 、 そ の と き 、 窓 の 外 で て 銚 声 が と どろ 半 
ー 発 の 凶 弾 が 発射 され た 中 
こっ ささ に 身 を か が め 、 飼 泉 は 洋子 を 


みり は 只 邊 は す 『 
司 。 つ 9 で 旨 


宮 光 展 は せき 移 き 座 由 六 


c 一 
デ 


Hf 。 
( 馴 


S 山 NX" 


関東 明治 組 の 今泉 が 、 応 援 に か けつ け て くれ た 。 た の 
も し い 味 方 の 登場 だ 


今泉 と いう 男 

J フル ネー ム は 今泉 直久 。 性 格 は 礼儀 正しく 義理 人 
シ 新 往 一帯 に シマ を 持つ 、 関 情 を 重んじ る タイ プ 。 そ れ 
シ 東明 治 組 の 組員 だ 。 親 分 、 は 、 体 を は っ て 洋子 を 守り 
う 風 林 豪 造 の 懐 妃 と 呼ば れ 、 抜い た こと か ら も うかがえ 
シ “ 組 内 部 で も その 影響 力 は 大 .. る 。 そ ん な 飼 泉 の 一 入 称 は 
) 語尾 に カタ カナ を つけ て し ゃ べ る の が - 幸い \。 神 宮寺 も 、 絶 大 な 信 - 「 ア タ シ 」。 タ フ な 男 の 意 外 
ンタ と 頼 を よせ て いる 。 な 一 面 だ 。 
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[N 玲 き 便 ] 斗 S 汗 省 


フ 習 mm 


| SABURO sup0m0 m 責 
只 す 堪 事 昌一 ) 
PT 議 ro 
ヒビ が 入っ て いた 。 較 ブ 琶 の 家族 が 、 次 々 とこ キズ つ て いく 。 


ご つ す る 、 神 局 寺 7 


2 の 9 の 2 


寺 は 育 中 に 冷た い 汁 を 感じ な が ら 、 事 務 所 
の 随 段 を か け あ が っ ea 


東亜 総合 病院 の 斎藤 か ら 貴 重 な 情報 を 得 1 と # に 
た 神 属 寺 は 、 定 ご り も 軽く 事務 所 に 戻っ て ば の て は 
さ た 。 ご この 成 末 を 早く 誰か に 話し た か っ た 。 熊 好 る 人 

人 外 か ら ふ と 、 事 務 所 の 窓 を 見 あげ る こ 、 ん 来 よ が 
ガラ ス に ヒビ ピ が は いっ て いる 。 あ れ は 、 鈴 まい まえ 
女 !! も し や 、 洋 子 の 身 に な に か …… バ 神宮 諸 と く 


事務 所 に は 、 熊 野 を 始め と する 淀橋 署 の が な 区 
面々 が 、 部 屋 中 を 検分 し て いた 。 幸い 洋子 事 が で 
に は ケガ は な か っ た が 、 神 宮寺 が 受け た 衝 な っ コ 3 
撃 は 大 きか っ た 。 洋子 を か ば っ た 飼 泉 は 肩 た 来 が 
を 負傷 し 、 歩 いて 行 さ つけ の 病院 へ 行っ た いす 
らし い 。 ふつ う の 条 院 で は マズ イ の だ ろう 。 
や は り 、 丘 安 組 の し わざ な の だ ろ つ か 。 | 家 に 


し か し 、 丘 安 組 は 攻撃 の 手 を ゆる め る こ 
- と は な か っ た 。 号 野 の 家 が 火事 に な り 、 家 
族 が 病院 に 収容 され た と いつ う 。 青い 顔 を し 
た 与野 が 事務 所 に や っ て 来 て 、 神 宮寺 に 報 
右 し た 。 ご こ ご これから 病院 に いく つも りら し い 。 
与野 の 家族 は 重体 だ っ た 。 妻 の 雪 枝 は 意 
識 を 回 復 し 、 危 機 は 脱し た よう だ っ た 。 し 
か し 、 息 子 の 守 は 一 酸化 炭素 中 毒 が ひど く 、 
いま だ に 危険 な 状態 だ 。 守 の 小さ な 体 に は 、 
あちこち に 白い 包帯 が 巻 か れ て いた 。 家族 : - 
の 痛々 し い 姿 を 前 に 、 与 野 は ある 決意 を 固 出火 原 因 は 、 放 火 の 疑 いも ある らし い 。 与野 は 、 家 族 の 例 
め る の だ っ た 。 を 奪 お うと し た 奴ら に 復 凡 を 誓っ た 


ィ 7 り 


より 3 ルコ ド 時 ヨ P 
ピ っ 本 天守 因 AT 


家族 の 症 か 狙わ れ 、 完 油 
与野 。 そ の 先走っ た 行動 が 、 加 
呼ん で し まう ! 


五 分 を 背 迫 し ろ ! 


号 野 は 窟 り に まかせ 、 五 島 の 事務 所 に お 変 に な っ た と き 、 丘 安 は どこ か ら か 五島 に 
し か けた 。 ヤ バ い 秘密 を 知っ て いる と 脅迫 あう 臓器 を 調達 し て きた 。 五島 は 、 丘 安 が 人 
する こと 、 顔 面 蒼 日 の 五島 は 、 は な の 寺 時 ck に ム こ ao 
を 話し 始め た 。 Se 和 | 

知り 合っ た 当時 、 Es 
島 は 丘 安 仁 が ヤク ザ 療 
こ は 知 ら な か っ た 。 買 
多 会 社 社長 こ ご 名 乗っ た 
丘 安 は 、 目 社 の 便宜 を 
は か っ て くれ た ら 、 詩 


念 を や る と 言っ た らし 五島 を 攻撃 すれ ば 、 こ と の 真相 が ハッ キ 騰 器 の 出所 を 知っ て し まっ た 五島 は 、 丘 
い 。 そ し て 五島 が 肝 硬 する か も し れ な い 安 の いい な り に な る し か な か っ た 


五島 の 裏切り !? 


その 後 丘 安 は 、 五 島 に ムル ソン か ら の 臓 を 訪ね た 。 部 屋 の ドア を 開け る と 、 暗 い 部 
爾 密 加 | に 手 を 代 せ と 言っ て きた 。 秘密 を 知 屋 か ら 突 然 、 五 島 が 襲い か か っ て きた ! 
っ て し まっ た 五島 は 、 丘 安 に 協力 せ ざ る え 瞬間 、 与 野 は 頭 に 衝撃 を 感じ 、 そ の 場 で 気 
な く な っ て し まっ た 。 写 野 は 、 3 日 以内 に を 和 失っ て し まっ た 。 
事件 の 証拠 品 を 渡せ と お ご ど し た 。 3 日 
後 、 連 給 を 受 けた 与野 は 五島 の 事務 所 


た 
ぬ 展 開 を 


[ 問 ] 革 S 削 省 


は ーー は 時 り 占 愉 六 H 用 立 計 
各 “ 
NII 


S 征 田 で て 和 庄 尺 ん 半 


さび は 謎 人 丹 に 
有 各 栖 ③ び は 了 牟田 人 許 洞 悪 誠 


ぬう と 立ち 上 が り 、 与 野 を 押 撃 する 五島 。 五 島 は 車 イ 
ス を 使っ て いた は ず だ が -…… 


em、 了 ゎ て 
supno mm 


> 4 提 生 暫 朗 


丘 安 組 に 知れ た の は 重 実 た なろ うぅ う 。 | た 大 交 用 0e 和 (の と と 潜 
入 す る ここ と を 決意 する 。 そこ ご で 見 た 物 は 、 
丘 安 の お ご ろく べき 悪事 の 記録 だ っ た ! 


_ 記 の 区 台 し 2 


丘 安 ビル を 偵察 だ 


丘 安 組 の 強襲 に 、 神 宮寺 は 敵 の 牙城 に 乗 
り 込む こと に し た 。 丘 安 組 を 壊滅 させ る こ 
と が で きる よう ね な 材料 を 探し 出す た め だ 。 

神宮 寺 が 、 WI ビル 前 に 着い た の は 夜中 
だ っ た 。 当然 、 正 面 玄 関 の カ ギ が 開い て い 
る わけ も な い 。 豪華 で 、 最 新 の デザ イン を [ 
施し た ビル だ 。 防犯 シス テム も 充実 し て い TDD 
る の だ ろう 。 こ の ビル の 侵入 経路 は 、 あ ま 議 和 5 仁 生ま 
り 多 く な いと 考え た 方 が いい 。 

神宮 寺 は ビル の 裏手 に 回 っ て みた 。 あ る 関 証 較 較 間 間 間 間 昌 間 間 間 昌 昌 ( [ 
物 こ と いえ ば 、 エ アコ ン の 室外 機 く らい だ 。 丘 支 ビル 裏手 。 室 外 機 が 動い て いる と いう こと は 、 な か に 
正面 か ら 観察 する し か な さそ うだ 。 人 人 が いる と いう こと 間 


怪 往 踏 を 確保 


。 WI ビル の 隣 に は 、 寄り 添う よう に し て れる こと は な い 。 ピ ビル の 出入 り 口 に は や は 
向 じ くら い の 高 で の 雑居 ビル が 建つ て いる 。 り カ ギ は か か っ て いな か っ た 。 屋上 まで 、 
倫 操 ビル は 、 入 居 し て いる 会 社 は それ ぞ れ 中 入り は 目 由 な よう だ 。 
施錠 し て いる が 、 ビ ル 5 語 
自体 の 出入 り 口 は た い 
で も 開け げっ ぱな し だ 。 
あの 雑居 ビル の 屋上 に 
上 かがり 、 り WI ビル に 飛 
び 移 る こと は で き な い 
本 る つか 。 

雑居 ビル な ら 部 外 者 屋上 は カラ クタ だ ら け だ が 、 よ く 探 す と 板 を 留め て いた 針金 。、 ド ロボ ウ の っ 道 

が 出入 り し て も 怪し ま こん な 物 が 見 つか る 具 に も 数 えら れ て いる 


ィ ノ 


† 生 も 
何 か の 役に立つ か も し れ な (いい 。 


isz(⑰1 史 し ! 万 


欄 后 ビル と こり WI ビル の 屋上 の 間 は 、 思っ 
た より も 距離 が あっ た 。 助走 な し で 飛び 移 
れる 距離 で は な い 。 神宮 寺 は メー トル ほ 
ご の 板 こ と 針 区 で 、 即 居 の 橋 を 作っ た 。 針 蘭 
は 役立つ こと が 多い の で 、 持 っ て いく こと 
に し た 。 無事 に 移っ た 神宮 寺 だ が 、 ビ ピル 内 
に 続く ドア に カギ が か か っ て いる 。 ノ ブフ に 
方 年 欠か が つい て いる タダ イプ だ 。 き っ を 
野生 が 伝 に 立つ と き が 来 た よう だ 。 


神宮 寺 は 階段 を 降り て 、 事 務 所 や 応接 室 
か が ある 3 階 に や っ て きた 。 

応接 室 は 少し 成金 趣味 で は あっ た が 、 一 
大 的 な 会 社 と あま り 変 わら ず 、 不 審 な 点 は 
見 当たら な か っ た 。 

出入 り 口 以外 に も 、 も うつ ひこ と つ 扉 が つい 
て いる 。 どう や ら 、 社 長 村 に 通じ て いる 呈 
し い 。 必要 に 応じ て 出入 り で きる よう に な 
っ て) 高め の だ 。 


社長 室 


応接 至 の 扉 か ら 、 社 長 室 に 入っ て みる ご 
と に し た 。 ご ここ は 丘 安 仁 の 部 屋 だ 。 品 よく 
まとめ られ た 部 屋 で 、 ヤ ク ザ の 仕事 場 こ は 


思え な い 。 丘 安 ほど 、 裏 の 顔 を 巧妙 に 隠し 
て いる ヤク ザ も 珍し い 。 神 宮寺 は 、 引 き 出 
し の 中 か ら 、 繧 画 の 埋 ま で 、 く まな く 調 べ 
ea 
引 寺 出し に は カギ が に た ん うん 
な r 有 間 「 | 
各 
っ 物 な な 
だ で が 科 
* の ギ 
不 書 な 
正 類 ら 
と 織 . 
は 0 殺 
ー W 金 
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係 関 分 


上 厳重 に 隠し て あっ た 磁石 が つい た マグ ネッ トキ ー。 総 
対 に 何 か あ る 
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等 造 ぐ らい は 
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な 本 

較 い の あ 
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で 統 
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と いう 妻 は 、 き っ と 必要 に る と 
応接 室 か ら 社 長 室 へ の 貼 ー 
で きる よう に な つて いる 怪 い 
と いう 和夫 。 し な 


一 
デ 
c 一 
ー ン 


また 、 こ ご の 針生 が 伝 に 立 ちち そ うだ 。 を ゲ 選 
引き 出し か ら は 、 文房具 一 式 、 正 規 の 書類 


な ど 、 め ぼ し い 物 は な か っ た 。 次 に 、 オ ブ 


プ ェ を 調べ て みた 。 な か が に 何 か が 入っ る で 司 
る | 中 か ら は マグ ネッ トキ ー が 見 つか っ 
こい ー 持 な ゃ 8 ガ 隊 の だ あう で の いい o 


側面 に 宙 尋 い 後 五 の 付 ) 去 
を ンド E キ ニー ガ 
本 邊 の 申 味 充 つ 。 


[ 軸 dH 環 葵 ] 装 S 汗 装 


ロロ 


お 茶 や コー ヒー を 入れ る 給湯 室 だ 。 コ ー さがし た が 、 め ぼ し いも の は 何 も な か っ た 。 
ヒー の 買い 置き や ガス コン ロロ が ある 程度 で 、 あこ は 、 事務 所 を 筐 すり の みこ な つた 


特に 変わ っ た 点 は 見 当たら な い 。 ご この 会 和 - 較 る なー 
社 に で も ある 、 ご く ふ つう の 給湯 室 だ 。 神 に は ささ 
寺 は 、 ヤ ク ザ が お 茶 を くむ と ころ を 析 像 1 て う 
し て 、 思 わす 苦笑 し て し まっ た 。 | し る 給 
暗く て よく 見 えな い が 、 床 は ホコ リ だ ら > 。 室 
け で 、 だ いぶ 汚れ て いる 。 人 が いる 可能 性 57 し れ 実 
が ある 以上 、 や た ら と 明か り は つけ な い 方 朗 科 穫 学 当 才 9 か 明 意 
が 安全 だ 。 か な 
棚 は も ちろ ん 、 訪 の た め タ ンク の 下 ま で な 包 


社長 室 や 応接 室 こ は こと な り 、 事 務 所 は ざさ 、 ド カド カ と いう 定 彰 が 聞こ え で てき ぎ きた 。 
まさ に ヤク ザ 07 郡 尾 だ っ た 。 エア コン が うつ 組員 が 帰っ て きた の だ 。 
ける ば な じ に る て いる 。 すぐ に 人 が 戻っ 
て くる が も し れ な い 。 
神 避 寺 は 、 す ば や く 作業 に か か っ た 。 机 
aso ノ ミ 行 為 に 使わ れ 
と 思 われ る 住所 録 な ご が 雑然 と 置い て あ 
ん いた 各 わ れ 条 ーー 
て 探し た が 、 一 連 の 事件 の 証拠 に な る よう 等 で 入れ た 委員 人 得 が 2 | 
な 品 は 見 つか ら な か っ た 。 符 に 入れ られ て 和 師 つ て ある 。 
そし て 、 机 の 中 を 調べ よう つと し た その こと 


は 骨 冊 は さき は ささ きり 光信 ゆ 
ご の は の は どき と し Qt0w 人 k ど り 
。* て びす そ りき VH で HH ボ 


神 避 寺 は と っ さ に 映 を 隠し 、 男 た ちの 会 庫 を 見 る の は ブツ を ざさ ばく と きか 、 茶 を く 
話 を 盗み 聞き する こと に し た 。 男 た ちの 話 お と だけ だ 」 こ と 。 お 茶 を くむ 場所 こと いえ 
に よる と 、 池 上 は 帳 薄 を 人 盗み 、 前 原 に 殺 ご ば 、 給 湯 室 し か な い 。 神 局 寺 は も つう 一 度 、 
れ た らし い 。 何 が 書い て ある の か は わか ら 向 湯 室 を 調べ て みる こと に し た 。 
な い が 、 そ の 帳 薄 が か 丘 千 | 人 本 
安 組 を 壊滅 させ る 決定 
j[ に な る 可能 性 は 高い 。 
それ を 収め て ある 金庫 
の カギ は 丘 安 仁 が 持っ 
て いる らし い 。 あ の 、 
マグ ネッ トキ ー が 使え 
る か も し れ な い 。 男 た 身 を 隠す と 、「 聞 く 」 と いう コマ ンド が 出 池上 の 仙 は 、 前 原 だ っ た 。 ブ ン 屋 と は 記 
ち は さ ら に 続け た 。「 金 濁す る 者 の こと だ 
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日語 
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蘭 庫 を 宛 や どき は 共生 くわ と ご 」 


神 局 寺 は も つう 一度 、 給 湯 到 を た ん ね ん に 
調べ て みた 。 床 を よく 見 る と 、 食 器 棚 か ら 
何 か を 引き ずっ た あと が ある 。 食 避 棚 を 奥 
まで 見 て みる と 、 人 確か に 隠し 金庫 が あっ た 。 
社長 室 で 見 つけ た カギ は ピッ タリ こと お ぐさ ざま 
っ た が 、 人 金庫 は 開か な い 。 ご さら に パス ワー 
ド を 入力 し な けれ ば な ら な い の だ 。 パ スワ 
ー ド は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト で 3 文字 。 誰 に も 
知ら れ て は いけ な い 、 秘 密 の バス ワー ド だ 。 
どこ か 人 目 に つか な いと ころ に 、 覚え 書き 
し て いる か も し れ な い 。 

ロッ ク が は ずれ る 背 が か し た 。 ルス ウー 占 
が あっ て いた の だ 。 例 の 帳 薄 に は 、 丘 安 組 
の 密入国 ルー ト と 、 次 の 取り 引き の 日 時 が 
記さ れ て いた 。 次 の 取り 引き は 11 月 18 日 、 
場所 は 晴海 埋 頭 だ 。 神 宮寺 は 必要 な 部 分 を 
すばやく 手帳 に 書き と め る と 、 帳 薄 を も と 
に 戻し た 。 


神宮 寺 は 、 丘 安 組 潜 
入 で 得 た 情報 を 熊野 に 
タレ こん だ 。 外国 人 を 
密入国 させ て 金 を と り 、 
健康 診断 で ドナ ー を 探 
し 、 さ ら に 金持ち の 患 
者 に 売る 。 手術 は 谷川 
が 執刀 する と いう カラ 
クリ だ 。 そ し て 臓 器 を 
取り 出し た 後 の 死 体 の 
始末 は 、 池 上 を 殺し た 前 原 だ 。 手 帳 を 読ん 
だ 熊野 は 、11 月 18 日 に 向け て 、 準 備 を する 
と 約束 し て くれ た 。 

捜査 に 光 が 見 え は じ め た その こと き ぎ 、 衝 撃 
的 な ニュ ー ス が 神宮 寺 を 襲っ た 。 石島 正 一 
郎 が 殺 ご され た の だ 。 し か も 、 そ の 容 医 者 は 


いて も * あ よう だ 


熊野 は 、 神 宮寺 の 無 作 に うす うす 気 が つ 


吊 に は カ 

和幸 

の * 秀 - | 

か ケ 個 
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が は 機 

邊 あな 密 

る い が 

に 7 名 
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ロッ ク が 月 陸 さ れる で は 

菩 溝 し た 。 詞 と 
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し 時 ば 
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お 変 安 

義 い 喝 は 

さち に 、 凶 悪 な 謙 に は た ン 革 

へ ルス チェ ッ ク と 和佐 「 「 

移 征 の 大 た ゆめ の ドナ オー 探し kk ま て 
行っ て い 夫 。 


上 ぶ 


神宮 寺 に 五島 の 死 を 告げ る 熊野 。 だ が 能 
野 も 、 与 野 が 犯人 だ と は 信じ て いな い 
与野 だ と いう の だ | 五島 の 死体 の 近く に 、 
与野 が 倒れ て いた らし い 。 そ の うえ 、 部 屋 
か ら は 与野 の 指紋 が 見 つか っ た と いう 。 し 
か し 、 神 宮寺 に は 、 ご どう つう し て も 信じ られ な 
か っ た 。 与野 は 人 殺し が で きる よう な 男 で 
は な い 。 神 宮寺 は 与野 に 会 っ て 話 を 聞く た 
め 、 廊 置 所 に 向かっ た 。 
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神宮 寺 は 、 皆 置 所 の 与野 に 事情 を 聞い て 
みた 。 そ の 日 の 午前 | 時 、 与 野 は 五島 こ 証 
拠 物件 の 取り 引 寺 を する た め 、 事 務 所 を た 
ま 入 た 。 ド ア を 開け る と 、 そ ご に 九 選 夏 有 
っ て いて 、 い き な り 襲っ て きた と いう 。 号 
野 は すぐ に 気 紙 し て し まい 、 そ れ 以 後 の 記 
憶 が な い 。 石島 を 殺し た の は 上 自分 な の か 、 
それ と も 殺さ れ て いた の か 与野 自身 に も わ 
が か がら な か っ た 。 た だ 、 懇 っ て きた の は 人 確 か 
に 五島 本 人 だ っ た と いう 。 発見 され た と き 
与野 は 五島 の 死体 の そば に 倒れ て いた と い 


神宮 寺 は 、 与 野 の 記憶 が 人 為 的 に 消さ れ 
た 可能 性 を 考え て いた 。 そ の スジ に 詳し い 
人 間 、 鑑 識 の 三好 な ら 何 か わか る か も し れ 
な い 。 三 姓 は それ は 可能 だ と 答え だ た 。 な か 
で も 一 番 ポ ピュ ラー な 万 法 は 、 電 気 シ ョ ッ 
ク を 使う つこ こと だ 。 原理 は 頭 に 電流 を 通し て 
適度 な ショ ッ ク を 与え 、 記 憶 を 消し 去る こと 


三好 の 助言 


いつ 間 単 な も の 。 機械 を セッ ト す る 場所 は 、 


こめ か の みか が 効果 的 だ こい つう 。 た だ し 、 へ ヘタ 
を すれ ば 症 に か か わる 亡 法 な の で 、 家 に あ 
る よう な 機材 で は で き な い 。 こ ご この 万 法 は 医 
療 に も 利用 ご され て いる の で 、 病 院 に ある 機 
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QA て 前条 計 陵 竹 S 常 導 行 題 JT 
SOxWWNm で 陣 軸 tmh 剛 行 普 半 


つ 。 号 野 の 体 に 外傷 は な か っ た が 、 両 万 の 
こめ か み に 四 角 い ヤケ ド の あと が あっ た 。 


。 ロス を か が せる と か 
室 志 ショック を 与え 充 9 
する 事 で 可能 です 。 


は りう 商行 と 汰 吉 下 守 S 策 利 
。 と て ご ざ の と J 甘 は er 所 S 重 和 
捉 芝 臣 び AdTNS N 列 再 


は ON ツ 


材 な ら 大 丈夫 らし い 。 
病院 に ある も の …… 神 宮寺 は 何 か 、 確 信 
めい た も の を 抱か ず に は いら れ な か っ た 。 


、 事務 所 に 戻っ た 神 避 寺 を 迎え た の は 、 洋 
| 子 と 昨日 撃た れ た ば か り の 今泉 だ っ た 。 神 
宮寺 は 今泉 の 屈強 さ ご に お ご どろ く 反 面 、 そ の 
た の も し ご ざ が うれ し か っ た 。 弾丸 が うま く 
買 通 し た の で 、 軽 傷 で すん だ こい うつ 。 

そし て 、 洋 子 は ひと り ゴ コ ゴキゲン な な め 走 
っ た 。 洋子 は 今泉 を 気づか っ て 、 ポ ボディ ガ 
1 

で 、 洋 子 は 怒っ て いる の だ 。 

神宮 寺 は 丘 安 組 に 潜入 し た こと こと 、 与 野 
が 五島 殺し の 容疑 で 逮捕 ご れ た こと を 伝え 
た 。 1 月 18 日 の 一 斉 検 江 ま で に 、 号 野 の 無 
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中 芋 り 層 


かー 
ざさ 8 お G の ひ さび は 半 箇 吉光 ゆ 


五 全 の 財 聞 所 に は 
| お そら ちら く 箕 議 が 行っ た だ る う が 


半 寺 W 生 天 党 喜 石 飾 涯 


激 状 | 


実 を 証明 し た い 。 神宮 寺 は 推理 の 材料 を 求 
め 、 現 場 で ある 島 事務 所 に 行っ て みる ご 
ct だら 


神 避 寺 は 、 五 島 は 口 封 じ の た め に 殺さ れ 
だ の で は な いか 、 と 考え て いた 。 五島 が 死 
ん で 駒 か る 人 人 間 、 そ れ は 合川 と 丘 安 だ 。 

また 以 親 、 五 島 は 車 イ ス に すわ っ て いる 


と いう つう 話 を 聞い た こと が ある 。 そ の 五島 が 、 


立っ て 与野 を 襲う と は 、 あ まり に も 不 自然 
で は な い だ ろ うか つ 


現 場 を 調べ る 神 避 == の も こと に 、 熊 野 が や 


て 玉 た 。 新た に 判明 し た 事実 を 知ら せ に 


代 護 士 の 病人 事件 と 言 コ 
5 人 まそ が 埋 . ぶ 


格好 の 村 議 到 。 


が けつ け げ て く 入 だ の だ 。 欠 牧 に よ まる ご ご 、 話 
分 は 野 こ 会 つ 10 時 間 前 に 、 す で に 尊 ご され 
て いた こと いつ 。 死因 は 絞 灯 。 あ ざ や か な 条 
し 万 で 、 革 察 で は プロ の し わざ こと 見 て いる 
らし い 。 ま た 、 人 額 に は 何 か 図 形 の よう な あ 
に こ ガ が つい で を いた と いう 。 

多 人 は な ぜ 、 ん で いる 人 間 を 生き て い 
る よう に 見 せる 必要 が あっ た の か "? 神 呈 
守 の : 頭 が 、 フル 回 転 を 始め た 。 


五島 の 事務 所 前 に は 、 報 道 陣 が 群がっ て いた 。 今度 の 事件 推理 の 材料 が 不足 し て いる の で は な いか と 、 熊 野 が 心配 し 
が あか る み に 出 れ ば 、 世 間 は も っ と 騒ぐ で だ ろう て 来 て くれ た 


神宮 寺 は 熊野 に 、 自 分 の 推理 を 説明 し た 。 人 を 限定 する 結果 に な っ た 、 人 の 心理 や 死 
まず 、 額 の 図形 に 事件 と の 関わ り は な い 。 後 硬直 を 利用 し た トリ ッ ク 、 あ ざ や か な 絞 
五島 は 殺さ れ た 後 、 ド ア に 立て か けら れ て 殺 、 そ し て 電気 ショ ッ ク 機 材 の 信 用 、 こ れ 
いた の だ 。 死後 硬直 を 利用 すれ ば 可能 だ 。 は 明らか に 医学 に 詳し い 者 の 犯行 だ 。 
図形 は 、 そ の と き に つい た の だ 。 そし て 、 = 
与野 が ドア を 引く と 死体 が 倒れ て 、 衣 っ て ーー で 考 | 
くる よう に 見 える 。 だ が 犯人 は な ぜ 、 こ ん 
な マネ を し た の か や それ は 、 与 野 に 思い 
違い の 記憶 を 残す た め だ 。 与野 が ドア を 開 
け 、 五 島 が 倒れ て きた 瞬間 、 犯 人 は あら か 
じ め 用 意 し て お いた 電気 ショ ッ ク の 機材 で 
与野 の 記憶 を 消し 去っ た 。 こ めか み の ヤ ケ 
ド は 、 そ の と き で きた も の だ ろう 。 記憶 を 
すり 替え られ た 与野 は 、 自 分 が 犯人 か も し 
れ な いと 思い 違い を する 。 

手口 は あま り に も 巧妙 で 、 そ れ が 逆 に 犯 
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神宮 寺 の 推理 に うな る 熊野 。 も し これ が 正しけれ ば 、 犯人 
ば お そら く ア イツ だ ! 
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神宮 寺 は 東亜 総合 病院 の 谷川 が 、 五 島 条 
し の 犯人 だ と に らん で いた 。 し か し 、 そ れ 
を 立証 する に は 、 事 件 当日 に 谷川 が 電気 シ 
ョ ッ ク の 機材 を 持ち 出し た か ご つか を 人 確か 
め る 必要 が ある 。 神 宮寺 は 身分 を いつ わり 、 
看護 婦 に 機材 の 管理 状況 を た ず ね た 。 

ハデ な 外見 を し た 看護 婦 は 、 し ば らく 考 
え こ ん で いた が 、 と て も 重要 な 証言 を し て 
し だ 。 


有 護 の ピン 


せ は て 圧 0wHy 送 生計 過 瑞 


ゞ ぶ S 癌 議 間 0 ご CT は さ の 大 記 守 
民 大 記 正中 き 謀 臣 は 箇 医 , 吉 導 末 秋 


の しそ 、 記 時 に 之 1 SA 


外 : 


看護 er 谷川 が 電気 ショ ッ ク 目 非 川 区 
の 機材 を 持ち 出す と ころ を 目撃 し た 者 が い か な 犯 的 
る と いう 。 神 宮寺 は 五島 の 話題 で 谷川 を 動 | ね だ 識 
揺 さ せ 、 さ ら に 電気 ショ ッ ク 機 材 の 持ち 出 | 疹 た 計 
し を 目撃 し た 者 が いる こと を 告げ た 。 副 院 に 自 せ 
長 で ある 谷川 を 見 間違え る 者 な ご 、 院 内 に 人 で の 
は いな い 、。 谷川 に 、 こ の 窮地 を 切り 抜け る 上 し を 入 
技量 な ご な い 。 谷川 は 五島 殺し の 重要 参考 妥 つ る は 

四 め 


の 1 ベ 5 の 2 っ 際 、 9 3 に ・ か コー っ 
ー ア 9! ム へ = - や アー < ーー 
3 証 リ の 月 | 
- 4 電 ャ CC や 5 
0 2 」 プー ニコ 則 


板垣 と 谷川 の 立ち 会 い の も と 、 東 亜 総合 これ で 事件 は 、 と りあ え ず の 解決 を みた 
病院 の 家宅 捜索 が 始ま っ た 。 谷川 は 五島 殺 "か の よう に 思え た 。 


害 の 容 医 で 逮捕 ご れ 、 さ ざら に 不正 手術 の 上 
非 も 追求 され る だ ろう 。 板垣 も 院長 こし て 
の 責任 と 不正 手術 へ の 関連 を 問わ れる に 違 
いな い 。 ご これ で 、 与 野 の 容 難 は 晴れ た の だ 。 
そし て 、 待 ち に 待っ た 11 月 18 日 が や っ て 
さ た 。 大 勢 の 革 官 が 晴海 埋 頭 に 配置 され た 。 
熊野 の 話 で は 、 麻 薬 捜 査 課 まで 出動 し て い ーー 
る と いう 。 ニン すさ 生 ビブ 
待つ こと 数 時 間 、 熊 野 の 無線 が 胡 の 到 彰 “ Lt は や め 2 
や リー テラ イト が の 


昭 ら し 出す 。 組 只 の 取り 押さ ご え は 、 思 心 し 0WI は る 法 的 な 輸入 品 は 港 の 人 倉庫 へ 、 JE へ 法 の 物 の 取り 引 
PE き ほ マン ツー マン で 行なっ つて いた 
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rm まそ 


安 還 g 後 の 悪あがき 


捜 食 具 たち が ホッ と し か けた その 瞬間 、 ここ で 丘 安 を 捕らえ る こと が で き な け れ 
ー 台 の 黒い ベン ツ が 、 タ イヤ を き し ま せ て ば 、 こ の 一 音 検挙 の 意味 は 半減 し て し まう 
飛 び 出 し た 。 な か に は 、 丘 安 仁 が 乗っ て い だ ろう 中 
る ! 神 富 寺 と 熊野 は パト カー に 乗り Mrs 
こむ お と 、 墨 い ベ ン ツ を 逢い がけ た 。 


い ヤ B 褒 計 評 


る | 準 
の ! 吉 
着く テー 名 

人 “ 
す が な に さ 
ば 曲 つ 箇 い 
や が だ 瑞 1 
押 く ー 
すね フ ーー 

Py 。 財 

ん F 


ベテラン の 熊野 で も 、 銃 を 使う 機会 は あま りな か っ た 
だ ろう 。 し か し 、 絶 対 に 命中 させ な く て は な ら な い ! 


緊迫 の カー チェ イス ! 


ベン ツ は 善 察 の 追撃 を か わ そ うと 、 猛 ス ませ 
ビー ド て で 疾走 し て いた 。 熊野 は 車 の 運転 を 人 計 を 
神 局 寺 に まかせ る こと 、 窓 か ら 大 きく 身 を 乗 お 生 メ 
り 出 し て 拳銃 を か まえ た 。 タ イヤ を 狙っ て 、 ます 2 
車 を 止め る 気 だ 。 熊野 は 照準 を ご さだめ 、 タ あッ 
イヤ めがけ て トリ ガー を 引い た |! 弾 は 見 本 后 も 
事 に 命中 、 人 ハン ドル が きか な く な っ た 車 は た 人 を で 
激突 、 大 大 し た 。 ウロ 由 を 人 じ た な 二 さり 続 


念 し た よう に 車 か ら お り て 
と た 。 | 
「 や っ ぱり 、 ア ンタ を 先 に 殺 較 絆 、 
っ て お くべ きだ っ た よ 」 丘 安 
は 神宮 寺 に そう 言い 捨て 、 警 


巨 に 連行 され て いっ た 。 


前 原 は 洋子 た ち だ け で な く 、 神 宮寺 森丘 安 の 捨て 台詞 に 、 静 か に 受け と め る 神宮 寺 。 ひ と 提 り の 人 間 の 欲望 が 、 多 
人 の 命 も 狙っ て いた らし い く の 犠牲 者 を 出し た の だ 


マツ 


[殿上 HH 骨 愉 」 革 時 汗 


和 
二 > 
で - の っ の 


丘 安 組 朋 尋 ! 

上 野 の り DUWI ビ ル も 家宅 捜索 を 受け 、 ご さま 安 組 は 外国 人 を 密入国 させ る 前 に 、 健 康 診 
ざま な 証拠 是 が 押収 され た 。 し か し 殺人 の 断 と 称し て 、 臓 器 を 取り 出す 人 間 を 選別 し 
実行 劉 、 前 原 に は 逃げ られ て し まっ た 。 丘 __ て いた 。 ト ー マ ス が 殺さ ご され た の は 、 ベ ニス 

還 症 証 証 還 請 較 ご 受 けた 健康 診断 で 彼 の 臓器 が 適合 し 
C/ 二 0 た の いら だ っ た 。 


朋 軸 


計 財 回 一 > 


ご 
ペー 


ュ | 


れ な けれ ば な ちら な (いい) 騰 串 と 
約 入 期限 が 記さ れ た リス ト も 


ざと ど ス へ 行っ 生き 旗 吉 箇 


は S せ と へ 台中 
路 吉 ツン 囲 池 S 疾 攻 う 


と ヶ 時 


産廃 施設 の 土 か ら は 、 あ ら ゆ る 毒物 が 検出 され た 。 補 
償 が いら な い 密 入国 者 を 使え ば 、 三 紅 も 得 を する 


枚 旭 の 罪 


丘 安 を 捕らえ た その 足 で 、 神 宮寺 は 東亜 ”。 だ ろう 。 板垣 に 動揺 は 見 られ な い 。 板垣 は 、 
総 占 病院 に 向かっ た 。 東亜 で も 、 一 斉 検挙 臓器 移植 で 人 の 命 を 救い 、 そ の ウラ で 人 が 
が 始ま っ て いる 。 神 宮寺 は ご つう し て も 、 板 _ 殺さ れる 芝 盾 に 、 乾 いた 笑い を も らし た 。 
提 に 会 っ て お きた か っ た の だ 。 そし て 、. 神 宮寺 に ひと こと 「 あ り が こと う 」 

病院 関係 者 は みな 不安 そつ な 顔 で 、 警 察 "と 残し 、 連 行 さ れ て いっ た 。 

の 行動 を 見 守っ て いた 。 な か RE " 
に は 、 捜 倉 に 協力 し て くれ た 
記 膝 の 顔 も あっ た 。 

_ 板垣 は 、 こ ん な 状況 で も 威 

茂 を 失っ て いな か っ た 。 選 捕 


され る こと が わか っ て いる の 


まま まま 


板垣 は 板垣 の や り 方 で 、 罪 を つぐ な う 板垣 は 、 早 く 楽 に な が り た か っ た の か も し れ な い 」 
も 分 だ 神宮 寺 に そう 人 答え た 
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時 は 、 礼 の 意味 を 問う 


は う 史 虹 は て 再 石 必 m さ 面 
滞 / み ささ 。 へ と aw 用 J 


如 棋 Gt 油 玲 十 と 陣 /F| 宮 面 


洛 


板垣 は 、 そ れ を 否定 し た 。 た だ 、 欠 に 巻 英 


和 介 避 寺 は 、 ご どう つ し て も 板垣 に た ず ね た い 


こと が あっ た 。 三 紅 の 社長 、 鈴 巻 俊成 と 板 樹 の 命 を 救い た か っ た だ け だ っ た 。 只 け 巻 は 、 
ve 


坦 は 大 学 の 同期 生 だ っ た 。 三 紅 グ ルー プ は 


は 、 臓 器 密 売 に 関与 し て いた の だ ろう 
か 


いす 
アデ ン 。( ! 


9 中 滞 WONCm 守 


O デ 
当 7 ーーー 
J 回 閣 は び 天 生起 多 ( 琶 


板垣 は ば ドナー が 見 つか ら な か っ た ば か り に 、 娘 を 失っ 量 本 計 


て いる 。 鈴 巻 に は 同じ 思い を させ た く な か っ た の だ 


池上 の ル ボ を 完成 させ る べく 、 与 野 は 三 


紅 グ ルー プ 社 長 、 鈴 巻 に 面会 を 申し 込ん だ 。 


具 巻 は 策士 だ っ た 。 産廃 施設 の 外国 人 の 
こ ど と ど 、 鶴 入国 の こと すず ーー 
べ て 丘 安 仁 が 画策 し た 
こと だ 選 計 つた 。 
A 問 題 が 、 密 入国 者 を 
増加 ご せ 、 丘 安 の ビジ 
ネス を 助け てい た こと 
も 定 され た 。 

号 野 の 追求 は 、 み な 
上 手 く か わ さ ざれ て し ま 


感動 の エン ディ ング は 、 す ぐ そ ご だ ! 


街 は も うつ 、 ク リス マス カラ ー 一 色 だ っ た 。 


ー 連 の 事件 は 、 と りあ えす 幕 を お ろ し た 。 
し か し 、 本 当 は 何 ひ と つ 終 わっ て は いな い 
の だ 。 前 原 の 逃 亡 、 三 紅 の 関与 、 そ し て 、 
レム チャ で は 、 飼 で も 重い 病気 に 苦し ん で 
いる 人 た ちがい る 。 和 失っ た も の は あま り に 
も 大 きす ぎ た 。 


3 の て が ソト コ 
や Si 。 いい し * い に 
1 さ し 


神宮 寺 か ら 新 し く 判明 し た 事実 を 聞き 、 
与野 は 原 構 執 等 に か か っ て いた 


ーー 
に ー し 2 
*e すさ の 。 - ーー - 生 
- へ e * に 人 
8 まき Pk ( 。 表 2 > 礎 ご 
て ナー 4 PE ed Te て 1 ー ・ 4 
ず だ さ TA しゃ 。 - し まし 生 lued 
ー ーー いけ を も な する いこ ーー 8 が 7 
・ ・ IS in = Y 9 Fr 胡 い と の 
4a 9 ) jr を に r kW ーー が 0 = そ る が 
肌 が し he じゃ DJ 「 ャ すう 半 守 で ・ ws 5 
こ 3 y を H 可 くそ ます HL n * < 
ー * E VeY し s ジ 栖 nw し じき そお ほ 2 還 Pe 5 
ep \ マチ 7 - ] な oe 「 * 人 計 パ ゃ 4 H こう に 上 ・ こ ば : 
た YY y ッ リト す で 「 | 古き st は が). も 6 。 + ゴ ま *4 ぬ 5。 ーー = 
が | * か 1 ント に ゃ トー 二 【 ま よる 犬 2 - 、 も を か は い 3 た < ご に 4 ee だ の 1 ュ 
ーー ス iA * を こ バ ん 5 Of こ - で - で 居 6 いい 3 ば が 0 こ 
mmm ーー で は こ 1 (た: ント 遇 せき ・ * P 4 。 ! の を WRC 
も ャ ンー (ナマ に で きす ずつ は エ 。 ーッ ー 4 Lne 4 し 
ー に 2 が が で 5 の アァ ペー へ ーー の ここ 0 っ 


っ た 格好 だ 。 そ れ で も 与野 は 食い さがっ た 。 


それ に 対し 鶴巻 は 、 ル ボ 作 成 妨害 を ほ の め 
LE/ が 。 


妨害 が つ 
きも の 」 と 、 盆 迫 め いた こと を 口 に する 


鈴 巻 は 「 そ う いっ た こ と に は 、 


丘 安 、 板 垣 、 鈴 巻 …… そ れ ぞ れ が それ ぞ 
れ の 決 間 を むか える な か 、 神 宮寺 と 与野 は 


ご ん な 飼え を 見 い だ す の か そし て 、 池 
上 が 症 を か け て まで 書き 上 げ よ うと し た 
未完 の ルポ 」 は 、 無 事 に 完成 する の か や 
感動 の エン ディ ング は 、 キ ミ 自 身 の 目 で 確 
か め て ほぼ し い ! 
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[ 還 lldR0 谷 ] 半 さ S 削 汗 


FE ( く | IK・ 明 選 SSJ 定 OFJ 座 ) 2 ト m ( 筐 協 個 選 AJ4K で ) 


( 血 嘩 4K< 玉 内 玲 ) 
岡 べく 革 蝶 下 く 凡 直 
衣 人 的 ( 層 ) 征 如 形 


航 蛍 玉 回 べき 誠二 装 油 中 


( 曲 博 革 民 来 ) 


(塚本 革 束 S 陣 ) 
ト ぬ AH ヘー ド 尋 つ (選べ 器 に ) 
雪 長 軸 導 


中 KK 

9 , く 

R jp 

つ 写 で 

A 。G 

eS| 内 計 (|G 吐 異 JRr く 財 ) 
ョ 11 ミ 


て 
QO 


ハ 生 つ 氏 中 モー と 


ぐう 


( 則 正 絶 ) 年 知 搬 ( 拓 財 只 4 眉 融 ) 
| 


千 融 だ NG 


や 三 
写 h 伯 (O テ ーJ ミ 交 べ ) 
Nm 写 衝 ( 班 思 る 隊 ) 
| 
了 各 牧 (RSS つ ) 中 半 
EN 〈⑯G 良 | ① 鍋 ( 棚 囲 4m 上 加 ) 
Uig ポ 御 骨 民 卓 ) 写 ^n 字 ( 固 人 申 坦 庶 人 く 訂 ) [回 環 


生地 (て 上 へ G 引 填 聞 照 ) mh 中 (ロー 臣 押 ) 
問 欠 日 陣 G 郁 誤 各 尿 wed (NH リー て 財 ) 
RANSU り 仙人 す 全 RA 太い W 肝 462 3 移り い や R4 0 
kr KIRG さ モ | 
写 必 ・ 記 卸 (井田 銘 舞 ) 


/ 


や ら 
生 W ( 出 他 曜 ) オーーーー 五 ⑳⑯ い 一 一 一 上 中 宙 | 


- ゴー 
SA JC M 出 也 墨 


CIOILIUIMIN 


女性 探偵 も が ん ば っ て る 4! 


大 活躍 の 女性 探偵 た ち 


時 お ば あご ざん か ら 娘 まで 
探偵 は 何 も 、 男 性 だ け の 職業 で は な い 。 


才 顔負け の 観察 力 、 推 理 力 で 、 難 解 な 事件 
を 解決 する 女性 探偵 も 少な く な い の だ 。 


し る 。 

また 、" 探 偵 団 」 こ と いう か ら に は 、 活 躍 す 
る の は まつ 尾 だ け で は な い 。 ヒ マ を も て あ 
まし た お 年 寄り た ち も 、 ま び つ 尾 の 手足 と な 
っ て 動き 、 事 件 解決 に 貢献 する の だ 。 著者 


ずい に / 


する / に し < 


マ 
に 


ず ァ 


も 4 と すっ 
し 
し 


を 
『 


の 刀 件 薄 


1 


神宮 寺 と 洋子 か ら 出 時 


洋子 編 は 初 
重要 な 手 が か 


れ て いる の で 、 目 を 皿 に し て 見 よう 。 観察 力 、 推 理 力 を フル 動員 し 


て 謎 に 挑め ! 


ゃ 
トー 


o 画面 の な か | 


れる 推理 クイ ズ 、 そ れ が 謎 の 事件 簿 だ 


1 
に 


ww 
に 


心 者 向け 、 神 宮寺 は ちょ っ と 難解 で 上 級 者 向け だ 
り が か く 


の) 計 1 全 清 


? ド 十 凍 


洋子 か ら の 出題 は 、 と ある ロッ ジ ーーーーーーーーーーーーーーーーー 
きた 殺人 人 事件 。 不能 を 能 に する 衣 還 昌 中 まこ を 


と の コー ナー 
室 ト リッ ク の カラ クリ を 、 キ ミ は あ は 5 すす 


く こ ご と が で きる か 2 


事件 は 、 あ る 山 深 いこ ころ に ある ロッ ジ 由 殺 
で 発生 し た 。 ロ ッ ジ の 泊まり 客 が 殺さ れ た の の 
の だ |! 死体 発見 は 、 犯 行 が 行なわ れ た 翌 ッ 台 
日 。 発 見 者 は 管理 人 だ 。 モー ニン グ コ ー ル 本 


の た め に 各部 屋 を 回 っ て いた と き に 見 つけ 
we PL pp 
記 理 人 室 に は 、 3 台 の 防犯 用 カメ ラ が 設 
直し て あり 、 死 角 は まっ た く な い 。 菅 理 人 
の アリ バイ は 完璧 で 、 容 医 者 か ら 除 外す る 。 


ば ざさ 議 曲 と 


また 、 部 屋 は 3 つ あ り 、 菅 理 人 室 の 前 を が 人 2 
通ら な けれ ば 、 出 入り 口 か ら 殺 人 現場 に 行 ラル 
く こ と は で き な い 。 礼 理 人 の 証言 で は 、 誰 


モー ニン グ コ ユ コール の た た め に 


も 通っ て な いと いう つう 。 つ まり 、 内 部 の 者 の 
旬 行 て いつ ここ と だ 。 容 医 者 は 、 他 の ふた り 
の 泊まり 客 に し ぼら れ た ……:。 


各部 尾 を 回 っ て い 夫 人 菅 理 人 が 


9m ざ 問 と 則 咽 


彼 填 者 は 、 選 丁 で 刺さ れ て 死ん で いた 。 
部 屋 に は カギ が か か っ て いた に も か か わら 
ず 、 そ の カギ は 被害 者 の 手のひら の 上 に お 
いと あつ た 。 

この 部 屋 の ドア を 開け る カギ は ふた つ 。 
富 理 人 が 持っ て いる スペ アキ ー と 、 被 害 者 
FOOD FE に あつ た マス ター キー だ け だ だ 。 党 部 屋 の F ア に は カギ が 
まり 、 こ の 事件 は 「 密 室 殺 人 」 な の だ 。 犯 ーー 
人 は 、 ご つや っ て 入れ る は ず の な い 部 屋 に 役 害 者 の すぐ 側 に あり ま し た oe “ 
侵入 し 、 殺 人 を 犯し た の か や まず は 現場 2 俳 坦 村 の セオ リー は ! 第 一 発見 者 を 疑 え 」。 し か し 、 管 
を 検証 し て か ら 考 えよ う 。 理 人 の こと は 信用 し て も よさ そう だ 


SO 


現場 検証 


現場 は まさ に 血 の 海 だ 。 被 害 者 は 、 体 に 
深々 こと 選 」 を 食い 込ま せ て 死ん で いた 。 は ほ 
は ほ 即死 だ 。 

カギ は 被害 者 の 手のひら の 上 に の っ て い 
る 。 ヤ ケド の あと が ある の が 気 に な る 。 皿 
は な ぜ か 床 に 置か れ 、 ろ うそ く が 溶け た 跡 
が あっ た 。 ろ つ そ く は 、 他 の ふた つの 部 屋 
に も 置い て ある 。 テ ー ブ ル に は 、 何 か で こ 
すう だ よう な 組 か い キ ス が つい で いた 。 還 
た 、 死 体 の そば で 、 ご く 少 量 で は ある が 何 
か の 燃え カス が 発見 され た 。 ド ア は ポス ト 
が つい た 普通 の も の 。 し か し 、 ポ スト が つ 
いて いる と いう こと は 、 部屋 は 完璧 な 密 宝 
で は な か っ た と いう こと に な る …… o 

現場 に 粒 さ れ た これ ら の 手がかり は 、 一 
体 何 を 意味 する の だ ろ つ か 『? 


容 者 は A と 日 の ふた り 。 現場 検証 で 得 
た 手がかり か ら 、 ズ バリ 犯人 と トリ ッ ク に 
使わ れ た 道具 を 当て て ほし い 、。 容疑 者 の 所 
持 品 は 、 ご どれ も 密室 トリ ッ ク に 使え そう な 
も の ば か り だ 。 

何 を どう すれ ば テー ブル に 細か な キズ が 
つい た り 、 被 害 者 が ヤケ ド し た りす る の だ 


ろ つ か ……!? 結末 か ら 原 因 を 推理 すれ ば 、 


人 答え は お の ず と わか る は すず 。 論理 だ っ た 推 
理 か ら 離 れ て 、 直 感 で 選ぶ の も ひと つの 万 
法 だ ろ つ 。 


は の 2 すさ で 


推理 に こ 友 わ ちず 
直感 で 選ん 4 で みる の も 
1 つの 訪 法 か も し れ ま せん 。 


届 天 へ へ コン と 寺 HHK さ は 


( つ ) 寸 山 YS 凡 


さぶ て ロロ 3 共生 計 S 王 議 


ロニー> ヶ S 団 財 。 図 こ 財 amS < ロ 


7 
う 選 


各 き 


> 前 二 る 
NN ゃ 
還 還 よーV 計 0w 斗 所 下 ③ 
よび は W 落 さき 本 


容疑 者 た ちの 持ち 物 。 現場 に 残さ れ た 痕跡 を 残す こと が 
で きる 道具 は …… 7 


密室 殺人 の トリ リッ に は 、 大 きぐ 分 け 
て ふ だ つ の 種類 が ある 。 機械 ト ! リ ッ グ と 
汎 理 ト | リツ だ 。 前 者 は この 洋二 編 こ 同 
じ く 道具 を 使用 し 、 そ の 力学 的 作用 で 行 
つも の 。 後者 は 相 ま を 惑わ し 、 密 到 で あ 
る と いつ 便 覚 を お こさ せる も の だ 。 
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[ 番 翌 ] 溢 査 柏 S 院 


涼 


0\ 罰 


も 】 
の いそ メス 
た (あっ る すき を ま 誠 3 
し 。 まで ーーーー も も Ne” 
) ュ *。 を ャ テー 
kk AcxA で 
+ まま 


0 \ 、 ぎ 
チ すす すこ で お あ で ヘ > ざす 
の こせ ンー ニーーー 


謗 の 事件 代 


ご 神宮 寺 三 郎 久 


これ は 、 あ る 高級 別荘 地 で 発生 


召 厨 は 、 海 辺 の 高級 別 蘭 。 被害 者 の 


Oro 岩上 し お り は 、 何 か と 敵 が 多い 人 物 
彼 害 者 は 大 物 女 優 の 岩上 し お り 。 だ っ た よう だ 


右上 は 、 自 分 の 宝石 や 衣 辻 を 人 に 
自慢 する の が 生き が い だ っ た らし 
い 。 そ の 日 も 岩上 は 、 目 分 の 別 料 
に 友人 を 集め て 宝石 を 自慢 し て いた 。 死体 


発見 は その 翌日 別荘 か ら 200 メ ー ト ル は な 33 の 3 
れ た 岩場 で 見 つか っ た 。 岩場 は 、 海 面 か ら Sr 


突き出 て いた 。 


死体 が 発見 され た 岩場 は 、 別 荘 の 窓 か ら そし て 、 岩 上 の 宝石 が いく つか 盗ま れ て 
見 る こと が で きる 。 岩上 が 殺さ れ た その 日 いた 。 ご これが 第 3 の 事件 だ 。 


は 、 嵐 が 近 づ 上 岩 別 
に 。 5 縛 ョ 5 見 蘭 
いて いて 海 は 、 nw 4 の 
| 荒れ て いた 。 由 見 こ か 
震 上 が 殺さ れ 涯 れ 表 
場 た な 例 
0 や が だ の ポ の 
9 っ は イ 岩 
ら に 第 、 第 な 等 
d の 事件 が 起 の だ よ 
で 天 。 際 
// 
第 C の 事件 - の 
は 死体 発見 後 、 3 作 マシ 信 
警察 に 通報 し っ と る 
2 し た 入 ? な 犯 
が 、 何 者 か に は な 
瞬 わ れ た こと 。 体 上 


GO 


容疑 者 た ちの 証言 に 

右上 条 吉 当日 、 別 壮 に 居合 わせ た 4 人 が を 受け て いる の だ 。 津波 の 危険 を 知ら せる 便 
容 律 者 だ 。 ま ず は 俳優 の 京田 さと し 。 岩上 電話 だ っ た らし い 。 
の ヒモ だ っ た 男 だ 。 

ふた り 目 の 容 医 者 は 
瀬川 奈々 美 。 岩 上 こと は 
フイ バル 関係 だ っ た 。 

d 人 目 は 結城 さち え 。 
瀬川 の 話 で は 、 岩 上 に 
玉石 を だ まし 取ら れ た 
ここ ごと が ある と いう 。 | 

最後 は 右上 の マネ ー 金 づ か い が 荒 く 、 評 判 が 悪い 京田 。 岩 上 京田 の 話 で は 、 宝 石 の 価値 な ん か わか ら 
ジャ ー、 木下 雪子 。 岩 か ら は 月 500 万 円 も も ら っ て いた らし い な い 、 と 下っ て いた だ た だ らしい 
上 に イ ビ 人 られ 請け は 、 ノ / 
イロ ロー 世 系 時 る た 。 

右上 の 死亡 推 定時 刻 
は 午前 P 時 。 容 疑 者 た 
ち は 、 そ れ ぞ れ の 部 屋 
に いた の で アリ バイ は e 
証明 で き な い 。 た だ 砂 誰か に 後ろ か ら 

何 か を か が され た ん で す 。 
こり 木下 だ 人 けが 、 表 りり その 後 は ご 存 知 の 通り で す 。 


バイ が ある 。 そ の 時 間 死体 の 発見 者 で あり 、 第 2 の 事件 の 被害 唯一 ア リバ イ が ある 木下 。 岩 上 と 同室 だ 
に 地元 警察 か ら の 電話 者 で ある 結城 。 岩 上 は 育て の 親 だ っ た っ た と いう こと で 、 : 容 読者 に な っ て いる 


スバ リ ! 犯人 を 当て ろ ! 


死体 発見 者 は 結城 さち え 。 死体 を 発見 し 屋 を 空け る まで あっ た と いう 。 

て すぐ 木下 に 知ら せ 、 木 下 が 確 認 に 出 て い 神宮 寺 か ら 与 えら れ た ヒン ト は ふた つ 。 
る 間 、 壮 察 に 通報 し よう と し た 。 木下 が 戻 瀬川 は 本 当 に 、 宝 石 の こと は 知ら な いら し 
っ て くる まで の 約 15 分 の 間 に 、 結 城 は 組 わ い 。 そ し て 、 犯 人 は 必ず この 4 人 の 中 に い 
れ 、 宝 石 は 物色 され た 。 宝石 は 、 木 下 が か 部 。 る 。 ズ バリ 、 犯 人 は 誰 だ !? 


[ 壮 放 葵 ] 激 模 抽 S 陸 


! あ の 妨 こそ 、 怪 し いわ 。 | 
し お り に 宝石 を 友 ま し と ち れ た 吾 
根 に 持っ て た ん 。 ヒ や な い の ? | 


1『 そ の 時 に は 
さち えさ ん 以外 の 全島 が 
條 に いち つ し や いま し た た 。 


PP も 前 4 ベス テス エイ ママ ズ マ スマ コ 


堆 理 で 大 切な こと は 「 な ぜ 、 い か が に し 
て 7」 と いう 疑問 だ 。 こ の 場合 、 犯 人 は 
な ぜ あ ん な 場所 に 死体 を 置い た の だ ろう 。 


つよ は りす 時 


Q て 紀 出 > 十 , 寺 上 SmmS( 


死体 を 隠し た か っ た の か 、 発 見 を 遅らせ 
だ か が S 記 0⑳ か 、 ぞ 和 と も 
か れ ば 、 推 理 は 前 進 す る ! 


c 一 
デ 


スペ シャ ルイ ンタ ダビ ピュー 


重厚 で リア リティ あふ れる スト ー リ ー 展 開 が 魅力 の "未完 の ル ホ 」。 今回 は そ 
の スト ー リ ー を 創り あげ た 、 原作 の 齋藤 竜也 氏 に お 話 を うか が っ た 。 "未完 の 
ルポ ボ 』」 の 知ら れ ざ る ウラ 話 が も り だ く ご で ん だ ! 


ウソ は 、 絶 対 に 書き た く な いん で す 


「 未 完 の ル ボ 』」 の シナ リオ を 担当 され 
る こと に な つ だ 経緯 を 教え て くだ さい 。 
/ NN 齋藤 : 昔 、 フ ァ ミ コン の ディ スク シス テム 
シナ リオ で 「『 神 宮寺 』 を プレ イ し て 、 大 ファ ン に な 
1 っ た ん で す 。 で も 、 フ ァ ミ コン 版 を 最後 に 、 
思い ずっ と 新作 が 出 て いな か っ た 。 そ れ で 、 じ 
-N や ああ 目 分 で 書い て みよ うつ 、 こ と 思っ た の が キ 
さい と う た つや ッ カ ケ で すね 。 目 分 で "神宮寺 」 の 世界 を 
作り た か っ た ん で す 。 そ れ で 、 い ろ い ろ 考 
えて 原稿 を 書き あげ (デー タイ ー ス ト に ) 
持ち 込ん だ ん で す 。 
「 神 宮寺 』 シ リー ズ の ご の 辺り が お 好 
さだ つ だ ん の ぞ で すか 
痛 藤 : 初め て 『 神 宮寺 』 を プレ イ し た の は 、 
中 学生 の と きだ っ た と 思い ます 。 そ の 年 代 
っ て 、 不 良 や ハー ド ボ イ ルド に あこ が れる 
時 期 で ご す よ ね 。 そ ん な 時 期 に 『 神 宮寺 』」 に 
まっ っ で カツ ゴイ | 」 コ て 思 S だ パ 6o 
すね 。 も う 時 効 な の で バラ し て し まい ます 
が 、 中 学生 の ころ 、 父 の 煙草 に 火 を つけ て 
「 ん 」 な ん て 言っ て みた り し た こと も あり 
まし た ( 笑 )。 


「 リ ア ル 」 へ の ご こ ご だ わり 


内 ーー テ ノ ア ジ シダ ター や 未 泉 随 究 ガ 舞 双 の ゲー 
が 代 プ ロフ ィ ー ル 人 参 ハム が し \ な が 、 信和 伝 問題 を ナー マ に し レ だ の 
。 『 未 完 の ルポ 」 の 原作 者 。 大 学 在学 中 か ら ル ポラ は な ば で びす 迷 の 

イタ ー、 放 送 作家 と し て 活躍 し 、 今 回 初 の ゲー ム 時 9 に 
シナ リオ を 手がけ る 。 現在 「 神 宮寺 三郎 」 の 原作 。 列 際 ・ 神 旨 寺 』 フ ァ ン の 年 代 の 万 な ら 、 
本 を 執筆 中 (ケイ エス エス より 出版 予定 )。 さっ と 興味 を 持っ て も ら え る 題 材 だ と 思っ 
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た か ら で す 。 僕 上 自身 も 、 す ご く 興 味 が ある 
ん で す 。 それ に 、 大 商 本 だ 便り の フーム で 
は 、 物 足り な いで まま ね 。 フレ 2 し て くれ 
た 人 人 選 何 が 為 考え させ る こと が で 寺 莉 ば 、 
そ 札 は 本 物 だ と 思い ます ず 。 

ーー ブー ム は 、 現 実 の 己 計 ける けけ の 空 寺 
(6 に Y/ (at 

広 藤 : そう で すね 。 逃げ る 空間 も 大 切 で す 
が 、 逃 げ て ば か り ルプ で 9 ね 8。 グー 
ム を し な が ら 、 実 感 で きる 何 か が か が ほし い 。 
こ か ら ゲ ー ム を プレ イ し な が ら 、 和 視野 を 広 
げ ら れ た ら 最 高 だ と 思い ます 。 

ー 一 社会 問題 を こり あげ て いる だ け に 、 こ 
和 アル です 二 。 

将 藤 : ゲー ム 本 編 に 大 麻 密売 の エビ ソー ド 
が あり ます が 、 あ れ は 僕 で も 科 単 に 買え て 
し まう ん で す よ 。 僕 は 実際 、 大 麻 密売 の 取 
材 を し た こと が ある ん で す 。 も ちろ ん 買い 
ませ ん で し た が 。 で すか ら 、 和 社会 問題 こい 
う よ り 、 身 近 な 問題 を テー マ に し た と いう 
の が 本 当 の と ころ で すね 。 


呈 野 = 靖 藤 氏 説 浮上 7 


「 未 完 の ル ボ 」』 で 、 特 に お 気に入り の 
9 ラウ ダー は 誰 で C す が 
交 藤 : みな さん 与野 だ ろう と 思っ て らっし 
や ゃ る か も し れ ま せん が 、 実 は 津 崎 直也 な ん 
で す 。 死体 の 第 一 発見 者 で 、 愛 犬 家 の 男 性 
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を: 犬 稚 列 


「 杜 3 二 は ま 


ーー ご つの 人 績 二 シノ ツー の 前 や アバ 


ーー そう いえ ば 、 玄 隊 さ ん は 与野 に 似 で い 


993 
03 9 


で す 。 僕 は キャ ラク ター の 名 前 を 考え る の 
苦手 で 、 け っ こう 知人 の 名 前 を 借り て い 
る ん で す よ ( 笑 )。 津 崎 さ ん は 、 シ ナリ オ を 
デー タイ ー ス ト に 持っ て いく と き 、 い ろ い 
gg 災 に 乗っ て くだ さっ た 方 な ん で す 。 


ル だ と 思い まし た 。 8 
穴 藤 : 国立 臓器 移植 研究 所 の 、 今 倉 っ て い 
まし た よね 。 あ れ は 、 放 送 作家 の エラ い 方 


の 僕 の 大 先 輩 
な ん で す が 「 殺 し た れ | 」 っ て ( 笑 )。 あと 


ベニ ス の マス ター、 佐々 木 は 儀 計 
本 屋 の 店 長 さ ん が モデ ル な ん で す よ 。 他 に 
も 臨 海 で 働い て いる 中 村 和 之 や 、 新 宿 地 下 
道 の 前 田 明宏 に も 、 ち ゃ ん と モデ ル が いる 
ん で す 。 前田 さ ん は ゲー ー ム 中 の 前 田 と 同じ 
くら い の 巨 湊 な ん で す よ 。 


ら つ し や ゃ や いま すね 。 
痛 藤 : デー タイ ー ス ト の グラ フィ ッ ク の 方 
の 衝 時 っ や っ ぱ 齋 藤 さ ん だ よね 」 と 
お っ し ゃ っ て 、 僕 を モデ ル に ラフ を 描い た 
ん で す 。 そ し る 、 キ ャ ラク ター ズ 人 績 
寺田 克也 さん に お 願い し た ら 妙 に 似 ちゃ っ 
た ん で すね 。 だ か ら 、 似 て いる の は 仕方 カ 
な いん で す ( 笑 )。 で も うれ し いし 反面 、 ち ょ 
っ と 恥ず か し いん で す よ 。 こ ん な に カッ コ 
よく な い ぞ 一 、 と 思い まし た ( 笑 )。 


り 晴 


_ な で すか ゃ 
訂 : そつ で すね 。 登場 人 物 は みん な 何 か 


で も 与野 は ちょ っ と 特別 で すね 。 与 野 を 自 


分 の 分 身 と し て 、 大 好き な 神宮 寺 の 横 に 配 
、 し た ん で す 。 


PMS お 気に入り の エピ ソー ド 
_ は あり ます が 

、 奄 藤 : 臨海 で 働い て いる 中 村 和 交 に 会 うと 
| ころ か ら 、 ヤン と 話 を する まで の エピ ソー 
_ ド が 好き で すね 。 実は 僕 の 後 募 の 家 が 、 朝 
。 日 興業 の よう な 町 工場 な ん で す 。 ヤ ン は 、 
。 そこ で 働い て いた 外国 人 が モデ ル で す 。 そ 
。 の 外国 人 が 強制 送還 され る と き 、 見 送り に 


、 い 思い 入れ が 深い で すね 。 こ の エピ ソー ド 
_ は 、 す べ て 実話 で す 。 つ らい 話 だ けど 、 

、 生き で すね 。 

。 - 実話 と 聞く と 、 プレ イヤ ー が 感じ る リ 
| アリ ティ も き っ て きま すね 。 

| ウソ は 書き た く な いん で す 。 虚構 の 
。 世界 で も 、 あ る 程度 の リア リティ は 追求 し 
| で いか な いと ダメ だ と 也 い ます 。 寺 日 
MR 僕 が 学生 時 代 に 取材 し て 文章 
に し た も の な ん で す 。 い つか 手直し し て 世 
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に 出 そ う と 思っ て いた ん で す が 、 今 回 こう 
し て ゲー ム に 組み 込む こと が で きま し た 。 
こ ボ ツ に な つ だ 裏 設定 


は あり ます が ガ が *p 

痛 藤 : 実は 前 原 は 帰国 子女 だ っ た 、 っ て い 
つ 設 定か あり まし た 。 海外 で 生活 し て いた 
ころ 、 神 宮寺 財閥 に ひご どい 目 に あわ され た 
こと を 恨ん で いる ん で す 。 そ ん な 設定 が あ 
っ た ん で す が 、 見 事 ボ ツ に な り ま し た 。 
ーー ゲー ハム で は 前 原 は と て も 凶暴 な 男 で す 
が 、 最 初 は 神宮 寺 に 対す る 個人 的 な 根 み で 
就 い こと を し て いる 、 と いう 設定 だ つ だ ん 
で 9 

痛 膝 : いえ 、 前 原 は や っ ぱり 悪い ヤツ な ん 
で す 。 何 の 良 心 の 町 責 も な く 人 を 尊 せる 人 
間 、 そ ん な ダー ク ヒ ー ロ ー を 描き た か っ た 
ん で す 。 前 原 が や る こと っ て 本 当 に ひど い 
ん で す が 、 そ れ で も すご く 徹 旗 し て いる 。 
スト レス を 残さ な いん で す 。 悪 く 言え ば 「 イ 
ッ ち ゃ っ た 」 キ ャ ラク ター で すね 。 人 間 の 
員 の 部 分 を 、 す べ て 前 原 に 託し て 悪い こと 
を させ て みた か っ た 。 法 の 側 の ヒー ロー が 
神宮 寺 や 与野 だ と し た ら 、 前 原 は カオ ス 側 
の ヒー ロー デ 想 六 ま つ ね 。 で すか ら 、 前 
原 も 好き な キャ ラク ター の ひとり で す 。 
前 原 の エ ピ ゾ ソード も 、 ご どこ か で 出せ た ら と 
思っ ぅ っ でも) ます) 

ーー ゲー ム 開 発 時 に 、 何 が ガ 苦労 し だ 点 は あ 
のり ま も だ か や 

痛 藤 : ゲー ム 中 の 風景 は 実写 撮り 込み な ん 


で す が 、 僕 も 撮影 に ずっ と 付き ぎ き 湾 っ て いた 
ん で す 。 や は り 、 上 自分 が 思っ た 通り の 繧 が 
ほし いで すか ら 。 海外 に も 撮影 に 行っ た ん 
@⑥ 放 が に て それ が 非常 に 以 之 が ぁ る た で すね 。 
朝 4 時 に 起き て 、 車 に 乗り 込ん で 4 時 間 、 


撮影 、 帰っ て また 撮影 、 と いう 生活 で し た 。 


お も し ろか っ た の は 、 東 南ア ジア で の 撮影 
で し た ね 。 僕 と デー タイ ー ス ト の グラ フィ 
ッ カ ー の 方 で 、 夕 暮れ を 待っ て 撮影 に 入っ 
た ん で す 。 そ うし た ら 、 グ ラフ ィ ッ カー の 
方 が ホモ に 口説 か れ た ( 笑 )。 助 け 船 を 出 そ 
うと 思っ て 「 仕 事 で 来 て いる か ら 」 と 言っ 
た ら "邪魔 する な | 」 と 怒ら れ て し まい ま 
し た 。 口説 か れ た 本 人 は 、 相 手 が ホ モ だ と 
55 で し WS つ し や ら な か が か っ た みた いで す 
( 笑 )。 


オス ス メ の 探偵 は この 人 ! 


「 未 売 の ルポ ボ 」 を ブレ イ す る ユー ザー 
の みな さん に 、 特 に ご の 辺り を 見 て は ほしい 
て 揚 の て 
将 藤 : ' 未 完 の ル ボ 」』」 の 内 容 は どう し て も 
外国 人 より で 、 企 業 に 対し て 合 定 的 で す よ 
ね 。 で も 、 こ ちら が 号 え た 情報 を 鵜呑み に 
せ ず 、 疑 問 を 持っ て ぼ ほし いで すね 。 ゲ グ ゲーム 
を ブ プレイ し て !「 ご つい うつ ここ も ある ん だ 」 
思い つつ 、` で も 、 この 原作 者 の 考え 万 は 
つつ だ る ろ つ 」 こ し Y ゆ 二 人 を 吉 まま て ソン ツ が の 電 


も ら え れ ば 、 大 成功 だ と 思っ て いま す 。 
ーー 今回 、 探偵 モノ の シナ リオ を 手がけ らら 
れ だ わけ で す が 、 お 好き な 探偵 や ミス テリ 
小説 が あり まし た ら 、 教え て くだ さい 。 ー 議 
藤 ・ キー ス ・ ピ ー タ ー ス ン の 作品 が 好き 
で す 。 日 本 で は 東野 圭吾 氏 の 作品 が お も し 。 
ろ い で す よ 。『 浪 速 少年 探偵 団 。 シ リー ズ や 
『 パ ラ レ ル ワー ルド ・ ラ ブス トー リー』 な 
ど 、 こ の 方 の 作品 に は ハズ レ が あり ませ ん 。 清 
僕 は 基本 的 に ハッ ピー エン ド が 好き な ん で 
す が 、 吉 村 達 也 氏 の 作品 は デッド エン ド で 
も DK で す 。 栗本 薫 氏 の 『 ぼ くら 』 シ リー ズ 
や 「『 伊 集 院 大 介 。 シ リー ズ も 好き で すね 。 
ー 一 探偵 の 方 は い ガ が で す ガ . 貫 
痛 藤 : 探偵 と いう と 、 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー 
ムズ の よう な イメ ー ジ を 抱き が ち で す が 、 
「 神 宮寺 』 シ リー ズ の ファ ン が 求め て いる 
探偵 は 、 ま た 違う と 思い ます 。『 神 宮寺 』 が 捕 
お 好き な 方 に は 、 大 沢 在昌 氏 の 「『 新 宿 角 』 
シリ ー ズ や 、 大 芽 春 彦氏 の 『 ハ イ ウ ェ イ ・ 捕 
ハン ター・ シ リー ズ 』 が ハー ド で オス ス ヌ メ 請 
で す 。 特 に 『 新 宿 餃 』。 シ リー ズ は 、 ペ スト 
セラ ー に も な っ た 作品 で すか ら 、 絶 対 に お 
も し ろ い で す よ 。 織 

最後 に 「 未 完 の ルポ ュ 」 を プレ イ す る 
ー ザ ー の 万 に ひと 言 お 願い し ます 。 暫 
将 藤 : 心 の 底 か ら お 礼 を 言い た いで すね 。 
楽し く プ レイ し て くだ さい 。 そ し て 、 何 か が 議 
物 を 考え る キッ カケ に な れ ば 幸い で す 。 
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